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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　きょうの朝ごはんはサバの塩焼きに丸まる麩ふの味噌みそ汁しる。ささみとゆで卵のごまドレ和あえがあり、冷ややっこと生しよう姜が炊き込みご飯だ。お盆の上に色とりどりに乗せられた木もく椀わんは、見ているだけでも心がぽかぽかしてくる。

　これ全部うちの妹が作ったんだぜ。へへへ。

「はーウマイ！　ウマイ！　ウマすぎるー！」

　サバの塩気はちょうど良く、ご飯が進む進む。ぴりりと風味が広がる生姜ご飯との相性もバッチリ。胃が刺激されて無限に食べられそうだ。目の前でニコニコと俺の食べる姿を見物していた妹に、すぐにお代わりを注文した。

「ご飯って何合炊いたんだ？　四合？　足りないな！　あと二合炊いてくれよ！」

「うん♡　お兄ちゃんがそう言うなら、そうするね♡」

　中学二年生の美少女、蓮れん城じよう莉り緒おはうっとりと俺を見て。

「たくさん食べるお兄ちゃん、きょうもかっこいい♡」

「もちろんさ、この体いっぱいにお前の愛を溜ため込んでいるんだからな」

「きゃっ♡　嬉うれし恥ずかしっ♡」

　こんなにも料理上手で性格もいい完璧な妹が、俺のために毎日愛情を込めたご飯を作ってくれているのだ。これ以上の幸せは他にない。

　俺──蓮れん城じよう蒼そう太たは、17歳にしてすべてを手に入れてしまった。

　体重１２０キロを超える体も、妹の愛情を余すところなく受け入れるためのものだ。学校ではおいデブとかおい豚野郎とか言われるけれど、そんなのまったく気にならない。妹は俺のことを愛していて、俺も妹のことを愛しているのだから──。

「ねえ、お兄ちゃん♡　今夜もお兄ちゃんの好きなものを作るね♡」

「お、なんだろうな。俺の好きなもの、俺の好きなもの。あ、莉緒かな？」

「やだもぅ、……でもお兄ちゃんが望むなら（チラチラ）」

　バカップル丸出しかもしれないが、俺は妹さえいればいいのだ。

　──俺の人生ハッピーエンド！　完！

　だが最高のはずだった俺の人生には、途端に暗雲が垂れ込めることになった。その日、学校から帰ってきた俺を迎えたのは妹の悲しげな瞳だった。

「どうした、莉緒！　誰かに虐いじめられたのか!?」

「ううん、そうじゃないの……お兄ちゃん、これ見て……」

　メソメソとダイニングテーブルの席に座る莉緒は、一冊の雑誌を見せてくる。

「え？　なになに……月刊ダイエット『デブは早死する』特集記事……？」

「学校でね、休日に腕を組んでラブラブデート♡していたところが見られちゃって、あれ彼氏？　とか聞かれて、ちょっと趣味悪くない？　とか、デブ専？　とか聞かれたから、ううんあれはお兄ちゃんだよって説明したの。お兄ちゃんは世界一かっこよくて、お兄ちゃんのこと大好きすぎて夜も一緒にイチャイチャしながら寝てるんだ♡　って話をして、そうしたらみんなごちゃごちゃ言うからみんなには最愛のお兄ちゃんがいないんだ、かわいそう……って思ってたら、友達が見せてくれて」

「あんまり外で俺のことをそういう風に言わないほうがいいぞ莉緒。世間一般的にはその友達たちのほうが正しいんだ。俺は１２０キロのデブだからな」

「そうだよ、デブだから！　お兄ちゃん、このままじゃデブで死んじゃうんだって！」

「マジかよ……」

　莉緒は俺の腕にすがりついて、ポロポロと涙をこぼし始める。

「ごめんね、ごめんね、あたしがいつもお兄ちゃんのご飯作り過ぎちゃうから……お兄ちゃんは優しいから、あたしのご飯を残さずに食べてくれるのが嬉しくて、調子に乗って作り過ぎて……悪循環だよね、お兄ちゃんを太らせちゃったのはあたしだもん……」

　間接的には確かにそうだ。

　だけどそんなのはありえない。ありえるはずがない。

　莉緒はなんにも悪いことなんてしていない。ただ俺に喜んでもらいたくて、料理の腕を磨いただけだったのに。俺が調子に乗って食べ過ぎてしまったのがすべて悪いんだ。

　俺は莉緒の優しさに甘えていたのだ。

「お兄ちゃんのいなくなったこの家で、あたしはお兄ちゃんの面影を探しながら、ひとり生きていくことになっちゃうんだ……。ずっと毎日泣きながら、お兄ちゃんのことだけを思い出して……。ああ、そんなのダメ……あたし可哀かわい想そうすぎ……♡」

　頰ほおに手を当てて悶もだえる妹の目がハートマークになった。こいつは時々なんでだか自分を悲劇のヒロインに据えたがる節がある。

「でもね、お兄ちゃんが死なないようにするために、いいこと考えたんだ、あたし」

　莉緒はリビングからホワイトボードを引っ張ってきた。きゅぽっと抜いたマジックペンで、グラフを書き始める。

「見て、お兄ちゃん。お兄ちゃんが今ここでしょ？　ほら、わかる？　この三年間で50キロ近く増えているんだよ。このままだと20歳の誕生日を迎えていつもみたいにお祝いドーナツとか食べる頃にはお兄ちゃん１７０キロになっちゃうんだ。マツコ・デラックスでも１４０キロなのに！」
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　いや、１７０キロて。

　笑い飛ばそうとして、しかし押し黙る。あながちありえないことでもないのかもしれない。その間もグラフのラインは伸び続けた。

「23歳には２２０キロに！　26歳には２７０キロに！　29歳になったら３２０キロで、日本人最高記録を更新しちゃうよ！」

「雑な計算かよ」

　莉緒はグラフの行き着くところに大きく『死』と書いた。そこが俺のゴールらしい。

「だからね、どこかで歯止めをかけなきゃいけないんだ！　お兄ちゃん、３２０キロになってからダイエットするのと、今ダイエットするの、どっちがいい!?　３２０キロなんて、もう、大変だよ！　補助なしじゃ歩くこともままならないってテレビでやってたんだからね!?　長いブラシで体を洗うんだよ！　動物園のゾウみたいに！　そんなお兄ちゃんもきっとカッコイイと思うけど、心臓麻ま痺ひとかでぽっくりいっちゃったらヤだよ！」

　話しているうちにヒートアップしてきた莉緒が俺の腹に抱きついてきた。その小さな体を抱きしめて、俺は宣言する。

「俺も、家族を残して死ねるものか！　というわけで、ダイエットしよう！　任せてくれ、妹！　お前のためなら、食事を抜くことだって構わない！」

「きゃあ、お兄ちゃんかっこいいっ！　大好き！　愛してる！」

　莉緒が両手でぱちぱちと俺に拍手する。

「なんてったって俺はダイエットが得意だからな。今までに99回も挑戦している。残念ながら99回も最愛の妹の妨害にあって一度も成功できていないが」

「こ、今度はあたしだって我慢するもん！　鉄の意志でダイエットを成功させるんだから！　絶対にお兄ちゃんを甘やかしたりしないんだからね！」

「おうっ！　頼んだぜ、相棒！」

　こうして俺のダイエット生活が始まった。人生１００度目の、これが最後のダイエットだ。







　ダイエットを始めて一週間が経たった。

「つらい」

　朝ごはん、食卓に並んでいる食事を見て俺は顔面を押さえた。妹は憐あわれむような胸を痛めるような顔をしている。

「お兄ちゃん、毎日毎日同じことを言わないで……あたしまで悲しくなっちゃうよ……」

「だって」

　妹の作る朝ごはんはいつだって手が込んでいた。和食、洋食、中華となんでもいける妹だ。山盛りご飯でおいしいおかずを食べるのが毎朝の楽しみだったのに。

　きょう、皿の上に置いてあるのは冷ややっこ、キャベツの千切りサラダ、そしてホウレンソウのスムージーだ。

「つらい」

　もしゃもしゃと食べる。

　大好物のお肉さまは、ここしばらく見ていない。胃が切なげにきゅうと鳴った。

　驚異のＢＭＩ17を誇る身長１５５センチの妹は、人差し指を立てながら語る。

「食事制限はすべてのダイエットの基本だからね。リンゴダイエット、バナナダイエット、サプリダイエット、豆乳ダイエット、スープダイエット……今までいろんなダイエットしてきたけど、結局瘦せるためには少なく食べてたくさん運動するしかないんだよ。それが基礎にして奥義なんだよ」

「空手の正拳突きみたいなことを言うな」

「ねえお兄ちゃん、お兄ちゃんはあたしのためにがんばってくれないの……？」

　うるうるとした視線を浴びて、俺はウッと言葉に詰まった。

　少なくとも今までの妹だったら、俺がつらそうにしているだけで翌日は唐揚げパーティーを開いてその後に「お兄ちゃんはがんばったね、がんばったね」って膝枕で耳かきをしてくれるぐらいには甘々だったし、ここで引かないということは本気なのだろう。

　莉緒が本気なら、俺もそれに応えなければならない。それはわかっている。だけどお肉が一週間も食べられないのは思ったよりキツい。

「がんばる、なるべくはがんばる……でもな、莉緒、人間ってつまるところ、一瞬の閃せん光こうのようなきらめきなんじゃないかな。夜空に輝く星のように、いつまでもそこにあるわけじゃない。ただ一瞬だけ、生きている痕跡を残すものなんだ。だから太く短く生きるって選択肢もあるんじゃないかな、って」

「あたしの言うことを聞いてくれないなんて、お兄ちゃんはあたしよりあたしの作ったご飯のほうを愛してるんだ……。あたしなんて所詮、ご飯を作る機能がなかったら用済みなんだ……かわいそうなあたし……」

「そんなことないよ莉緒！　俺は世界の誰よりもお前が大切だよ！　愛してる！」

　めそめそと泣き出した莉緒を全力で抱きしめる。すると俺の腕の中でぱぁっと莉緒は顔を輝かせた。

「そうだよね、お兄ちゃんのこと信じてるからねあたし！　世界で一番愛してるあたしのためならがんばれないことなんてなんにもないよね！　ずっとそばで応援しているから、ダイエットがんばってねお兄ちゃんっ！」

「ガンバリマス」

　そうだ、妹に応えるのは兄の務めだ。兄はつらい。俺は死人一歩手前さながらにうなずいた。

　莉緒は可か憐れんに微笑ほほえんで拳をぎゅっと握る。

「つらいことだって、ふたりで乗り越えていこうね。家族は支え合うものだからね♡」

「はい」

　うちの両親は莉緒が小学三年生の時に交通事故で亡くなった。幸い少なくはない貯金と保険金があったため、莉緒が大学を出るぐらいまでは暮らしていける。

　ふたりきりの家族だ。俺たちの絆きずなは強く結びついていた。

　その証拠に──。

「ねえね、お兄ちゃんいつもがんばってくれているから、きょうはトクベツだよ？　帰ってきたら、唐揚げ作ってあげるからね」

「唐揚げ!?」

　俺の目が輝いた。唐揚げ。パリッパリの皮に包まれた魅惑の鶏とり肉にく。子どもから大人までみんな大好きな、おかずにもおやつにもなる完全食。きょう唐揚げが食べられるというだけで、一日がんばれそうなパワーが湧き上がってくるのを感じた。

　さすが莉緒は俺のことをよくわかっている！　莉緒大好き！

「うん。でも余分な脂は使わずに作るから、いつものとはちょっと違う味になるよ。衣も全部剝はいじゃうからね」

「衣のついていない唐揚げなんてただの蒸し鶏だろ！」

　そう怒鳴ると、妹はまたしても涙目になった。

　うっ……。

「お兄ちゃん、そんなにあたしを残して死にたいの……？」

「し、死にたくはないけど」

「……お兄ちゃんが嫌なら、もうダイエットやめてもいいよ」

「え？　ホントか？　どうしたんだ急に」

「あたしもお兄ちゃんのつらい顔は見たくないからね」

「そっかわかった！　ごめんな莉緒！」

　こうして俺の１００回目のダイエットは失敗で終わるかに思えた。

　しかし着替えて学校に行こうとしていたところで、俺は見てしまった。

　制服姿で一心不乱に包丁を研いでいる莉緒を。

「１２０キロの成人男性の腕は一本７・８キロ……。足は一本22キロ……。生活習慣病なんかにお兄ちゃんを奪われるぐらいなら、いっそあたしが……」

　こわあ！

　俺は玄関でわざとらしく叫ぶ。

「よし、お兄ちゃんきょうもダイエットがんばっちゃうからな！　お昼は水飲むぞ！　水はいくら飲んでも体重が増えない魔法の飲み物！　水最高ー！　ちなみに体内で生成できないミネラルやビタミンをサプリやスポーツドリンクで補った場合、理論上俺はなにも食べなくても四ヶ月生き延びられるらしいからな！　一番手っ取り早いダイエット方法かもしれん。さて莉緒も学校遅れるなよ！」

　こちらを見ながら顔を輝かせた莉緒が、うんっ、とうなずく。

　これだから妹に愛される兄はつらいんだよなあ！







「ねえお兄ちゃん」

「ああ」

「なにをしているの」

「あまりの空腹に眠れないから、座禅を組んで心を無にしているんだ」

「そ、そうなんだ」

　ダイエットを始めて一ヶ月が経たった。

　俺の体重は順調に落ち、現在は１１０キロだ。

　一ヶ月で10キロも落ちるというのは凄すさまじいことのように思えるが、最初だけはちょっぱやで瘦せてゆくらしい。これからどんどんとつらくなるんだとか。こわい。

　まあでも俺は挫くじけないと決めたからな。俺の心は瘦せるためだけのモンスターと化した。モンスターは時々食べ物の幻影を見るが、些さ細さいなことだ。

　もともとキツかった食事制限をさらに締めつけて、朝は豆腐、夜はブロッコリー、お昼は水で過ごす。ミネラルとビタミンはサプリで摂取することにした。

　無理をしているというのはわかっている。夜中、あまりにお腹なかがすきすぎて悲しくなって泣き出したこともあった。莉緒が俺の頭をよしよししてくれなかったら精神崩壊していたかもしれない。心が摩耗しているのを感じる。

　だが、諦めるわけにはいかない。すべて妹のためなのだ。俺はこのダイエットをやり遂げると決めたんだ。

「お兄ちゃん、無理しすぎだよ……あたし、心配になっちゃう……ああ、でも、あたしのためにがんばってくれるお兄ちゃん、ホントかっこよすぎ♡　ストイックな顔とか、ジェイソン・ボーンみたい……♡」

「そうだろうそうだろう。ハリウッドデビューしちゃうかもな」

　ンなわけがない。体重１１０キロのデブだぞ。

　俺はフラフラと立ちあがり、タオルを手にして首にかける。

「どこにいくの、お兄ちゃん？　匂い？　焼肉屋に匂いだけ嗅ぎにいく？　そんなのより、あたしの匂い嗅いでもいいんだよ？　さっきお風呂入ったばっかりだからいい匂いだよ？　おいでおいで」

　両手を広げて俺を誘う莉緒の誘惑は、それはそれで魅力的だったものの。

「いや。眠れないから、外を走ってくる」

「あ、だったらあたしもいくね。着替えてくるからちょっと待ってて」

　莉緒は慌てて部屋に戻っていった。まるで俺ひとりを外に出したら行き倒れるんじゃないかと心配しているかのようだ。

　時刻は夜の22時。星が瞬く夜だ。莉緒は自転車をもってきて、俺と並んで走る。俺は腕を振りながら早歩きでウォーキングをしていた。人気のない公園について、散歩コースをぐるぐると回る。

「わー、そういえば水筒もってくるの忘れちゃった。うっかりさんだー。ごめんお兄ちゃん、ちょっと自販機いってくるね。水はすべての源だもんね」

「ああ、気をつけてな」

　俺は無心で歩く。胃がきゅうきゅうと鳴くのを無視して、手足を動かす。

　夜空の星が食べ物に見えてきた。あれはハンバーグ座。あれはステーキ座。あれはトンカツ座かな？　ギリシャの羊飼いもこうやって空を見上げて空腹を我慢していたのかな。

　ンなわけない。まっすぐ前だけを見よう。たまに眩暈めまいがしても、この太い体は安定感があるのでそう簡単には転ばないのだ。

　コースを何周かして、ふと気づく。

　莉緒の戻りが遅い。

　もしかして家に水筒を取りに行っているのだろうか。しかしこんな夜中だ。ひとりでいかせるべきではなかったかもしれない。俺は妙な胸騒ぎを覚えて、公園の出入り口にある自販機へと向かう。

　そこに、ぽっかりと黒い闇があった。

「え？」

　渦巻きのように螺ら旋せんを描く闇。夜の暗さよりもずっと暗いそれを見て、俺は瞬まばたきを繰り返す。なんだこれは。

　闇はまるで掃除機のように枯れ葉や砂利を吸い込んでいた。未知のものに対する忌避感が強く働く。

　一刻も早くここを離れたほうがいい。

　そう思い、後ずさりをした俺は見てしまった。

　闇のすぐ近くに、莉緒の乗っていた自転車が倒れていた。

「──」

　俺の頭が一瞬フリーズする。

　まさかとは思うが。俺は莉緒の姿を探す。

　周囲に人影はない。痛いほどの静寂が耳に反響する。俺は生唾を飲み込んだ。叫ぶ。

「莉緒！」

　聞こえた気がした。

　闇の中から「お兄ちゃん」と俺を呼ぶ声が。

　これがどんなに危険なものでも、これがどんなに恐ろしいものでも──莉緒が助けを呼んでいるのならば、俺が動く理由としては十分すぎる。

　兄が妹を助けるのは、守るのは、当然のことだから。

　俺はためらわずに闇の中に飛び込む。今だけは体の重さも忘れたかのように。

　視界が真っ暗に塗り潰されてゆく中、こちらに向かって必死に手を伸ばす莉緒の姿が見えたような気がして。

　こうして──身寄りのないふたりの人間が、地球から姿を消した。







　　　　　＊＊＊







　小さな女の子が泣きじゃくっている。

　そのそばには瘦せた少年が立っていて、彼はどうすればいいかわからない顔をしていた。

　俺の記憶にもっとも強く焼きついている光景。

　両親が交通事故に遭って、すべての事後処理が終わった後に、世界から取り残されたふたりの他人だった。

　蓮城蒼太の母は、彼が生まれた直後に亡くなった。母のいない家庭で育った蓮城蒼太が小学六年生になった頃に父は再婚を決めた。

　相手も早くに伴侶を亡くしたらしく、同じ境遇にあったふたりは自然と惹ひかれあっていったのだという。

　新しい母には、小学三年生の連れ子がいた。俺より三つ年下のその子はとても人見知りで、新しくできた兄に敬語で話すような少女だった。

　当時の俺もまた女の子とどう接すればいいかわからず、腫れ物に触るような扱いをしていた。

　けれど家族四人で囲む食卓はにぎやかで、俺はこれから自分が幸せになれるのだと信じて疑わなかった。

　だが──。

　共に暮らし出して一ヶ月後、両親は他界した。

　交差点で信号無視して突っ込んできた車に横合いからぶつけられて、そのまま。

　残された子どもたちはそれぞれ親戚に引き取られることになったが、しかし蓮城蒼太がそれを嫌がった。彼は父の思い出が残る家から離れたくなかったのだ。そして──これは意外なことだったが──少女もそれに強く同意した。なぜだったのか、今でも俺にはわからない。

　子どもたちは最低限、親戚の助けを借り──結局はふたりで暮らし始めた。




　子どもたちの生活は大変だった。

　前からある程度は父と家事を分担していたけれど、ひとりになってみればそれは膨大な量だ。

　とても自炊なんてすることができず、毎日コンビニ弁当で過ごした。ラインナップはすぐに飽きたが、食欲もなかったので気にならなかった。

　さらに、当時の少女は母を亡くしたショックから立ち直れず、ふさぎ込んでいた。おねしょが再発したのも急性ストレス障害が原因で、彼女は学校を休んでカウンセリングに通いながらも具合は一向に良くならなかった。

　必然的に、すべての家事は蓮城蒼太ひとりが担うことになった。

　それでも少年は不平不満ひとつ漏らすことはなかった。

　だって、当然だろう。男は女を守るものだし、年上は年下の面倒を見るものだ。蒼太も苦しかったが、それでも弱音は吐きたくなかった。

　そんな暮らしを続けていった結果──蒼太はさらに瘦せていった。やつれていったというほうが正しいかもしれない。

　ある日のことだった。蒼太が学校から帰ってくると、テーブルの上にはべちょべちょのおにぎりとぐちゃぐちゃになった卵焼きが置いてあった。

　誰がやったのか。決まっている、ひとりしかいない。

「あの」

　柱の陰からこちらを見ていたパジャマ姿の少女は、蒼太を見るなり謝った。

「ごめん、なさい。初めて作ったけど、うまくできなかったです……」

「えっと」

　蒼太の頭に浮かんだのは、なぜ？　という疑問。

「おなか、減ったの？　だったら今、コンビニにいってくるけど」

「ちがうんです。ちがくて、その……」

　言いよどむ少女の言葉を、少年は辛抱強く待った。

「あんまり、ご飯食べていないから、心配で」

「？」

　遅れて、自分のことか、と蒼太は気づいた。

「それでつくって、みたんですけど、うまく、いかなくて……ごめんなさい。あたし、なんにもできなくて……」

「……」

　俺はぼうっとした顔で皿の上のおにぎりと卵焼きを見つめる。

　少女が自分を心配して、自分のためだけに作ってくれた食事。

「どうして」

　改めて問い直す。

　少女はまるで悪さを叱られているかのように怯おびえながら。

「お兄ちゃん、いつも大変そうですから、せめてなにか、したくて。だって、家族は支え合うものだって、お母さんがいつも言っていて……」

　そうか。

　蒼太はテーブルの上のおにぎりを摑つかんで、頰ほお張ばった。

「あ……」

「うん」

　ごっくんと飲み込んで、うなずく。

「うまい。こんなにおいしいおにぎりは初めて食べた」

「でも、うまく炊けなくて……」

「ナイスなスパイスだ」

「炊飯器、うちにあったのと違ってまして、それで……」

「強い個性を感じる。ビビッドな味わいだ」

「うううう」

　頭を抱える少女に背を向けて、蒼太はぎゅっと目を瞑つぶっていた。こらえていたが、たまらず涙がこぼれる。

　少女が『お兄ちゃん』と呼んでくれたのだ。すごく自然に。きっと心の中では何度もそう呼んでいたのだろう。たかがそれだけで、蒼太はなにか大事なものを思い出せた気がした。

　尽くすことが当たり前だと思っていた。自分は男で年上なのだから、彼女を守って面倒を見てやらなければならないのだと。

　でも、違ったんだ。家族は支え合うものだったのだ。

　少女──莉緒は、蒼太の妹なのだ。別に蒼太ひとりががんばり続けることはなかったのだ。ただふたりでがんばればよかったのだ。そう頼めば、お願いをすれば、きっと莉緒はいつでも手を貸してくれていたのに。どうして自分はそれに気づかなかったのだろう。

　自分の情けなさと、莉緒のいじらしさに、胸が熱くなった。ごまかすように蒼太は卵焼きを食べ終えた。味はわからなかったけれど、たぶん最高の料理だった。

　蒼太は莉緒──妹を料理担当に任命した。

「おにぎりも卵焼きも絶品だった。莉緒は料理の天才だ。だからお前にはうちの厨ちゆう房ぼうを任せたい。料理大臣に就任だ」

「えっ、ええっ……？」

「買い物は俺に任せてくれ。俺の買ってきた料理を自分好みに味付けして、お前だけの世界を皿の上に築きあげてくれ。味の王国を建国するんだ」

「なにを言っているか、よくわからないんですけど……」

「うん」

　頭の中がぐちゃぐちゃで蒼太自身にもよくわからなかったが、とにかくこの想おもいを伝えたかったのだ。

「ありがとう、莉緒」

　涙を拭いて正面から伝えると、莉緒は少しビックリして目を丸くして。

　目を逸そらし、ほっぺたを真っ赤にした。

「……こっちこそ、おいしいって言ってくれて……ありがと、お兄ちゃん……」

　それから莉緒の容態は少しずつ快方に向かうとともに、料理の腕もグングン上達していった。

　三年経たつ頃には、そこらへんのシェフ顔負けのレベルに達し、食事の時間はいつでも楽しみで、莉緒も俺がうまいうまいと食べるとすごく喜んでくれて、なんだか父と暮らしていた頃の幸せな家族の絆きずなが戻ってきたような気がして、そして──。

　──俺は太った。

　とってもおいしい料理三昧で、めちゃくちゃ太った。

　やばいぐらいに太った。うまいものは脂肪と糖でできているのだ。こないだなんて相撲部屋に入らないかと勧誘された。自信があるのは食べる量だけだ。

　──光景が暗転する。

　高校一年生になった莉緒が冷徹な目で俺を見下ろしながら、他の男に腕を絡ませている。

『というわけで、約束を破ったあなたはもうお兄ちゃんでもなんでもありませんから。家ですれ違っても話しかけたりしないでくださいね。臭いですし、デブがうつりますんで。いいですか？　──ク　ソ　豚　野　郎　』

「あああああああああああああああああ！」

　俺は飛び起きた。

　目覚めたそこは──。

「あ、え？」

　病院でも自宅でもなく。

　──俺の知らない、異世界だった。
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　俺の周りにはたくさんの大人たちが立っていた。石畳の上に俺は寝かされていて、地面には淡く光る複雑な文様が描かれていた。光源はそれだけ。窓に暗幕の張られた部屋はそう広くなさそうだ。

　これは魔法陣……？　なんだろうか、怪しい宗教団体に拉致されたのだろうか。怖おじ気けが走る。周囲には俺を取り囲む男たちがいて、俺は今にも邪神に捧ささげられようとする豚の丸いけ焼きにえのようだ。

　だが──目を覚まして立ち上がった俺を見るやいなや、男たちは両手を突き上げて歓声をあげた。

「デブだ！　デブが来たぞー！」

「やった！　大成功だ！　今度こそ王国の勝利はもらったも同然だ！」

「うおー！　我らが新たなる勇者さまに喝采をー！」

　なんだなんだこれ……。

　瘦せこけながらも目だけが爛らん々らんと輝く男たちが狂喜乱舞している。

　その中で、ひときわ豪華な布をまとった壮年の男が、しゃがれた声で告げてくる。

「お待ち申し上げておりました、レンジョウ・ソウタさま」

「えっと……、俺たちどこかで会ったことがありましたっけ」

「いいえ、しかしあなた様のことはロッセッラ・リオ・ロンバータ・ヴィテッロさまより伺っております」

「ロッセッラ・リオ……？」

　そのとき、ぼんやりしていた思考が急速に覚醒した。

「まさか、リオって、莉緒のことじゃないよな!?　長い黒髪で、背は俺より頭一つ分ぐらい低くて絶世の美少女で、街を歩いていたら百人中百人が振り返ってきてそのうちの百人は求婚を申し込んでくるほどで、電車なんて乗ったら絶対おかしなやつに狙われるからってどこにいくにも心配で心配で常に俺の目の届くところにいてくれないと不安でご飯も三杯ぐらいしか食べられなくなっちまって……ってなんの話だよ！」

　ひとりボケツッコミをすると、男たちは困惑しているようだ。

「後半はよくわかりませんが……それは、おそらくリオさまのことだと思います。外見的特徴が一致しますし」

「莉緒は今どこにいるんだ!?」

　先ほどまで騒いでいた男たちは、急に押し黙った。

　え……。

　噓うそ、だろ。

「リオさまは、帝国軍との激しい戦いのさなか……」

　息が止まる。

　誰よりも愛していたたったひとりの家族、莉緒の笑顔がパリーンとひび割れる。

　俺はその場に崩れ落ちた。

「激しい戦いのさなか……過労のため、お倒れになってしまいまして、しばらくはベッドの上で安静にしております」

「ざけんな！　変なところで言葉を区切るんじゃねえよ！」

「も、申し訳ございません」

　俺が男のひとりに摑みかかっていた最中である。立っていられなくなるほどの激震が俺の足元を襲った。

　耳が一瞬聞こえなくなるほどの轟ごう音おんとともに、部屋の上半分が吹き飛び──景色があらわになった。するとそこには信じられないような光景が広がっていた。

　石やレンガで作られた街並みは、日本のものとは思えない。中世の城そのものが街の中心にあり、通りには鎧よろいをまとった騎士然とした者たちが隊列を組んで城壁の外へと向かっていた。これが作りものだとしたらとてつもない完成度だ。漂う空気の味すらも違うのだから。

　ここは街から少し離れた尖せん塔とうの上だった。城門のほうからときおり断続的な爆発音が響き、黒い煙が立ち上っている。また、焦げついた匂いもした。なにか大きな争いが起きているのだ。もしそうだとしたら、城塞の中にまで攻め込まれている絶体絶命の状況ってことじゃないか。

　って、なんかまた火の玉がこっちに向かってくるんだけど！

「ソウタさま、危ない！」

　するとだ。その場にいた男たちが集まり、一斉に火の玉に向けて手を突き出した。半透明のドーム状のモヤのようなものが出現し、間一髪のところで火球が弾はじけ飛ぶ。

　俺は夢でも見ているのだろうか。だが、どう考えてもこの臨場感は本物そのものだ。

「ソウタさまはこの王国を救うお方……！　こんなところで怪け我がをしてはなりませぬ！」

　その間も、どこからか砲撃は次々と飛んでくる。

　男たちはあと何発も火球を防げるようには思えない。このままじゃどっちみち死ぬんじゃないのか……？

「ああもう、なんなんだよ！　帝国軍とか魔法とか！　異世界転移ってやつだろこれ！　俺はいったいどうすればいいんだよ！　莉緒に会えないままここで死ぬなんてまっぴらだぞ！」

　そのとき静かに「おお……」というどよめきが巻き起こった。緊張した気配が一気に安あん堵どした空気へと変わる。まるで小火ぼやの現場に消防車が到着したかのようなムードだ。

　男たちは代わる代わる「ありがとうございます！」と頭を下げてきた。俺は面食らう。いったいなんなんだ。

　こちらに、と連れられたのは塔の外だ。そこには精せい悍かんな男性が待っていた。腰に剣を差した、騎士といった風貌の男性だ。マッチョ的な威圧感に、俺はじゃっかん引く。だが彼の発した言葉はそれ以上の破壊力だった。

「それでは早速ですが、戦場へと向かいます」

「待て待て待て待て、俺はただの高校二年生だぞ！　ケンカだってほとんどしたことない！　戦うなんて無理だろ!?」

「は……？　ご謙遜ですか？　……そうか、なるほど。魔法使いさまがこれより行うのは一方的な殺さつ戮りくであり、虐殺……、すなわち戦いになどなるはずがない、と……」

「違う！」

　身震いする騎士に、俺は声を張り上げた。変な勘違いをするな！

「しかし、もはや魔法使いさまの実力は国中の皆が存じ上げております。なんせ、あのリオさまが絶対的な自信をもって信じていらっしゃった方ですから！」

「異世界でどんだけ信頼を勝ち取っているんだ、うちの完璧天才妹は！」

　男が指を鳴らすと、一台の台車が運ばれてきた。スーパーで段ボール箱とかを積むあの台車そっくりなやつだ。なぜ台車。

「こちらにお乗りくださいませ。かつて我が国で最も強く、最も気高き魔法使いが愛用した乗機でございます。ソウタさまにこそ相応ふさわしい代物かと」

「お、おう……」

　俺は台車の上で三角座りをした。腹が邪魔で腕が前に回せない。乗り心地は非常に悪かった。

「これから戦場に向かいます。それでは、異界より来たりし英雄よ！　我らが栄華を極めし黄金時代の先駆けとなれ！　栄位栄達の絶魔将、ご出陣！」

『ご出陣！』

　見送りにきた瘦せた男たちの声が重なった次の瞬間だ。

「うおおおおおおおお！」

　すると凄すさまじい速度で台車が押し出された。風を切って走る台車。地面が水平に流れてゆく。人力車は前の人が引いているから行く先がある程度わかるが、この状態だと予期せぬ方向に曲がるのですごいこわいし危ない。

「なあ大丈夫だから！　自分で歩くから！」

「なにをおっしゃいますか！　出陣前の魔法使いには１ミリカロリーとて無駄にしてもらうわけにはまいりません！　指一本動かさず大人しくしていてくださいませ！　ふふっ、まさか俺が異界の魔法使いさまの舵かじ取とりができるだなんて、実家の婆ちゃんが聞いたら喜んでくれるだろうな！」

「前見て走れ！　前！　ぶつかるぞ！」

「この俺の一歩一歩は未来に向かって進んでいる！　美しき王国がいつまでも光り輝く黄金の未来へと！　王様、王女様、俺は今、持てる力のすべてを使って駆け抜けます！　このウィニングロードを！」

「急カーブとかやめてええええええ！」

　台車にしがみつく俺。会ったことのない婆ちゃんが川の向こうで手を振っている光景が浮かんだよ。

　土煙を巻き上げながら猛スピードで加速する台車にしがみつくこと10分弱、俺たちは戦場に到着した。フラフラしながら台車から降りる。ここからは歩いてもいいらしい。

「酔った……気持ち悪い……」

「伯爵！　伯爵！　異界の魔法使いさまをお連れいたしました！」

　城門の外にある陣地だ。あちこちになんか焼いたステーキみたいな模様の旗が立っており、いくつかの野営地と、そしてたくさんの鎧をまとった騎士たちが集まっていた。その中からひとり、恰かつ幅ぷくのいい男性が前に進み出てくる。

　髭ひげを生やしており、ずんぐりむっくりとした体型は脂肪よりどちらかというと筋肉でできていそうだ。顔に刻まれた傷が彼の人相に一種の凄すごみを与えていた。

「今回、急きゆう遽きよ指揮を任されたターヴォラ伯爵だ。略式ですまないが挨拶をさせてもらおう。そなたが遥はるか彼方かなたの丸い大地から来た魔法使いソウタ殿か。よろしく頼む」

「あ、いや、えっと……とりあえず水をいっぱいもらえるかな……」

「ソウタ殿にお水を!!」

『ハッ只ただ今いま！』

　俺の弱り切った声を聞いた伯爵が命令を発すると、その場に並ぶ騎士たちが全員胸の前に拳を置いて敬礼した。すぐに大タルが運ばれてくる。いっぱいほしかったわけじゃなくて、一杯だけほしかったんだ。コップですくって水を飲み、俺は一息つく。

「ふぅ……生き返った……。ところで、なんか莉緒が世話になっているって聞いたんだけど……」

「うむ。だがかの者の力をもってしても、帝国軍を追い返すには至らなかったのだ。奴らは己の血肉を魔力に変える秘術を編み出し、そして周辺国家を恐怖の渦に陥れた。秘術を解析した他国も、次々と魔法武装を始めたが時すでに遅く、もはや我々の手では国防もままならず……」

　伯爵は絞り出すような声で。

「秘術に対抗するためにはこちらも秘術を用いるしかない。我々は苦渋の決断として、無関係の者を巻き込むことを選択した。それが召喚魔法によって呼び出されたそなたたちだったのだ」

　なんかすごい壮大な話だった。俺は黙ったまま伯爵の話を聞く。

「巻き込んでしまい、誠にすまない。だが、もしも力を貸してもらえるならば、我々はそなたに尽くすと誓おう。どうか頼む、ソウタ殿」

　訴えるような伯爵の目に、俺は気け圧おされたようにしてうなずく。

「まあその、なんだ。まだ死にたくないし。俺にできることなら」

「……ほう」

　伯爵が俺をまるで値踏みするようにうなずいた。

「私も多くの息子や娘がいるが、その年でそこまで肝が据わっている者はそうそう居おらぬ。さすがはかの者が選んだ男だ。だが、ゆめゆめ油断召されるなよ。奴ら帝国軍は極めて強大だ。もしたったひとりで戦況を変えることができなければ、そのときは……」

　脅すように言う伯爵は、しかしそこで言葉を切った。

　なんだよ、どうなるんだよ……。って、ロクな未来じゃないんだろうけどさ……。

「助力、感謝する。そなたの勇気と優しさを、王国の全国民がたたえるだろう」

　伯爵はそう言って皮肉げに笑った。激しい戦争に心が擦り切れてしまったかのような笑みだった。なんだか口約束で大変な契約を結んでしまったのではないだろうか。俺は一歩後ずさった。

「大げさだって……」

　騎士たちも皆、声には出さないが感動したような顔つきで俺を眺めている。こんな空気で『で、魔法ってどうやって使うんだ？』と尋ねる勇気は、俺にはなかった。

　しかし、このまま戦場に出ても、俺はきっと無駄死にだろう。莉緒ひとりを残して死ぬわけにはいかない……。

「で、魔法って……」

「ああ、これが魔導書だ。その昔、王国の危機を救った魔法使いが書き残した遺物だが、今のそなたには読めるであろう」

　受け取った。古めかしい装丁をめくる。驚きに目を見張った。なんだこの本……。俺は読める、読めるぞ……。

　それもそのはずだ。日本語で書いてあった。前に召喚されたのも日本人だったのか。

　しかしなるほど。これがあれば、魔法を唱えられるのか。わかった。やろう。

　でも、自信はない……。

「ほら、あの、味方を巻き込むかもしれないし……」

　伯爵は怪け訝げんそうに。

「それほどの大魔法を使うのか。しかしこちらもその準備はできている。ソウタ殿の征戦とともに、全軍を撤退させよう」

「いや、むしろ味方はいてくれたほうがいいかなーって！」

「ではそのように。軍の精鋭たちも、活躍を目近に見られるとあっては感涙に咽むせび泣くかもしれんな。他にはなにかあるか？」

「いや、あの……とくには……」

　俺に未来を託す人々の想おもいで胸やけを起こしそうだ。

「ていうか、そもそもみんな、どうして俺が魔法使いだって……？」

「そんなの見ればわかるだろう。そなたはすごく肥えているではないか」

「えっ」

「んっ？」

　太っていることと、魔法使いにどういう関係が……？　いや待てよ。何やら魔導書にそんなことが書いてあったような……。

　あった。ひとつの項目を目でなぞる。

『──この世界の魔法使いは、自分の脂肪カロリーを消費して魔法を放つ、デブの魔法使いだ』

　俺は天を仰いだ。

　なんじゃ…………そりゃ…………。




　ひとりの男が帝国軍と王国軍の境界にゆっくりと向かっていた。

　その男は、上下ともにこの世界では見ない衣装に身を包む。ジャージと呼ばれる戦闘服だ。

　そう、その男こそ異界より現れた魔法使い、蓮城蒼太──この俺である。

「なんだ貴様は！」

　荒野を挟んで、敵軍の騎士が俺に誰すい何かする。膝から下の震えを隠しながら、俺は口の端を吊つり上あげた。

「風が泣いているかと思えば、お前たちのような奴らが騒いでいたのか」

「その体型……もしや魔法使いか！」

　この世界って本当にそういう認識なのかー……。

　俺は顔の前に手を当ててポーズを取りつつ「いかにも」と返す。

　引っ込みがつかなくなって出てきた俺はもう、やぶれかぶれだった。

「黒焦げになりたくなければすぐに去れ！　俺はそんじょそこらの魔法使いとは違うぞ！」

「た、確かに服の上からでもわかる、そのはちきれんばかりの魔力を内包した凄すさまじき肉体……。よほど手て練だれの魔法使いとお見受けする……！　いまだこんな男が王国にいたとはな……。退ひけ！　お前ら、退け！」

「!?」

　えっ、そんなあっさり帰っていくの!?　マジで!?　贅ぜい肉にくの鎧よろいすげえ！

「代わりに石像部隊を前に出せ！　あの魔力を使い切らせればこちらの勝利は揺るぎない！　王国陥落用に準備しておいた虎の子だが、出し惜しみはなしだ！　物量で押し込むのだ！」

「えっ」

　騎士たちが下がってゆくとともに、鉛色の雲が迫ってきた。いや、違う。それは──空を埋め尽くすほどに大量の軍勢だった。

　悪魔を模した空飛ぶ動く石像といえば、ひとつしかない。ガーゴイルだ。さすが異世界。普通にモンスターが跋ばつ扈こしているのか。それらは槍やりを手にギャアギャアと鳴きながら俺に向かってきた。

　とんでもない数だ。これほどの軍隊をもっていたというのなら、王国なんてひとたまりもない。本当にこいつらを魔法使いひとりでなんとかできるのか？　無理じゃないのか？　自衛隊一個師団でも用意しない限り、追い返せない量だろ。

　これ、俺死ぬんじゃないの……？

「くっ、ソウタさま！」

「助勢いたします！」

　すると後ろからふたりの男がやってきた。ふたりともなかなか首回りが太く、二の腕がたぷたぷしてそうで、少し運動すれば汗をかくような体型の……早い話デブだ。

　ということは魔法使いなのだろう。俺も吞のみ込こみが早くなったもんだ。

　彼らはそれぞれポーズを取ると、腕を空に突き上げた。傍はたから見ればなにやってんだ……って感じの格好だが。

「炎よ！　鉄てつ槌ついとなれ！」

「雷よ！　吹ふき荒すさべ！」

　彼らが叫んだ直後、その体が凄まじく膨れ上がった──ように見えた。しかしそれは実際の体ではなく、不定形の霧のようなものだった。霧は天にも届くほど巨大化してガーゴイルの群れに到達すると、爆炎が巻き起こる。さらに二点を結ぶような稲妻が走った。

　初めて見る超常現象を前に、俺は度肝を抜かれた。

「す、すごい」

　思わずため息を漏らす。天に咲いた花は広がり、数十数百のガーゴイルを焼き焦がした。密集していたガーゴイルは互いにぶつかり合いながら地面に落下し、砕け散った。稲妻も同じように、大量のガーゴイルをごっそりと削り取る。

　魔法使いがなぜ畏れられるかが、十二分にわかる光景だ。人間が素手であんなことができるのだ。そりゃデブも敬われるわ。

「すごい、すごいじゃないか！　これだったら別に俺がいなくても──」

　──そこには、スリムな体型をしたふたりのイケメンが立っていた。

「なんで!?」

　彼らは苦々しく顔をしかめる。

「たった一発で脂肪を使い切ってしまうとは……やはり付け焼き刃のカロリーではこの程度のものか……」

「申し訳ございません、ソウタさま……やはり我らでは力量不足だったようです……せめてソウタさまのように、もう少し質の高い肉体を作れていたら……」

「どういうことなの!?」

　もしかして『血肉を魔力に変える』ってそういうことなの!?　だからデブなの!?

　俺の中で線が一本に繫つながってゆく。なるほど、なるほど莉緒！　だから俺なんだな！　わかったよ！　心の中の内燃機関がガンガンと駆動を始める。

　今にも急降下攻撃を仕掛けてきそうなガーゴイルを見上げ、力尽きてその場にしゃがみ込む魔法使いたちを背に、俺は堂々と指を突きつけた。

「見ていろよ、ガーゴイルども！　この背に莉緒や姫様たちがいる以上、俺は逃げも隠れもしない！　俺を信じてくれている奴らのために、俺はやるぜ！　この脂肪を燃やし尽くし、真っ向からお前たちを打ち砕いてやるのさ！　食らえ！」

　イメージするのだ。俺の、俺だけの魔法を。

　魔導書を眺めながら、手順を一工程ずつ順守せよ。

　レッスンワン、腹に力を込める。レッスンツー、イマジネーションを広げろ。レッスンスリー、俺に魔法適性があると信じて。レッスンフォー、莉緒のために！

　そしてなによりも──。

　──俺が、俺自身が、あのつらくて厳しくて長くて泣きそうになるようなダイエットの日々を、今ここで終わらせるために!!

　脂肪を消費して魔法を使う世界。それは言い換えれば、魔法を使えば瘦せる世界！　なんて素晴らしいんだ！

　俺の全身が膨れ上がってゆく感覚がした。膨張した意識はガーゴイルにまで手が届く。雲の上まで伸びてゆく。これがあの霧の正体だと本能的に直感する。広がってゆくのは俺の全能感だ。この空間の中ではどんな奇跡でも起こせるのだと妄信することこそが肝要。伸びた俺の腕がガーゴイルを握り砕く。

　放つのだ、今。

　発動の言葉はなんだっていいと書いてあった。

　だから今、思いの丈を。

　叫ぼう。数多あまたの羽ばたく怪物たちへ。

「星砕カルく終・ビハ焉のラ・ミ滅拳・タン──！」

　それはとてつもなくまばゆい光だった。

　空と大地の狭はざ間まで弾はじけた輝きは、周囲すべてのガーゴイルを飲み込んでゆく。あっという間に見えなくなってゆく大群たち。かつて空を埋め尽くしたリョコウバトが絶滅するまでに要した百年の時間を刹那に縮め、光は収束した。地上を舐なめるような衝撃波が過ぎ去ったあとに残るのは雲すらもなく、ただの青。

　大歓声が王城のほうからあがった。圧倒的なパワーを目にした帝国軍は転進を始める。俺をたたえる声は止やむことなく、ずっと続いていた。

　俺は気だるげに息をはく。魔力の残光は手のひらから儚はかなくかき消えていった。この身が繰り出した大破壊を目の当たりにしながら、驚きは意外なほどに少ない。莉緒ができるって言い放ったんだから、これぐらいはできて当然だ。あくまでも堂々と、俺は戦場に背を向ける。歩み出す俺を見た王国軍は再び歓喜の叫びをあげた。




　そして──。

　俺の体型は……元のまま、だった……。

　あれええええええええええええええええええええ!?
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　帝国軍を追い返した俺は、王宮に招かれていた。

　よくぞこの国にお越しいただきました魔法使いさま、とたくさんの大臣たちから代わる代わる挨拶されたが、誰が誰だかまったく覚えられない。みんな似たような顔をしているし……。

　そんなことよりもだ。謁見が終わった俺は、莉り緒おのお見舞いに来ていた。体を壊しているらしい莉緒は、今は私室で休んでいるとか。しっかし城は広いなー。

　莉緒どこー？　と城の中をさまよっていると、近くのやつに呼び止められた。

「おいお前、こんなところでなにをしている！　む、その奇妙な出いで立たちは召喚者か？　まさかレンジョウ・ソウタ殿ではあるまいな？」

「そのまさかだけど」

「おお、おお、そなたがか。ではこちらにお越し願おう。王女さまがそなたを呼んでおる。光栄な謁見だぞ、なんせ我が国の王女さまは大変お美しくあられる」

　つっても今は莉緒を探してるんだけどな。まいったな。

　断るのも面倒そうなので、俺は黙ってその後ろをついていく。

「いやあしかし先ほどの戦いは立派であったな。帝国軍の連中の泡食った顔を、ぜひともそなたにも見せたかったぞワハッハッハ」

　迷宮のように入り組んだ廊下を行くと、王女さまの部屋に到着した。

「ではごゆっくりとな」

「あ、ああ、どうも……」

　しかし、美人で有名な王女さまが俺にいったいなんの用だ。もしかして、戦のトクベツな褒美を取らせてくれるとかか？　この国を救ってくれたお礼に自分の体を好きにしていいぞよ、とかそういう……？　私の未開拓な湿地帯をめちゃくちゃにしてぇ！　とか？　なんてこったい。うまく開かい墾こんできるかな。緊張してしまう。

　ドアの前には侍女が立っていた。王女に呼ばれた旨を伝えると、中に話を通して部屋に入れてくれる。

　室内は広く、スイートルームのようだ。奥には天蓋付きのベッドがあり、そのそばにも侍女が立っている。ベッドには誰かが横になっていた。カーテンの中から声がする。

「ようこそ、我が国へ。お待ちしておりました、ソウタさま」

　流れる小川のせせらぎのように、聞いていると安心する声だ。しかしそれだけではなく、体の敏感な部分を指で弾かれているようなくすぐったさを感じる。

「あなた方、少し席を外していただけませんか？　私はソウタさまに『トクベツなお礼』をしなければなりませんので」

　ドキッとした。まさか、本当に？　王女さまの領土を隅々まで征服し、略奪しちゃっていいのか。今こ宵よいの蓮れん城じよう蒼そう太たはコンキスタドールの軍勢を率いて女体の神秘を解き明かす……！

　侍女たちが頭を下げて出てゆくと、部屋の中は俺たちふたりきりで外に声が漏れる心配もなさそうだ。王女さまはそのたおやかな手で俺をおいでおいでする。

　すべてがお膳立てされた状況で、それでも脳裏をよぎったのはどこかで俺を待っているであろう莉緒の心細そうな顔だった。過労で倒れた莉緒を放って自分ひとりだけ心躍る未知の冒険に旅立っていいのだろうか？　男としての探究心を満足させている場合か？

　俺は首を振った。やはりよくない。まずは莉緒が先だ。俺が愛しているのは莉緒なのだ。たとえこれが一度断れば永遠に訪れない幸運であっても！

「すみません、俺は……」

　断るべく足を進めると、彼女は俺の手をギュッと摑つかんで、カーテンの中に招き入れてきた。あっ、だめです姫さま、だめです困ります──。

　だがそこにあったのは、俺がよく知った顔だった。

「──お兄ちゃん～～～！」

「えっ、り、莉緒!?」

　ふにゃふにゃの声をあげながら抱きついてきた莉緒をしっかりと受け止める。俺の愛する莉緒の温ぬくもりだ。少し瘦せたかもしれない。

「なんでお前……あと、この部屋は……？」

　莉緒はまるで赤子のように両手両足で抱きついてきながら、にっこりと笑った。

「あたしね、王女さまになっちゃったんだよ！」

「えええっ……？」




　この国の王様が倒れて、そして姫さまが代わりに政務をやることになったのだが、その姫様はとっくの昔に死んじゃってて、だから急いで影武者を立てることになった。

　その影武者こそが、蓮城莉緒その人である。

「姫様は生来の黒髪だったらしいんだよね。それがこの国じゃ珍しいからどうしようっていうところに、ちょうどあたしがこの世界にやってきてね。あ、これは一部の人しか知らないことみたいだから、いろんな人に言いふらしちゃったらダメだよ？」

「だからって姫の影武者って……」

「これでも、がんばって生きてきたんだよ。お兄ちゃんが絶対に助けに来てくれるって信じてたから。この世界の人たちは戦争をしてて、あたしが魔法を使えないってことがわかると途端に役立たずを見るような目になっちゃったし」

「なんだと。俺の超絶大事な目に入れても痛くない莉緒をか」

「やん♡　でも、少しでも役に立とうと思ってがんばってみたら、みんないい人で。ちゃんとあたしのことを大切にしてくれるようになったから、あたしもみんなのために努力したんだよ。今じゃ、姫さま姫さまって、敬ってくれているし。だからね、お兄ちゃん。あたし、この国の人たちに恩返ししたいんだ」

　莉緒が俺や家族以外の人のことを気にかけるなんて、初めてだ。

　成長した莉緒を、なんだか嬉うれしく思う。

「そうか、いい人たちだったんだな」

「うんっ。それに、いつお兄ちゃんが助けに来てくれるんだろうってワクワクしちゃったもん。あたしってば、悲劇のヒロインみたい、なんて♡」

　おどけて笑ういつもの莉緒を見て、少し安心した。

「もちろんだ、お前は俺にとってのヒロインさ。どこに行ったって、必ず見つけて助けてやるに決まってる。もう俺のそばから離れるなよ、莉緒」

「いやぁん♡　お兄ちゃん愛してる♡」

　莉緒は身み悶もだえして喜んだ。

「しかし、疲労で倒れたって聞いたが、元気そうじゃないか」

「うん！　さっきまではけっこうしんどかったんだけど、お兄ちゃんの顔をひと目見たら治った！　もう元気すぎ！　お兄ちゃんはあたしのきゅんきゅんハートの特効薬だね♡」

　莉緒は俺に抱きつきながらスンスンと首元の匂いを嗅いでくる。

「ああお兄ちゃんお兄ちゃん、お兄ちゃんだー。お兄ちゃんの匂いする、お兄ちゃんのお腹なかの弾力きもちいー……。あーお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん……♡」

「はははこいつめ。俺も莉緒に会えなくて寂しかったし下手したら死ぬかと思ったぞ」

「ねえねえお兄ちゃん、あたしお兄ちゃんに会えない間にいっぱいお兄ちゃんの絵を描いてたんだよ。ねえねえ、見る見る？」

「ああ見るともハハハ」

　渡された紙を受け取れば、そこには得体の知れないバケモノのような荒ぶった線画が描かれていた。

　これが心理テストなら精神に致命的な闇を抱えていると診断されそうなイラストだが、莉緒は今のところ健康そのものだ。

「相変わらず先鋭的というか、独創的というか、お前らしさがにじみ出た似顔絵だな……。じっと見守っていると正気を失いそうだ」

　なにをしても完璧な妹の唯一の欠点だ。俺は目の焦点を合わせないようにしてにこやかに受け取った。

「でしょでしょ？　お兄ちゃんのためを思って描いたんだよ。城のみんなも『これが兄上ですか……。ずいぶんとお強そうですね……』って言ってくれたんだよ。お兄ちゃんはあたしがピンチのときには、いつでも助けに来てくれる人なんだもん！」

「これ見て俺が蓮城蒼太ってわかった連中すごすぎじゃね!?」

　莉緒は猫のように身をすり寄せてくる。

「お兄ちゃんの大活躍、ここであたしも聞いてたよ。昔からそうだったよね。お兄ちゃんはあたしのヒーローだもん……」

　しかしその莉緒の笑顔が徐々に崩れてゆく。

「お兄ちゃんの声、聞こえてたよ。絶対助けに来てくれるって思ってた。でも、どうして一ヶ月もかかっちゃったの……？」
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　俺は素直に「スマン」と頭を下げた。

「お前を見つけて、すぐに渦の中に突っ込んだんだけど、わずかな時間の差が一ヶ月になっちまってたらしくてさ。もっと早く来れたらよかったんだけど……待たせてごめんな」

　頭を撫なでると、莉緒はとろけるような笑みを浮かべた。

「ううん、いいの！　すぐに助けに来てくれたんだったら、それでいいの。ごめんね、お兄ちゃん。変なことを言って……。あたし、お兄ちゃんのこと信じてたから♡　だから、ひとりでがんばってきたの。ね、偉い偉い？」

「ああ、偉いよ。お前はがんばりやさんだな。俺が莉緒と一ヶ月も離れ離れだったら間違いなく発狂していただろう。その強きよう靭じんな精神力に頭が下がる」

「えへへー。大好きー、お兄ちゃん大好きー。もうどこにも行っちゃヤだよー」

　しばらくイチャイチャしてから、莉緒は立ち上がって気合いを入れる。

「よっし！　じゃあお兄ちゃんも来たことだし、軍議を始めよっか！　いつまでも寝てらんないもんね！」

　俺たちは場所を会議室に移し、これからの話を始めることになった。




　会議室にはたくさんの大臣が並んでいる。さっき莉緒の部屋に案内してくれたオッサンやら、ガーゴイル戦にもいたあの伯爵やらがいた。

　莉緒は横長のテーブルの奥に座っている。俺の前にはなぜか大量のお菓子が並べられていた。蜂蜜やクリームのかかったパイやフィナンシェ、マカロンなど。ついつい手を伸ばしてしまいそうになり、首を振る。ダメだ。今ダイエット中なんだ。

　口火を切ったのは莉緒だった。

「ではですね、現在の我が国の状況を、簡単にご説明させていただきましょう」

　よそ行きの言葉遣いに直した莉緒が口を開く。

　すごい、凛り々りしい。カッコイイぞ莉緒。惚ほれそう。へへ、あれ俺の妹なんすよ。

「では改めて名乗らせていただきます。あたしは蓮城莉緒。そこにおられる蓮城蒼太の妹でありこのヴィテッロ王国の姫、ロッセッラの影武者をさせていただいております」

　横から軽薄そうなオッサンが口を出す。

「お嬢ちゃんは、魔法使いに必要なカロリーを効率よく摂取するためのメニューを、それはもうたくさん開発されてな。それだけじゃなくて、用兵や軍略についても明るくて。俺たちの知らないことをたくさん知っていらっしゃって。お嬢ちゃんがいなかったら今頃はとっくに我々は滅んじゃっていたんじゃないかねえ、ハッハッハ」

　姫をお嬢ちゃん扱いしたことでか、その男は周囲に睨にらまれていた。しかし男は気にしていなそうだ。

「ありがとうございます、サーレ男爵。お兄ちゃんが来てくれるその日まで、持ちこたえる必要がありましたから。まさか一ヶ月もかかるとは思いませんでしたけどね」

「ごめんて」

　皮肉を口にする妹だが、その目は微笑ほほえんでいた。

　まあさっきネジを緩めすぎた分、ここではちゃんと姫様らしくしているんだろう。

　ちなみに、闇の渦の中は時空が歪ゆがんでおり、一瞬の遅れが大きな違いになるらしい。俺が到着したときだってギリギリだったんだから、あと数秒でも飛び込むのをためらっていたらきっと国は滅びていただろう。

　そこから莉緒は、俺にもわかるよう嚙かみ砕くだいた説明を始めた。

　この世界には六つの大国があり、かつての騒乱は鳴りを潜めて各国は平和に暮らしていた。しかしその中の一国──サルスィチャ帝国が周囲の国へ侵略戦争を開始してしまったため、再び戦乱の時代が開かれた。

　帝国以外の五国は連合国を結成し帝国に対抗したものの、血肉魔法を開発した帝国の勢いを押しとどめるのが精一杯である。そんなところだ。

　帝国は魔物や魔造生物を操る他、最強の魔法使い集団である暴食俱く楽ら部ぶという組織がついているらしい。その目的はなんと世界征服だ。めちゃくちゃ悪の組織っぽい。

　帝国を支配しているのはその、第一膳から第十膳までのナンバーが振られた暴食俱楽部の魔法使いたちであり、サルスィチャ皇族も今はもはやただの傀かい儡らいに過ぎないことが明らかになった今、暴食俱楽部を打倒し、その上で帝国と和睦を結ぶことが王国の最終目的である。

「それを完了した暁に、あたしとお兄ちゃんは元の世界に帰してもらえるって寸法です」

　俺たち兄きよう妹だいを召喚するために『扉』を開いたのも、この国の魔法使いだ。

　でもその代わり、彼らは肉体の脂肪をほとんど失ってしまった。また彼らが召喚魔法を使えるほどに回復すデブるためには、世界が──少なくともこの王国が──平和になる必要がある。なるほどな。

「ま、最強の文官であるリオさまと、最強魔法使いのソウタさまのコンビなら、帝国軍なんてあっという間にドッカーンでさあ、ドッカーン。ほら、たくさんメシ食ってたくさん太ってさ、その脂肪の力で暴食俱楽部を丸ごとドッカーンしちゃってよ、ハッハッハ」

　先ほどサーレ男爵と呼ばれた男がひとり明るい笑い声を上げる。酔っ払っているんだろうか、顔が少し赤らんでいた。

　周囲は静まり返っている。明らかに空気読めてない。

　そんな中、俺はおずおずと手を挙げた。

「ええと、その話なんだけどさ」

「ソウタさま、いかがなさいました？」

　他の大臣が問いかけてくる。

　目を背けつつ……。

「俺、ダイエット中なんだよね」

　先ほどの何倍も重い沈黙が辺りを覆った。

　次第にあちこちからささやき声が漏れる。

「……ダイエット？」

「いったいなんのことだ……？」

「異世界の言葉か？　こちらではどういう意味だ……？」

　察するに異世界語は自動翻訳されているはずなのだが、この世界にない概念までは伝え切れないらしい。

　視線が莉緒に集まってゆく。

　しばらく顔を両手で覆っていた莉緒は、まるで観念したみたいな声でうめいた。

「……減量のこと、です……」

『減量!?』

　その場の全員が目を剝むいた。

　矢継ぎ早に質問が飛んでくる。

「え、なんでですか!?」

「そりゃ、太ってっから……」

「そんなに素敵で立派な身体をしていらっしゃるのに!?」

「いや、デブはただのデブだよ……」

「自ら最強の証あかしである脂肪を手放そうだなんて、なにを考えているんですか!?」

「しいていえば健康、かな……」

「神に造られた至上の美女が自らの顔に傷をつけるような真似まねを……！」

「そこまで言う!?」

　その間、莉緒はずっと顔を真っ赤にしながらうつむいてぷるぷるしていた。

　まさか俺たちのダイエット計画が、異世界の存亡に関わることになるだなんて。

　唯一、サーレ男爵だけは爆笑していたが、それで空気が変わることもなく……。

　莉緒がほんの少しだけ顔をあげて俺を見やる。

　俺の様子をひと目見た莉緒はそれだけで説得が無駄だと悟ったようだ。

「えー、それでは会議を終了いたしマス。お兄ちゃんはお付きのコを呼ぶのでそのコにイロイロと案内してもらってくだサイ。あたしはもうちょっとだけ会議してくから……」

「お、おう」

　こうして俺は紛糾する会議場から追い出されるような形で外に出た。中から「姫さま!?」「姫さまあの！」「それでいいんですか!?」という声が響いてくる。ドアが閉まると声はパタリと聞こえなくなった。

「すまんな、莉緒」

　静かに両手を合わせた。

　俺は莉緒のためにダイエットをやり遂げなければならないのだ。

　その後、宿舎のほうへ案内された俺は、ことの重大さをまるで理解していなかった。

　俺の『ダイエット発言』は、王国に風雲急を告げることになる──。







　──一方その頃。

　第２８３回帝国対策軍議。そう書き殴られた札が張られている会議室の中、議長である莉緒は恥じらいもなくテーブルに突っ伏していた。

　会議室に集められた王国の重鎮たちは先ほどとは顔ぶれが変わっていない。というより、こんな話を外でできるはずがない。

『異世界から来た最強の魔法使いが、減量しようとしている』

　下手したらそれは、この国の姫が影武者だという事実よりも重い問題かもしれない。

「なぜ、なぜ減量など……」

「それで喜ぶのは帝国軍だけでしょうに！」

　ひとりの男がテーブルに拳を叩たたきつける。それがきっかけであったかのように、みなは思い思いに口を開いた。

「なんでも異界では体に脂肪を蓄えた状態を『不健康』と呼ぶとか」

「しかしそれでは血肉魔法を使うための代償をどうやって支払うのだ？」

「ソウタさまは魔法を使うための触媒に脂肪を必要としない唯一のお方。おそらく異世界の食事はここのものより遥はるかに魔力濃度が濃かったからなのでしょう。だとしても、その脂肪を失うことは間違いなく魔力の減衰に他ならぬ！」

　そこでサーレ男爵が口を挟む。

「つっても本人が食いたくねえっつってんだから、無理矢理食べさせるわけにもいかないでしょーよ。あれか？　拷問でもなんでもして、口の中にメシを突っ込むとか？」

「そ、それは！」

　莉緒が顔をあげると、サーレ男爵は肩を竦すくめた。

「もちろん魔法使いサマにそんな真似、命がいくつあっても足りねえや。だったらどうだ？　ウチのメイドを紛まぎれ込ませて世話させて情が移った頃に、言うことを聞かないとこいつを殺すってやるのは？」

　サーレ男爵の瞳に怜れい悧りな光が宿る。この男は傭よう兵へいの出身とされているが、詳しい経歴を知っているものはいない。賊退治で勲功を稼ぎ、王に爵位を与えられたのだとか。そのため、男爵という下級貴族ながらこの場への列席を許されている。

　莉緒は胸に手を当てて落ち着きを取り戻してから、静かに首を振る。

「それは、いけません。あたしがこの国の人に力を貸そうと決意したのは、誠意を見せてもらったからです。策はか謀りごとと脅迫で仲間を増やすことはできない……と思います。それでは帝国と同じやり方じゃないですか」

「そうかい？」

　口笛を吹くサーレ男爵はどちらでも良さそうだった。莉緒の苦悩する顔を楽しんでいるようにも見える。

「だったらどうにかしてメシを食ってもらうしかねえな。ま、どんなつもりで減量しているのかは知らねえが、いつまでも食わずに生きれるわけじゃねえからな」

　その言葉に面々はうなずく。

「ふむ、一理あるか。ならばだ、あくまでもソウタさまが自ら口を開くように仕向けるしかあるまいな」

「あるいはソウタさまの弱点などが知れればいいのだが。姫さま、なにか心当たりはございませんか？」

「えっ、お兄ちゃんの弱点？　な、なんだろう……。おいしいものに目がないのと、あとは……あたし、かな？」

　首をひねる莉緒に誰かが「……なるほど、『妹』か」とつぶやいた。

「ともあれ、異界より客人を招くと決めたときより、覚悟はできているとも。我らはどんな手を使ってでも、かの国の非道を阻止すると決めたはずだ」

　会議室の熱量がどんどんと高まってゆく。

「田畑を荒らし、敵国から略奪の限りを尽くし、ただ欲望のままにあらゆるものを食い散らかす暴食俱楽部を打倒するその日まで、立ち止まってなどいられません！」

「今さらソウタさま怖さでご機嫌伺いをしているだけで、召喚の儀を執り行った七名の魔法使いたちの働きに報いることができるというのか!?」

「左様」

　そこで今までずっと沈黙を保ち続けていた戦場帰りのターヴォラ伯爵が口を開いた。

「──王不在の今、我らはなんとしてでも帝国から国を死守しなければならない。これは我らが国民を、そして大切な家族を守るための、もうひとつの戦いである」

　うおおー！　と諸侯たちは拳を突き上げた。

「あわわわわわわわわわわわ……」

　その様子を前に、莉緒の顔面は蒼そう白はくだった。

　大変なことになってしまった。




　──こうして王国ぐるみでの、蒼太ダイエット阻止作戦が始まる。







　　　　　＊＊＊







　ヴィテッロ王国の王城は国が平和になった記念に建てられたものだそうで、防衛拠点というよりは居住性を重視した設計である。

　まさに白亜の王宮といった立派な佇たたずまいは、全世界でも三本指に入る美城と呼ばれているんだとか。

　特徴的なのは高く伸びた尖せん塔とうだ。古くはそこが王の私室だったらしいが、今となってはもう使われていないそうだ。

　で、俺が暮らすのは、そんな美しい城がすぐそばに見える敷地内の別邸。

　遠くからやってきた諸侯が寝泊まりするための住まいで、俺と莉緒が住んでいた一軒家が四つはすっぽりと入りそう。でかすぎる。

　別邸の内装もすごすぎて、ハリウッドスターが住む屋敷みたいだ。

　そんなリビングにぽつんと立っていると、自分がひどく場違いなところに来てしまったように感じる。

　莉緒が一緒ならまだいいのだろうが、あいつはお姫様だからな。ちゃんと王宮内に部屋があるらしい。

「きょうからこんなところにひとりで住めっつーのか……」

　そのつぶやきを拾ったのは、メイド服の美少女だった。

「私たちもお部屋をお借りしております。御用の際は深夜でも呼び出していただければ」

「ああ、そっか」

　まあいいや。とりあえず一部屋だけ使わせてもらおう。

　彼女の名前はルッツ。

　編み込んだショートヘアーの桃色の髪をメイドカチューシャでまとめている彼女は、見るからにメイドさんなんだろうけど、その割には腰に剣を提げていたり、ところどころに金属製の鎧よろいを身に着けていたり。可愛かわいいけどちょっと威圧感がある。

　そのせいでというわけではないが、妹以外の女子とふたりっきりなので緊張してしまう。

「そういえば昨夜はろくにご挨拶もできませんでしたね。改めて、ルッツです。ご主人さまのお世話をするように申しつけられました。よろしくお願いいたしますです」

　彼女は頭を下げると、そのまま部屋の隅っこに立って微動だにしなくなる。

　無表情なので、まるで人形みたいだ。

　いや、あの。

「なにをしているんすか」

「待機していますです。御用ですか？　なにをします？　どんなことでも命じていただければ即座にやりますです」

「どんなことでもって……え、やばない？」

　ほぼ初対面の女の子から『ご主人さま』呼ばわりされ、なんでもするとか言われるなんて、まともに生きててまずありえない事態だ。

　ドキドキする。まあ恥ずかしくて変なことなんて言えないけどな。

　でも一応言ってみよう。

「じゃあ例えばここで服を脱げーとか言ったりしたら？　なんてな、ハハハ」

「あんまりおっぱいないのでつまんないと思いますけど……ご主人さまが望むなら、です」

　ルッツはこちらに意味深な流し目を送り、白タイツとむっちりとした太ももの間に親指を突き入れた。そのままスルスルとタイツを下げてゆく。スカートがめくりあがり、俺は慌てて止めた。

「強すぎる力は時として身を滅ぼすということだ！」

「よくわかりませんが、この程度のことならなんとも思いませんです。全裸に剝むいて私の健康状態を確かめたかったのでは？」

「そういった意図はない。大丈夫だ。先ほどの俺は魔が差したんだ」

「でしたか。ではメイド服のままでよろしいです？」

「う、うん。もちろんいいよ」

　俺に決定権があるのってなんかやばいな。

「呼び名も、ご主人さまで構いませんです？　例えば他にも」

　ルッツが艶あでやかに微笑ほほえんだように思えた。

「『お兄さま』などは」

「いやいや、なに言ってんだよ。俺はお前みたいな妹をもったつもりは」

　ドクン、と心臓の鼓動が跳ね上がった。

　俺は思わず胸を押さえる。なんだ、今のは──。

「ま、まったくおかしなことを言うやつだなルッツは。だいたい俺は莉緒が大事なんであって誰かれ構わず妹と見れば愛めでるような男じゃない。勘違いしないでくれ」

「それは失礼しましたです。ですが、私もずっと一番上でしたので、お兄さまと呼べる方がいてくれたらと思ったことも数知れず。もしご主人さまが不快でなければ時々お兄さまと呼んでもよろしいですか？」

「え？　あ、ああ、まあ、お前がそこまで言うんだったらやぶさかではないが……。あらかじめ言っとくけど、俺の大切な愛する妹は莉緒ひとりだから。そこらへんは公私混同しないように気をつけような、いや俺は大丈夫だけど、一応な。お互いにな」

「はい、お兄さま。お兄さまの妹としてふさわしい振る舞いをいたしますです」

　ルッツは無表情でうなずいた。やばい、さっきまでの百倍ぐらいルッツが可愛く見える。これはいったいどういうことなんだろうか。媚び薬やくでも盛られたのか？　それとも……俺の脳が、彼女を妹だと認識し始めているとでもいうのか──。

「待てルッツ。いったんやめないか？　そのお兄さまっていうの。なんか後戻りができなくなりそうな気配を感じるんだ。傷が浅いうちに撤退したほうがいい気がしてきた」

「お兄さま、せっかく妹にしていただいたというのに私を無残に棄すてるんです？」

「やめろォ！」

　声を荒らげていると、さらにメイド服の少女たちが入ってきた。ルッツを合わせて合計三人。タイプの違う美少女たちだ。なんだこいつらは。

　コンセプト系アイドルグループのように華やかな彼女たちは、それぞれ俺に丁寧なお辞儀をする。

「初めまして、お兄さまぁ」「……これからお世話になるから、兄さん」「です」

「どういうこと!?」

　妹が一気に三人も!?

　目を白黒させる俺に、ルッツは白々しく。

「お兄さまは王国の救世主さまですから、三人もお仕えするのは当然です。私たちはお兄さまの身の安全をお守りするとともに、お兄さまがなに不自由のない生活を送るために尽力いたしますです」

「ガーゴイルをブッ飛ばしただけなのに！　じゃなくて、なんでみんな俺のことお兄さんとか呼んでるの!?」

「紹介しますです」

　ルッツは一番ちっこい女の子に手のひらを向ける。

「ミィルは実際、私の妹ですので、私のお兄さまをお兄さまと呼ぶのはごくごく自然な行為です。なにひとつ疑問点はございませんです」

「よろしくお願いしますですぅ、お兄さまぁ。ミィがんばりますぅ」

　たんぽぽのような素朴な笑顔を浮かべるミィル。両手でぎゅっと手のひらを握りしめられて、俺は思わず赤面してしまった。違う、こいつは妹じゃない。初対面だ。

　次の相手がなんであろうと断ろう。俺はそう決心した。妹は莉緒だけで十分なのだ。

「こちらのレァナは戦争で兄を失ってしまって」

　急に重い。

　仏頂面をしていたレァナは、腕組みをしながら俺をジロッと睨にらむ。

「あ、アンタなんて、兄さんの代わりになんてならないんだから！　ソウタで十分よ、ソウタ！　気安く頭とか撫なでてきたら、ぶっ飛ばすからね！」

「なんでお前の発言が一番妹っぽいんだよ！」

「レァナ。お兄さまの前です。言葉遣いを正しなさいです」

　ルッツに叱られたレァナが急に困り顔になる。

「え、でも、うちはもともと兄さんにこういう喋しやべり方かたで……」

「ソウタさまは数年前に亡くなったレァナのお兄さまではありません。王国の救世主さまです。節度をもって接すること。それができなければ辞めても構いませんですよ。ほら、謝ってくださいです」

「う～～～～……」

　レァナは思いっきり下唇を嚙かみ締しめながら、俺を見る。その目には涙が浮かんでいた。

「ご、ごめんなさい、お兄さま……。わたしが悪い子でした……。どうか、クビにはしないでください。ここを追い出されたら、行くところがないんです……」

「いや、しないけど……。それに無理して敬語使わなくてもいいよ。さっきの生意気な感じもなんか新鮮だったし」

「えっ、そ、そぅ……？」

　レァナは頰ほおを赤らめた。目を逸そらしながらごまかすように口を尖とがらせる。

「なによ、わたしの兄さんほどじゃないけど、アンタも優しいじゃない……。これからも、よろしくね……兄さん」

「うぐっ」

　とても深い墓穴を掘った気がする。

　一気に三人も妹ができてしまった。まさしく異世界だが仕方ない。俺はできるだけ彼女たちが妹であることを受け入れなければならない。それが兄としての使命なのだから──ってなにを言い出しているんだ俺は！

「いいか!?　呼び名だけだからな！　基本的にはただのメイドとご主人さまだ！　そのラインはきっちりしよう！　ただいまのチューとか、夜の添い寝とかはだめです！」

「お兄さま、リオさまとそのようなことをしているんですね」

　ルッツがなにか言いたげな目をこちらに向けてきたが、気づかないフリをした。

　しかし、毎日三人の妹に甲斐かい甲斐がいしく世話をされる生活だって？　なんだそのインモラルな空間は。シャレにならないぞ。

「これだから異世界には夢があふれているんだよなあ！」

　それこそ、愛する莉緒には頼めないようなことだって。彼女たちは俺に奉仕するために遣わされた妹メイドなのだから、喜んでやるだろう。

　耳の両側から「お兄さま」「兄さん」と妹ボイスをささやかれながら、腹をたぷたぷと持ち上げられて、脂肪を燃焼させられるのだ。ふとももを揉もみしだかれて、両腕に妹おっぱいを押しつけられ、妹おててが俺の敏感になった部分をなであげる。妹シェイクされた俺のお兄ちゃんは妹たちの愛によって弾はじけて意識は妹に包まれる。甘い蜜に覆われた妹天国は終わらない。朝とも夜とも知れず繰り返される妹饗きよう宴えんに俺は溺れ浸ってゆく。

　なんだこれ。俺は自分の食欲と戦う前に、情欲と戦わなければならないのではないか。

　違う！　俺はそんなことをするために異世界に来たんじゃない！

　莉緒が人様の役に立とうとがんばっているんだ。その姿をそばで見守り、導き、時には手助けをするのが兄貴の役目だ。

　そのために普段はダイエットをがんばりつつ、莉緒が助けを求めてきたときに颯さつ爽そうと現れるヒーロー的なやつになるのだ。変に目立って莉緒の邪魔をしたくないし。

　よし、つまり俺はこの世界で目立たず生きていこう。ヒーローは一般人にまぎれて生きるのだ。

「では私ともども、レァナとミィルをよろしくお願いいたしますです」

　自己紹介が済むと、妹メイドたちは早速ごはんの支度を始めた。短いスカートで働く子たちを見ていると中が見えそうで、お兄ちゃん心配になっちゃうよ。

　ああそうだ、先に言っておかなければならないことがあるんだった。

「すまない、俺はダイエット中なんだ」

「お兄さまのことですから、妹の私はもちろん存じておりますです」

　ルッツはあっさりとうなずいた。

「あれ、そうだったのか。だったら話は楽でいいな、というわけで穀物とか芋は少なめにしてくれ。量もお前たちが食べるより小盛りでな」

「問題ありませんです。今から私たちが作るのは、食べても一切太らない料理です」

「そんなのあんの!?　すごいな異世界！」

「ですので、存分にお味を楽しんでくださいです」

　あっという間に料理がテーブルの上に並んだ。普段食べている質素なダイエット食に比べたら、遥はるかに豪勢だ。これを食べても太らないなんてマジかよ。

　俺が料理に手を伸ばそうとすると、それを静かに妹が制止した。小柄なツインテール妹メイドのミィルだ。

「お兄さまぁは指一本動かさなくても、ミィが『あーん』しますからぁ」

「お、おう。そうか」

　恥ずかしい。照れる。

「だ、だったらわたしもフーフーしてあげるんだから……こ、こんなことするの兄さんにだけなんだから、感謝してよねっ！」

　と、もうひとりのメイド、レァナも運ばれてきたスープを冷ます。

　ここが俺の妹パラダイスか。

　俺、莉緒を追って異世界に来てよかった。

　理性のどこかでこの狂った状況に警報を鳴らしている俺もいるが、別にいいじゃないか。誰が不幸になるんだ？　彼女たちは兄を求めて、俺もその役割に準じている。そうだ、お兄ちゃんになるのはある意味で人助けなのだ。

　見ているか莉緒。お前が王国を支えている間に、俺はこのかわいい三人の妹を支えていようじゃないか。お互い大変だが、がんばろう。

「なあルッツ、これホントに食っても食っても太らないんだよな？　最高じゃないか！」

「はい、もちろんです」

　ルッツはきっぱりと言い切った。

　かわいい妹たちに囲まれた俺の異世界生活が今、幕を開けた。







「ちょっと兄さん！　家の中だからってだらしない格好で歩かないでくれる!?」

「だらしない格好って……いいか？　これはジャージっていう由緒正しい運動着で、だな。レァナは知らないかもしれないが、これ以上過ごしやすい格好はないんだぞ。なんといっても腹回りがキツくないのが最高だ」

「はあ？　でも兄さんそれで寝てたじゃない！　それって寝間着ってことでしょ？　パジャマ姿で歩き回るなんてどうかしてるわよ！　恥を知りなさいよね！」

　ぬぐぐぐぐ。なんて生意気な女なんだこいつは。顔を近づけてきて怒鳴るレァナを、俺も睨にらみ返かえす。

　まったく、妹じゃなかったら誰が言うことを聞くかよ。いや妹でもなんでもないんだけど。

　ルッツに着替えをもってきてもらって着替えていると、レァナが「もう！」と目を吊つり上あげてやってくる。

「お着替えを手伝うのも妹メイドの仕事なんだから、自分の部屋でこっそりと着替えようとしないでよね！　人から仕事を奪ったらわたしのやることなくなっちゃうでしょ！」

　制止する間もなくレァナが腰回りに手を伸ばしてくる。俺の服をめくりあげたレァナは間近でごくりと息を吞のんでいた。

「あ、相変わらず、すごい体よね……。直じかに見ると、なおさら……」

「デブって言いたいんだろ、わかってるって！　ひとりで着替えられるからあっちでルッツの手伝いでもしてろよ！」

「……う、うん、わかった」

　レァナは顔を赤らめると、妙に素直に従った。去り際も、何度も俺の着替える様子を覗のぞいてゆく。いったいなんだってんだ。デブがそんなに珍しいのか？

　シャツとズボンに着替えて朝食をいただいた後は、ルッツがやってきて頭を下げた。

「申し訳ございませんです、お兄さま。本日はミィルが王宮の手伝いに行っておりまして。妹としてお兄さまのお世話ができないのは心苦しい限りですが、私もこの家の仕事をしなければならないため、どうぞレァナで遊んでくださいです」

「はあ!?」

　真っ先に悲鳴を上げたのは、朝食の席も俺とは一番離れた斜め前に座っていたレァナだ。バンとテーブルを叩たたく。

「ちょ、ちょっと！　なんでわたしが兄さんとふたりっきりで遊ばなきゃならないのよ！　ゼッタイにごめんだからね！　わたしが兄さんと一緒にいるのはお仕事だからだし！」

「これはそのお仕事です。嫌なら辞めたらどうです？」

「うぐっ……」

　ルッツがピシャリと言うと、レァナは反論することもできずに口をつぐんだ。

「やーいやーい怒られてやんのー」

「兄さんのバカぁ……！」

「ではそのように。私は家のことをしていますので、なにかありましたらお呼びくださいです。レァナがうるさいので縛って調教してやりたいというなら、どうぞ縛るための縄やその他もろもろの道具をお申しつけくださいです」

　レァナが途端に泣きそうな顔をしたため、俺は必要になったら頼むと告げた。

　さて、ふたりきりだ。

　メイド服の裾を握ってレァナは所在なげに立っている。視線を左右にさまよわせている姿は、まるで姉に見捨てられた妹のようだ。

「調教って……だいたい、アンタが生意気な言葉遣いのままでいいって言ったのに……だまし討ちよ、こんなの……卑ひ怯きようすぎるわよ……」

「待って待って。俺はそんなことをしようなんて思ってない。ホントだ。そんな怯おびえた目をするな。なんだよビビリなのかお前」

「び、ビビリじゃないわよ！　っていうか、そんな体してたら怖がられるのも当たり前でしょ……。魔法使いの証明みたいなもんだし……」

　そういえばこの世界は脂肪が魔力になるっていうわけで、つまり俺の体は現代だとめちゃくちゃマッチョみたいな受け取り方をされるわけか……？

「どうせアンタもよくいるヘンタイ貴族みたいに、わたしの体を弄もてあそびたいだけなんでしょ！　いいわよ、やりなさいよ！　体は堕おちても心までは渡さないんだから！　兄さんって呼ばれながらしたいわけ!?　この妹狂いのドヘンタイ！」

　涙目で叫ぶレァナ。その声に招かれたようにして縄を持ったルッツがやってくる。縛りますです？　と目で問いかけてくるが、俺は静かに首を振った。レァナが気づかぬ間に彼女の貞操は守られた。

「わかった、じゃあとりあえずきょうは仲良くなるところから始めよう。レァナはなにかやりたいこととかないのか？　ゲームとか」

　レァナは毒気を抜かれたような顔をした。

「ゲームって……わたしそんなの、したことないし」

「あれがあるじゃないですか、レァナ」

「えっ、ルッツ、いつからそこに？　えっ、なんで縄もってんの？」

「これは、暴れ牛が出現したときのための護身用です。それよりも、レァナ持ってきたじゃないですか。ポンポポラン」

　ちなみに三人は住み込みで、この屋敷にそれぞれの部屋をもっていたりする。

「そっか、ポンポポラン……ポンポポランがあったわね！」

　レァナは水を得た魚のように顔を輝かせた。なんだよポンポポランって。

「いいじゃないの、兄さん。むふっ、ポンポポランで相手をしてあげるわ。もっとも、すぐに音を上げちゃうだろうけどね。わたしとポンポポランなんてやったら！」

　だからなんだよポンポポランって。




「これよ」

　レァナの部屋で、彼女は広げた盤面を見せつけてきた。全然関係ないんだけど、莉緒以外の女の子の部屋に入るのは初めてで、ちょっぴりドキドキする。実際はレァナの部屋になったのは昨日からなので、ただの空き部屋の匂いしかしないんだけど。

「いい？　お互いかわりばんこにコマを動かして、最終的にこのポンポポを取ったほうが勝ちっていう遊びよ。戦略性がとても高くて、なんとコマのほとんどが違う動きをするのよ！」

「ほうほう」

「取ったコマを改めて盤上に配置することもできるから、机上演習として軍学校でも採用されている由緒正しいボードゲームなのよ！」

　なるほど。ていうかほぼ将棋だな。めっちゃ莉緒とやってたわ。

「わかった、とりあえずコマの動き方だけ教えてくれ。あとはやりながら覚える」

　ぷっとレァナが吹き出した。

「なぁに、妹の前だからってお兄ちゃんぶりたいわけ？　でも残念ね、このポンポポランはそんな易しいゲームじゃないんだからねー。ま、せっかくだから軽くひねってあげるとしましょうかぁ。あ、やめたくなったらいつでも言っていいからね？　わたしも弱いものいじめは趣味じゃないしー」

「お前、さっきまでの半泣きの顔が噓うそみたいに調子に乗り始めたな……」

　楽しそうでなによりだけどさ。

「コマは何枚落としてあげよっかなー。やっぱり最初は四枚落としぐらいからかな」

「んじゃそれで」

　三十分後、そこには余裕のない顔で「え～～～～……？」とうめくレァナの姿が！

「へ、へー……やるじゃない、兄さん……。ま、さすがに四枚落とすのはやりすぎだったかしらね……？　じゃあ今度はえっと三枚……いや、二枚、じゃなくて、一枚でいこうかしら、ね？」

「んじゃそれで」

　二十分後、やはりそこには穴のあくほど盤面を見つめながら顔を青くしているレァナの姿があった。

「うん、俺もようやく遊び方がわかってきた。取ったコマの再利用がカギだな」

　彼女は口元を引きつらせながら、俺を睨にらみつける。

「なるほど、いいじゃない……わたしの１００％の力と対たい峙じするだけの権利を得たってわけね、兄さん。……ひょっとして、今までポンポポランやったことある？　初めて？　そ、そうよねー。……負けないからね！」

　そこから昼飯を挟んで、俺が27連勝する頃には、辺りもすっかり暗くなっていた。

「ん、もうこんな時間か。そろそろ腹減ってきたな」

「………………………………なんで」

「え？」

「なんでそんなに強いの!?　どうしてなの!?　わたしが勝てない！　全然勝てない！　勝てないよおおおおお！　うわぁぁぁぁっぁあん！」

　まるで駄だ々だっ子このように手足を振り回すレァナである。俺は火に油を注いでしまうだろうかと思いつつも、盤面を指差して。

「レァナはさ、攻め込まれるといっつもこっちに逃げようとするだろ？　だから俺は罠わなを張ってるわけだよ。他にもさ、取ったコマはすぐ使おうとするだろ？　そうじゃなくて、コマには使うタイミングがあってな」

　解説を始めると、思いの外レァナは黙って聞いていてくれた。女の子座りしながらも、じっと盤を見つめる彼女の目は真剣そのものだ。

「そっか、そういうのが……。うん、ありがと」

「お、おう」

　素直に微笑ほほえんだレァナを前に、俺はなんとなく照れてしまう。するとレァナも気づいたのか、頰ほおを赤く染めながら。

「……こ、これは兄さんに教わったゲームなのよ。といっても、兄さんとの思い出なんてほとんど覚えてないんだけど……しょっちゅう負けてたから、なんか、懐かしくなっちゃった」

「俺も莉緒とよく遊んでたよ。うちは妹のほうが強かったから、俺は負け続けだったけど。でも、一緒に遊んでいるとよく笑ってくれるんだ。それが嬉うれしくってさ」

「……わたしも、嬉しい。ホントの兄さんができたみたい」

　顔をあげてレァナを見ると、彼女は口元をほころばせていた。

「こんな風に、構ってくれる人、ずっといなかったから……。なんか、ありがと、ソウタさま。……ね、改めて、兄さんって呼んでもいい？」

「あ、ああ、もちろんいいとも」

　レァナは気持ちを直接伝えるように、俺の手を両手でギュッと握ってきた。

「兄さんがよかったら……また、たまに遊んで、ポンポポランを教えてくれたら……その、嬉しい、です」

「なんかレァナにそう言われると、余計に照れちまうな」

「そっ、それはわたしも同じよ……。でも嬉しかったから、感謝は伝えなきゃって思っただけ……。な、なによニヤニヤして……。べ、別に兄さんのことなんて好きでもなんでもないんだから！　ただ、対戦相手として、いてもらったほうがありがたいっていうか！　お給料もらいながら遊べるなんてラッキーって思っただけなんだから！」

　最後のほうはいつもの調子を取り戻したレァナの頭を、俺はポンポンと撫なでた。

「ま、なんだ。やっぱレァナはそのままがいいよ。ヘンにかしこまったりするなよ。時々めっちゃムカつくけど、やっぱそういうのも含めて妹だからさ。お前はそっちのほうが可愛かわいいよ」
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　かぁ～～とレァナの顔が赤くなってゆく。

「か、かわい……へ、変なこと言わないでよね！　そんなこと言われたって、絶対に兄さんのこと好きになったりしないんだから！　絶対にだからね！」

「わかってるよ。お前は俺の大事な妹だからな」

「う、うん……」

　口を尖とがらせながらも、レァナはちょこんと裾を引っ張ってきた。

「じゃ、なんか契約書書いてよ……。わたしが生意気な言葉遣いをしても、絶対に解雇しませんって……。ルッツに叱られたとき、見せれるように」

「お前やっぱビビリだな……。俺が言っとくからいいだろ……」

「か、形でほしいのよ。目に見える保証とか、ないと不安だから……かわいい妹のために、それぐらいしてくれたっていいでしょ……？」

　上目遣いでおねだりされたら仕方ない。書いてやった。レァナもずいぶんと妹らしくなったじゃないか。

　それを受け取ったレァナはなんか嬉しそうにニマニマしていたが、俺の視線に気づくと無理やり背筋を正す。

「あ、ありがとね……兄さんっ」

　俺たちが一緒にダイニングに向かうと、ルッツは「おや」と小首を傾かしげる。

「おふたり、なんだか仲良くなりましたです？」

　顔を見合わせて、笑う。

「べっつに」

「兄さんなんて、どうでもいいし」

「そうですか。じゃあレァナの夕食はメニューを変えなきゃダメですね。今晩辺りそうなのかと思って、たっぷりと媚び薬やくを混ぜ込んでしまいましたから」

「ちょっとぉ!?　ルッツなにやってんのお!?」

　ミィルもお城から帰ってきて、俺たちは兄きよう妹だい水入らずの夕食を過ごした。レァナがなぜか俺の隣の席に座りたがってミィルと一ひと悶もん着ちやくあったが、それも悪くない気分だ。

　ルッツの料理は旨うまい。莉緒のものとは方向性が違う薄味だが、そもそも味のある固形物を腹いっぱい味わえる時点で、俺は幸せだ。ダイエットのためにと汗水垂らして、ひもじい思いをしていた頃が懐かしい。

「これが食べても食べても太らないなんて、最高だよ！　なあ、ルッツ！」

「そうですね、まったくですね、お兄さま」

　今思えば、席についていたレァナがその言葉を聞いて目を逸そらしながら尋常じゃない量の冷や汗をだらだらと流していたのは、気のせいではなかったのだ。

　しかしこのときの俺は気づかなかった。目先のご飯の美味おいしさに飛びついて、アホみたいな満面の笑みで茶ちや碗わんを掲げていたのだ。

「おかわり！」

　だが──。







　数日ぶりに顔を見せた莉緒は両手を広げて俺に抱きついてくるかと思えば、その手前でぴたりと止まり、顎に手を当てて難しい顔で俺の体を上から下までたっぷりと眺めた後に衝撃の一言を放った。

「お兄ちゃん、もしかして太ったんじゃない？」

「……………………」

　俺は莉緒を抱きとめる姿勢をぎこちなく解除すると、ソファーに腰を下ろして顔の前で腕を組んだ。深いため息をつく。

「……やはりか……」

「うん、今のお兄ちゃんってこんな感じかな。ちょっと待ってて！」

　莉緒は俺の前でスケッチブックみたいなものを広げると、さらさらとペンを走らせた。

「できたっ、ほらどう？　どう？　これが今のお兄ちゃんだよ！」

　見せつけられた紙には、もはや膨張しきって楕だ円えんそのものになってしまった哀れな人間の姿が切り取られていた。これが写実的に描かれた俺だとしたら、体重３２０キロは下らないだろう。かつての莉緒の予言が的中してしまった。破滅だ。

「そうか、こんなに太ったか、俺は……。お前の目からはこう見えているんだな、参ったな、やばいな、もうダメかもしれないな……」

「でも太ったって言ってもちょっとだよ、ちょっと。大丈夫大丈夫、お兄ちゃんも異世界にやってきてちょっと気が緩んじゃったんだよね？　ね、ね、ここからがんばろっ！」

　ちょっとどころじゃない絵を眼前に突きつけられて、俺が落ち込んでいるとだ。ルッツが横からやってきた。

「お久しぶりにロッセッラさまと再会したことですし、ここはおひとつどうぞです？　はい、美味しいケーキですよ。あーん、お兄さま」

　ケーキを見た莉緒の顔が青くなる。俺は慌ててルッツのもつ皿を押し返す。

　ダメだ、やばい。莉緒にケーキを見られるのだけはまずい。

「いや、今はいい」

「あら、珍しいですね。もし食欲が無いのでしたら、ミィルを呼んで膝枕と耳かきのセットにしますです？　あるいはレァナがお兄さまに甘えたそうにしていましたから、そちらの相手でも」

「大丈夫だ」

「ちょちょちょちょちょっと待って！　大丈夫じゃない、ゼンゼン大丈夫じゃないよー!?　今、看過できないことがたっくさんあったよ！　たっくさん！　え？　なにどうしたの？　って顔しないでよお兄ちゃん！　大問題だよ！」

「はあ」

「まず『お兄さま』ってなに!?　その人はメイドさんだよね!?」

「なに言ってるんだ莉緒。人の妹を指差してメイドさんってことはないだろ。ルッツもれっきとした俺の妹だよ。どうしちまったんだ」

「えっ、ちょっ、えっ、えっ？」

　莉緒はルッツを五度見ぐらいした。

「しかもこいつは俺のために太らないけど腹にたまる食べ物を作ってくれたしさ。ふわふわのケー……じゃなくて、ドーナツみたいで、甘くて美味しいんだよ。いやあ異世界はいいな、太らない食べ物がいくらでもあって。俺ずっと異世界にいたら瘦せられそう」

　困惑したように莉緒は顔を押さえた。

　なぜか莉緒はものすごく申し訳なさそうな声で。

「えっと……お兄ちゃん、それは噓うそだと思うよ……」

「え？」

「うん……」

「でも、ルッツが」

「そんな都合のいいもの、ありません……」

「噓だ！　だってルッツが！　俺の妹がそう言ってくれたのに！　俺の妹が俺に噓つくなんてそんな、そんなの噓だ……。だって俺と妹は信頼関係で結ばれていて……うう、噓だ……噓だよ、莉緒……そんな……だって……」

「な、泣かないでお兄ちゃん……よしよし、よしよし……。ね、お兄ちゃんの妹はここにいるから……あたしがお兄ちゃんの莉緒だよ……」

　莉緒にギュッと抱きしめられると、ようやくじんわり落ち着いてきた。

　そうだ、俺はいったいなにを言っていたんだ。メイドたちは最初から妹でもなんでもなかったんだ……。裏切られるどころか、信頼されてさえいなかった……。

「しかも、たぶんだけど」

　莉緒がささやいてくる。

「ここのメイドさんたち、王宮に雇われているから、お兄ちゃんを太らせるために派遣されているんだよ……。お兄ちゃんが妹に弱いって話も出てたから、それで妹を装っているんだと思う……」

「うっ、うう……」

「ああっ、お兄ちゃん泣かないで泣かないで。ほ、ほら、本物の妹ちゃんだよー。お兄ちゃんが大好きで大好きでもうラブラブチュッチュ愛してるーのあたしだよー。ね、ほら、ほっぺたにちゅってするから、元気になってー。ほら、ちゅ♡　ちゅ♡　ね、ね？」

「うん、うん……ありがとう、莉緒……」

「よかった。よしよし、ちゃんと泣き止やんで偉いね、お兄ちゃん。偉い偉い。強くてカッコイイお兄ちゃんがすっごくがんばっていること、あたし知っているんだから。負けないでちゃんとダイエット成功させようね。愛するあたしのために……ね？」

「がんばるぅ……」

　莉緒は俺の頭を抱いて全身でよしよしをしてくれたあと、手を振って帰っていった。気づかなかったが、送り迎えを担当する騎士が外でずっと待っていたらしい。すっかり公人だ。大変そう。
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　あとに残されたスケッチを広げる。これを支えにがんばって……いやこれは無理だわ。裏返しにして机の端に置く。

　さて、と。

　莉緒が帰った後だ。部屋の中には緊張感が走る。

　この世界は脂肪が魔力に変わるのだ。魔法使いを太らせようとするのは当然のことだろう。しかし俺は最初に『ダイエット中だ』と宣言した。それなのに噓をついてまで食べさせてこようとは……。

「おいルッツ」

「なんでしょう、お兄さま。私はこの後も少しお仕事が残っておりますので、遊び相手ならレァナを呼びつけますが？」

　少しも悪びれず、ルッツはいつも通りのすまし顔でやってきた。目の前のソファーを指してここに座れと言いつける。

「俺は少し腹が立っている」

「それはなにかつらいことがあったんですね、お兄さま。ではこのチョコレートブラウニーバナナクリームフラペチーノなどいかがです？　甘くておいしいですよ。嫌なことを忘れられるかもしれません」

「そういうとこだよそういうとこ！　こんな糖質の暴力みたいな塊、何カロリー入ってんだよ！　これ一杯で牛丼並じゃね!?　お前、ずっと俺を太らせようとしていやがったんだな！　兄に噓をついてまで！」

「それは」

　ルッツは目を逸らした。

　その無表情が崩れ、わずかに悲しそうな顔が垣かい間ま見みえる。

「こんな言い方は卑ひ怯きようかもしれませんが、私もやりたくてやっていたわけではないのです。お兄さま、それだけは信じてください」

「ルッツ……」

　胸がチクリと痛んだ。

　そうか、妹を信じられなかったのは、俺の方だ。

　彼女だってなにか事情があったに違いない。だってただの雇われメイドなんだぞ。なのにその背景を顧みないで、一方的にルッツを怒鳴りつけてしまった。これじゃ兄貴失格じゃないか。俺はいったいなにをしているんだ、くそっ。

「すまない、ルッツ。俺は心の弱い人間だ」

　ルッツは儚はかなげな笑みを浮かべる。

「いいんです、お兄さま。悪いのは私ですから」

「違う！　俺がもっと！」

「お兄さまが食べた分に応じて、私たちにボーナスが入る仕組みになっておりまして。私はただもっともっと楽にお金がほしかっただけですから、気にしないでくださいです」

「そうか！　わかった！　お前が悪いな!?」

　俺はルッツの両頰ほおをむにーっと引っ張る。

「いもふとに暴力をふるふのはどうかと思いますれす」

「うるせえ！　さんざん俺にメシを食わせやがって！　一キロ瘦せるためにどれだけ努力しなきゃいけないと思ってんだ！　俺がどんな気持ちで莉緒のご飯を我慢して毎日ウォーキングしていたと思ってんだよ！　ああ!?」

「妹のためにたくさん食べてたくさんがんばるお兄さま、素敵です」

「お前なんて妹でもなんでもねえよ！　ただの金のために働くメイドだろ！」

　そう言うと、ルッツは面食らったように目を丸くした。

「……そうですね、確かに、その通りです。出過ぎた真似まねをしてしまい、申し訳ございませんでした、ご主人さま」

　頭を下げるルッツを見て、なんだかもやっとしたものを感じながらも、俺は「おう」とうなずいた。

　ルッツは瞳を揺らしながら。

「噓をついたことは、謝りますです。申し訳ございませんです」

「……ああ。反省しているなら、これからは」

「ご主人さまひとりの面倒を三人で見る、こんなチョロいお仕事を捨てたくありませんです。申し訳ございませんでした。今後もご主人さまのおそばに仕えさせていただけるようにお願いいたしますです」

「正直すぎるんだよなあ！　もういいよ！　出てけよ！　お前なんてクビだ、クビ！」

「お言葉ながら、私はソウタさまに雇われているわけではなく、上司の命令でソウタさまのおそばにおりますのです。なのでワガママ言わず甘んじてご奉仕を受け入れてくださいです」

「お前の言うご奉仕って俺を太らせることだろ!?」

　俺たちが言い合っていると、レァナが柱の陰から半泣きの顔でこちらを覗のぞいていた。その目は子犬のようにつぶらで、まるで両親のケンカに出くわした娘みたいである。なんとなく気勢が削そがれてしまう。

「もういい、メシだ、メシ」

「はい、きょうも山盛りのごはんを用意いたしますです。ご主人さま」

「残すけどね!?」

　宣言通りだけど食べ物を残すことにめっちゃ罪悪感を覚えつつ、その日俺は寝床についた。そして翌日、決意とともに俺は目覚める。やられっぱなしというのは、気が済まないからな。

　早速ミィルを呼ぼう。




　パタパタと小走りでやってきた小さな妹メイドは、無邪気に愛くるしい笑顔を浮かべる。

「おはようございますぅ、お兄さまぁ」

「ああミィル。朝早くからで悪いんだがなにかルッツの弱点を知らないか？　少し、懲らしめてやろうと思ってな。俺に噓をついていた罰だ」

「噓、ですかぁ？」

　ひょっとして知らないんだろうか。事情を説明すると「ふぇぇ」と驚いていた。

「ボーナスがもらえるなんて、ミィ知りませんでしたぁ。ごはんも全部お姉ちゃんが作ってましたし……でもごめんなさいぃお兄さまぁ。姉が無礼を働いてしまいましてぇ」

　ミィルは深々と頭を下げた。いやいや。

「別に謝ってほしくて来てもらったわけじゃないんだよ。ミィルはなにも悪いことしてないし」

「でも……お姉ちゃんはいつもミィの失敗をかばって叱られてくれましたからぁ……今度はミィの番ですぅ」

「それは姉だからだろ。いいんだよ、妹は別にそういうの気にしなくても。俺だってミィルがなんか失敗したら進んで謝るよ。それは当たり前のことだし」

「お兄さまぁ……」

　ミィルの目がとろんととろける。俺は照れ隠しに両手を振った。

「いや、にしてもルッツもそういう姉っぽいところちゃんとあるんだな、って。ちょっと意外に思ったっつーか……まあなんだ、それでルッツの弱点なんだけどさ」

「お姉ちゃんの弱点、お姉ちゃんの弱点……あっ、美人すぎるところ、とかどうですかぁ？」

　ニッコニコと告げてくるミィルに、さてはこいつアホの子かな、と気づきつつ。

「それで仕返しするのはけっこう厳しいな……。他にないか？」

「うーん、お仕事が完璧で、スピーディーで、頭がとってもよくて、お料理が上手で……隙がなさすぎるところが隙でしょうかぁ!?」

「苦手なものとか！」

　ミィルは腕を組んで精一杯のしかめっ面で考える。

「魔法使いが苦手だと言ったことがありますぅ。障壁を張られると、剣士には魔力が尽きるまで打ち破る手段がないから……とかぁ」

「別に力ずくで懲らしめたいわけじゃないんだよな……。なんかもうちょっと手頃なのがありゃいいんだが……」

「う～ん、う～ん……あっ、そうだぁ。お姉ちゃん、人に裸を見られるのが嫌みたいですよぉ。前にミィとお風呂入ろうとしたときも、一緒に入ってくれませんでしたしぃ」

「ふむ……人に裸を見られるのが嫌、か」

　いや、でも待てよ。そういえば初めて会ったときにはその場で脱ぎますか？　みたいなことを言ってなかったか。見られるのが嫌なのに、どうしてだ？

　あれは俺が本気で服を脱がせてこようとするような勇気がないと思っていたから、タカをくくっていたのではないだろうか。そう考えると、さらに苛いら立だちが増してきた。

　くそ、いいじゃないか、やってやる、やってやるよ。ここは異世界で、俺は最強の魔法使いなんだ。やってやれないことはない。

「わかった、ミィルありがとう。お前のおかげで目にものを見せてやれそうだ」

「はいぃ……でも、あんまり乱暴な真似まねはしないでくださいねぇ」

「もちろんだ。ちょっとおどかすだけさ」

　俺はミィルの頭を撫なでた。

「妹ミイルが悲しむようなことは絶対にしない。約束だよ」

「はいっ」

　ミィルは俺の顔を眩まぶしそうに見つめ、安心しきった笑顔を浮かべたのだった。




　ま、ルッツを悲しませるような真似はしてやるんだけどな！

「じゃあ風呂に入りたいから、準備してくれ、ルッツ」

「かしこまりましたです、ご主人さま」

　この屋敷には日本式のお風呂が備えつけられている。水みず汲くみも必要なく、蛇口をひねるとお湯が出るタイプのものだ。なにやら魔法的な技術が応用されているらしいが、俺にはよくわからず、ただ便利だなーとだけ思っていた。

　昼風呂を楽しもうとする俺についてきたルッツは、着替えやらバスタオルの準備やらを整えてくれるのだが、そこで俺は言ってやった。

「じゃあルッツ、ついでに背中を流してくれ。いいだろ？」

「承知いたしましたです、ご主人さま」

　頭を下げるルッツは、メイド服の袖や裾をめくっていたけれど。

「なにをしているんだルッツ。それじゃメイド服が濡ぬれるだろ。お前もそこに用意した水着に着替えるんだよ」

　ぴたりとルッツの動きが止まった。

「用意した水着……ですか？」

「ああ、そうだよ。レァナに頼んで用意させたのがあるから、それに着替えてくれよな。あれれ、どうしたんだ？　前に『どんなことでも命じていただければ即座にやります』って言ってたよなあ？　まさかご主人さまの命令が聞けないってことはないよなぁ？」

　そこでごめんなさいと言われたら許してやろうかなという気にもなったのだが、硬直していたルッツはじろりと俺に目を向けると、いつものようなすまし顔を取り繕ってうなずいた。

「いえ、問題はありませんです。メイドとして、着替えてお背中お流しいたしますです」

　俺の狙いに気づいてあくまでも引かない態度。この女、やはりとてつもない負けず嫌いである。まあそれならそれでもいい。当初の計画を完遂するまでだ。

「そうかそうか、じゃあ俺は先に風呂に入っているから、あんまり待たせるなよ」

「…………はい、です」

　俺は軽く体を流して湯船に浸つかる。さっきのルッツはほんの少しだけだが、屈辱に耐えるように顔をうつむかせていた。なんだったらその顔が見れただけで噓うそをついたことへのお仕置きは完了したも同然だ。実に気分がいい。

　ガチャリと浴室のドアが開いた。

「ずいぶんと時間がかかったじゃないか……ってうおう……」

　レァナに用意させた水着は、どうやら少々サイズが小さかったようだ。いわゆるマイクロビキニと呼ばれるタイプで、胸の先端や下半身の秘部を申し訳程度に覆い隠している。

　あのルッツがメイド服の中に包み隠したむちむちの肉体を晒さらして、顔を真っ赤にしている姿は、割と溜りゆう飲いんが下がるものがあった、けれど。

　しかし。

「ルッツ、お前」

「…………お背中、お流しいたしますです。お仕事ですから」

　ルッツの肌には、あちこちに傷跡のようなものが刻まれていた。上は首元から、下は足先まで。

　俺から顔をそむけながら、ルッツは少しでも傷跡を隠そうと、みじろぎをする。

「……ご主人さま、お座りくださいです」

　俺は湯船から出ると、ルッツに頭を下げた。

「ごめんな、ルッツ」

「……なんですか？　ご主人さま」

「いや、女の子なのに、見られたくなかったんだろうなってさ。俺が悪かった」

「ご主人さまは、ご主人さまですから……。私の感情など、お気になさらないでくださいです」

「そういうわけにはいかない」

　ルッツは命令通り、石せつ鹼けんを泡立てたタオルで俺の背中をごしごしとこすってくれる。

「やっぱ、この世界って戦争をしているんだよな」

「もちろんそうです」

「戦って傷つく人がいるんだよな」

「当たり前です」

「その中で、ようやく幸せな仕事を摑つかみ取とったんだったら、できるだけ手放したくはないよな」

　ルッツは答えなかったが、その沈黙がなによりも雄弁に物語っていた。

「うん、やっぱごめん。俺はルッツの気持ちを考えてなかった。情けないな」

「そんな、ご主人さまは悪くありませんです。無礼を働いたのは、私ですから。メイドにそんな風に頭を下げるご主人さまなんて、聞いたことありませんですよ」

「他のやつらがどうとかは関係ないさ。お前は俺にとって短い間でも妹だったんだ。妹のわがままならなんだって受け入れてやりたかったんだが、俺も修業が足りないな」

　ため息をつき、ぶっきらぼうに告げる。

「だからこれからも気にせず、お前はお前のやりたいようにしてくれ。妹に応えるのは兄の役目だからな」

　後ろからフフッと笑い声が聞こえてきた。

「私も未熟ですから、これからもうんと困らせてしまうかもしれませんですよ」

「そんときはそんときだ。度量の広さを見せつけてやるよ。でかいのは腹だけじゃないってな」

「期待しています、お兄さま」

　と、そこでルッツは今度は俺の前に回ってきた。まるでマイクロビキニを着せられた腹いせだとでも言うように、その目は妖あやしく輝いている。嫌な予感がした。

「あの、ルッツさん？」

「さ、今度は前を洗わせていただきますです、お兄さま。そのタオルはとってくださいです。さあ、さあさあ」

「え、ちょ、待って」

「いえ待ちません。私は私のやりたいようにしていいと言ったのはお兄さまですからね。恥ずかしい思いをさせられたお返しです。お兄さまもたっぷりと恥ずかしい思いをしてくださいです」

「もう十分恥ずかしいから！　ちょ、やめろ、タオル返せ！　おいこら！」

　ルッツはうずくまる俺を眺めながら、ほんの少し頰ほおを赤らめて。

「お兄さま、大きいのはお腹なかだけではなかったんですね。……あ、それとも私の前だから、そんな風になっているんです？　妹を情欲の対象として見るのは、なんだかとても罪深いことのように思えますけれどその辺りはお兄さまにとっていかがです？」

「出てけ！」

　こうして俺はルッツと認め合い、俺たちは真の意味での信頼関係を築くことができた。

　順調な異世界ダイエットの第一歩を、ようやく踏みしめられたってわけだ。
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　──と、思っていたのだが。

　後日。

「ではお兄さま、本日のお食事ですが……。どうかいたしましたです？　なにか気に入らないところがあるという顔をしているようですが」

「当たり前だよ！　なんで普通に今まで通りのごはんを作っているんだよ！　減らせって言ったよな!?　小盛りでいいってさあ！」

「ふふふ、お兄さま」

　ルッツは妹らしく微笑ほほえむと、俺の額をツンと指で突つついて。

「お兄さまは、妹のわがままを受け入れてくださるものですよ」

「前よりタチ悪くなっただけじゃねえか！」

　傷跡を見られ、もう隠すものはないと思ったのか、硬軟併せ持つ妹に進化してしまったルッツを前に、俺は思わず叫ぶ。そのやり取りを見たレァナが相変わらず「ケンカ？　ケンカなの……？」とぷるぷると震えていたりした。

　なお、この一件以来、たびたびきわどい水着を着たルッツが背中を流しに来てくれるようになったのだが──それに関しては、絶対に莉緒には言えないな……。
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　この日の昼過ぎ、俺はひとりで王城内の食堂までやってきた。

　家ではあまりにも食事の誘惑が多すぎるので、これからは食堂に通って生きていこう。そうしよう。

　中は現代の学生食堂とあまり変わらない雰囲気だ。時間を昼休憩とずらしてやってきたため、人はまばらである。

「すいません、あの」

「はいよっ」

　厨ちゆう房ぼうの中にいた女の子が顔を出してきた。

　赤毛をポニーテールにまとめて、元気ハツラツな笑顔を浮かべている。

　八重歯がチャームポイントな彼女は、小柄だがエプロンの中にオレンジのような胸がたわわに実っていた。ひだまりの香りがしそうな雰囲気だ。

「お兄さん見ない顔だね！　しかもずいぶんとおなか減ってそうだ！　24時間どこでもおなかが減っている人の元には駆けつけちゃうボクが、お兄さんのお腹をぽんぽこにしちゃうよっ。あっ、でも今の時間はきょうの売れ残りミックスメニュー・ココノちゃんスペシャルになっちゃうけど、それでもいいかなっ？」

「ああ、そういう感じなのか」

　現代と違って、大量消費の大量廃棄というわけにはいかないのだろう。もちろんそれで構わない。嫌いなものなんてないからな。

　横目でメニューを眺めると、そこにはカレー、ラーメン、牛丼、生しよう姜が焼き定食などなど、どこでも見るような定番メニューが並んでいる。違和感がなさすぎることが違和感だ。異世界なのに。これが莉緒の開発したってやつか。

　材料がなにもかもあったわけじゃないだろうから、創意工夫して現代の味に近づけたに違いない。並々ならぬ食への努力だな……。

「それともリクエストがあれば、ボクがご要望に応えちゃうよっ！　お兄さん、ご飯いっぱい食べそうだし、腕の振るいがいがあるなあ。あ、材料が余ってたらだけどねっ！」

　と、そこで俺は厨房の籠にブロッコリーみたいな野菜が詰まっていることに気づいた。明日の仕込みの最中だろうか。ちょうどいい。

「じゃあ、それくれ」

「え？」

　鼻歌を歌いながら包丁を手にした女の子がぴたりと止まった。

　指差した方向を確認し、そして俺を二度見する。

「えっと……ブッコロリー？　なにお兄さん、ブッコロリー好きなの？　あ、だったら腕によりをかけてブッコロリー料理作ってあげるから──」

「いや、それだけでいい。あとそんなに量もいらない。お茶ちや碗わん一杯ぐらいで」

「ふぇっ!?　ど、どうしてそんな……あっ、ここはお金かからないよ!?　国が出してくれるから！　好きなものを好きなだけ食べてもいいんだよ!?」

「貧乏で食費を削っているわけじゃない。減量中なんだ」

「減量中!?」

　女の子は幽霊に出会ったような顔で茫ぼう然ぜんと俺を見つめる。

　この世界の人たちはリアクションがでかいなあ。

「そんな、減量中だなんて……そんな、おかしいよ、そんなにいい体してるのに……！　いっぱい、いっぱい食べてくれそうな顔してるのに……！　どうしたのっ!?　あっ、誰かの呪いでブッコロリーしか食べられない悲しきモンスターに変貌しちゃったのっ!?」

「誰が悲しきモンスターだ。とにかく頼みたいんだが、ええと、ここはそういうのをやってないのか……？」

　女の子の目がギランと輝いた気がした。

「そそそそんなことないよっ！　お客さんの注文に応えるのが、この食堂を任されたココノ料理長の使命っ！　待っててお兄さん！　今、世界で一番おいしいブッコロリー料理をこしらえてあげるからっ！」

「あ、でもあんまり手は加えないでくれよ。変に凝った料理にされると、糖質とか脂質とかマシマシになっちゃうから。ちぎったブッコロリーとやらに薄めの味付けでいい」

「ふぁぁぁぁ！　料理人のアイデンティティを崩壊させられそうな注文っ！　はぁ、はぁ、いいよ！　いいともっ！　その挑戦、受けて立つよっ！　なんとしてでもお兄さんにおいしいって言わせてみせるからねっ！」

「いやブッコロリーもふつうに好きだから、おいしいって言うけど……」

　ココノ料理長の目は燃えていた。

　なんだか嫌な予感がしつつも、俺は適当な椅子に座る。

　メニューを眺めながら待つ。毎日通ったって制覇しきれないぐらい豊富なメニューだ。ダイエットをしていなければ、さぞかし楽しめただろう。

　待っていると「おまちっ」とココノがわざわざ料理を運んできてくれた。

「あ、すまん、ありがと……う……」

　俺の言葉が途切れる。お盆の上には熱せられた鉄板。そしてその上にジュウジュウと音を立てる厚切りのステーキが乗っていた。ステーキの上のバターが熱気で溶け、なめらかに滑り落ちてゆく。

　ステーキの下には肉の油を吸う絨じゆう毯たんのようにガーリックライスが敷かれている。多少の焦げ目がついているところを見ると、炒いため加減も上等だ。苦味がギリギリつかない程度のカリカリなお焦げが楽しめるだろう。

　肉とご飯のコンビは、この世界でもっともおいしいもののひとつである。舞い上がる湯気を見て、食堂にいた客たちも「おー……」と感嘆の声を漏らした。

　ココノが得意げな顔をして、目の前でステーキをカットしてくれる。ナイフが入ると肉はとろけるような柔らかさでぷつんと千切れた。よほどいい肉なのだろう。断面はほんのり赤く、油でてらてらに輝いていた。

　そしてそのステーキ＆ガーリックライスの横に、申し訳程度の量のブッコロリーが付け合わせで乗っかっていた。

　……おい。

「はい、あーん♪」

　ココノが肉の一切れをフォークで差し出してくる。俺は静かにフォークを摑つかんで付け合わせのブッコロリーを口に運んだ。強烈な肉の匂いで、味なんてほとんどわからなかった。ごっくんと飲み込む。

「ごちそうさまでした」

「まって！　どゆこと!?」

　俺の太い手首を摑むココノに怒鳴り返す。

「それはこっちの台詞せりふなんだが!?　なんでブッコロリー料理頼んでステーキが来るんだよ！」

「だってブッコロリーが最高においしい料理ってこれじゃんっ！　めちゃくちゃ食欲をそそるでしょっ!?」

「ブッコロリー以外の部分がな!?」

「素材の味を活いかしまして！　ほらほら、早く食べないと冷めちゃうよ！」

「食わねえよ！　減量中だって言ってんだろうが！」

「え～～～～～～～っ！」

　ココノはガーンと落ち込む。

「そんな、ボクの料理を食べてもらえないなんて……こんなの目の前にしたら誰でもケダモノになって本能のまま貪り食うに決まってるのに……うう、そんなぁ～……こんな気持ち、生まれて初めてだよぉ……」

　う……。

　すごく悪いことをしたような気分だ。

　いやいや。そうは言ってもココノが勝手に作ったんだしな。別に胸も痛くなかった。

「こんな屈辱は初めて……はぁ、はぁ……初めて、だよぉ……ハァ……」

　しかもなんか様子がおかしいぞ。

　ココノは内うち股ももをすり合わせるようにしてもじもじし始めていた。

「……これはボクへの挑戦……？　天がボクへと授けた試練……？　だったらボクは負けないよ……ああっ、食べてほしい……ボクの料理をいっぱいいっぱい食べてほしい……そのおっきなお口で、ボクのを……いっぱい、いっぱいボクのを食べてほしい……」

　ココノは官能的な光を浮かべた瞳で、俺を上目遣いに見上げる。

「なんかっ、すっごい気分が昂たかぶってきちゃったよぉ……はぁ、はぁ、お兄さん、ボクお兄さんにいっぱい食べてほしいから、死力を尽くすねっ……これはもう、ボクとお兄さんの勝負……ボクの料理長としてのプライドをかけた、聖戦っ……はぁ、こんな気分初めて……っ……なんかすっごく体が熱くなってきちゃう……っ」

「なんで息を荒らげてんの!?」

　頰ほおに赤みが差し、額に汗をかいた女の子は、体をくねらせながらフラフラと厨房に向かってゆく。

「まっててね、お兄さん……っ……今、ボクが、見ただけで口からヨダレがどばどばあふれて、胃がきゅーっと切なく泣いて、口の中に入れてもぐもぐしなきゃ気が済まなくなって、おなかぽんぽこになるまでやめられない止まらないもうだめもうだめ死んじゃうおなか壊れちゃうよぉ～～……ってなっちゃう魔性の料理を作ってあげるからね……あははははははは……」

　薄々気づいてはいたが、こいつもしかしてやばいやつなんじゃないか。

「あの、帰ります」

「あははははははははははははははは」

　俺は告げて、こっそりと食堂を出た。

　この食堂……もう使えないな。
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「疲れた」

　俺はぐったりとソファーに横たわっていた。どこいってもどいつもこいつも俺にメシを食わせてこようとしやがる。俺の安住の地は何処どこにあるんだ……。

　近くを掃き掃除していたルッツが、澄まし顔で小首を傾かしげる。

「お疲れですか？　お兄さま。私が蜂蜜とクリームたっぷりのミルクをお作りしますです？　疲労回復にとっても効果があると地元でも評判ですよ」

「気持ちだけで結構。なにを言われようが、その手は食わないからな」

「そうですか。ではボーナスをあげてもいいよという気分になったら言ってくださいです。私はいつでもその準備はできておりますので」

「いくら妹でも自分で働いているやつに小遣いはやらねえよ。あーあ、レァナとポンポポランでもやってこようかな」

「それはあの子も喜ぶと思いますが、その前にお兄さま、お手紙が届いておりますです」

「ん、俺に？」

「ええ、アリーチェ・ビスチェ侯爵より、会食会のお誘いが」

「会食会……。いかにもものを食わせられそうな集まりだな……」

　ルッツが差し出した封ふう蠟ろうの施された手紙を見て、俺はまたなにか厄介事に巻き込まれるような予感をヒシヒシと感じていた。
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　似合わないオーダーメイド（ただしデブ用）のタキシードに袖を通し、俺は会食会の会場にいた。

　場違い感が半端ない。シャンデリアに照らされた会場には美男美女がひしめいていて、当然テーブルには所狭しと食べ物が並べられている。ローストビーフやら、お寿司すしやら、パスタやら天ぷらやら、いったいどこの世界だとツッコミたくなるような見慣れた料理ばかりだ。なまじ味が想像できるだけつらい。

　俺は会場の端っこでグラスに入ったおいしい水をすすっている。ああおいしい。この水おいしい。飢えると味覚が鋭敏になると言われるが、今の俺がまさにそうだ。このスッキリとした口当たり、うん、硬水だな。虚むなしい。

　アリーチェ・ビスチェ侯爵。その名はヴィテッロ王国に知らぬものはいないほどに響き渡る、凄すご腕うでの魔法使いらしい（ルッツに教えてもらった）。

　齢よわい16歳にして家督を継ぎ、暴食俱く楽ら部ぶにも負けずとも劣らない魔力を持ち合わせた王国防衛の要。俺が帝国軍のガーゴイル部隊を追い払っていた頃、また違う防衛線をたったひとりで守り抜いていた女傑。

　また、神に与えられし美を体現した至高の女性であり、その美しさは大陸を駆け巡る。

　そんなやつが、俺にいったいなんの用なんだ……。俺はしょせん莉り緒おのサポートであり、この世界では野に咲くごんぶとの花でしかないはず。

　メイドの列席は許されていないから、知っている人が誰ひとりいないパーティー会場で、俺は巨体を縮こまらせて時が過ぎるのを待っていた。

「あれが王国に迫っていた帝国軍をわずか一戦で半年前の戦線にまで後退させたという魔法使い、ソウタさまか……。なんという重量感だ……」

「噂うわさには聞いていたが、あの魔力に満ちた姿を見ると、思わずひれ伏してしまいそうになるな……あれが味方で心からよかったと思うさ……」

　なんかコソコソと噂されているのは、あまりいい気分ではない。

　やがて会場内の明かりが落とされ、パッパッとスポットライトのように光が点ともった。

　その下には、華美なドレスをまとったひとりの女性が立っている。

「よくぞ参ったの、皆々。いまだ戦いの途中じゃが、しかして日々を生きる上で生の喜びを忘れては本末転倒じゃ。本日のために東西から旨うまいものを集めてきたでな。わらわ主催の会食会、心ゆくまで愉たのしむがよかろう」

　俺は思いっきり目を細めた。

　なにかの間違いだと思ったのだ。

　真っ赤な綺き麗れいなドレスに包まれた、ドラム缶みたいなデブがそこにいた。

　手も足もはちきれんばかりに肉が詰まっている。腰のくびれも一切ない。まるまると肥えた女だ。俺だって人のことは言えないが、それにしたって五十歩百歩の体型である。

　神に与えられし美？　贅ぜい肉にくの間違いでは……。

「さて、この中にレンジョウ・ソウタは居おるかの？」

「はっ、はい!?」

　よく通る声で急に名前を呼ばれてびっくりした。

　アリーチェは人を見下すことに慣れたような目で、俺を見据える。

「そなたが異界より現れし魔人か。わらわがアリーチェ・ビスチェ。ビスチェ侯爵でもアリーチェ侯爵でも、好きなように呼ぶがよかろう」

「どうも。蓮れん城じよう蒼そう太ただ──ぬぐあ!?」

　つかつかと歩み寄ってきたアリーチェは、いきなり俺の腹肉を摑んだ。なにするんだてめえ！

「ふん、なかなかの脂肪じゃの。わらわほどではないが、よく食らい、魔力を溜ため込んでおるではないか。わらわほどではないがな。わらわほどではないにしろ、その実力を認めてやらんこともない。わらわは強い者が好きなのじゃ」

　こいつ、めっちゃわらわって言うやん……。

　自分大好きそうなアゴのないデブは、上から目線でものを言う。その手に握っているのは、チキンレッグだ。がぶりと嚙かみつき、肉を食らう。おいおいプロレスラーかよ。

　アリーチェがふくよかな高飛車系お嬢さまだっていうのはわかった。あんまり関わり合いになりたくない人種だというのも。

　それにしても、解せないのは周囲の声だ。

「アリーチェ侯爵、相変わらずの美貌だな。完成された芸術品のようだ」

「ああ、よく食べよく飲みよく太る。まさに魔法使いの理想を体現したお方だ。無論、極めつけはあの美しさ。神に愛された才能というのは、あのような方を言うのだろうな」

　そうか……。

　さすが俺のようなデブがもてはやされる世界だ。他のデブも例外ではないようだ。

　いや、いいじゃないか。莉緒のような美少女も、アリーチェのようなふくよかな女性も等しくモテるんだ。可能性って素晴らしい。

　肉を嚙みちぎりながら、アリーチェは口の端を吊つり上あげて笑う。

「ではしばし失礼するぞ。今こ宵よいは存分に楽しんでゆくがいい」

　ひらひらと手を振って、アリーチェはどすんどすんと……もとい、しゃなりしゃなりと会場を横切ってゆく。彼女が歩くたびに人垣が割れ、それはまるでブルドーザーのようで……。

　いや、うん。悪いやつじゃなさそうだ。進んでお近づきにはなりたくないけど。

　しかし、こういうとこってメシ食えないとマジでやることないな。

　妹メイドたちから逃れるためにやってきたけど、知り合いはいないし……。

「あ、お兄さん！　やほーっ！」

「おわっ！」

　たぷんたぷんと胸を揺らしながら元気よく俺に抱きついてきたのは、周囲の視線を一身に集める、ミニのドレスを着た美少女だ。

　え、こんなにかわいい子なんて知らないんだけど。

　も、もしかして俺の隠れファンとかか？

「あれ～？　あっ、ひょっとしてこの格好だとわからないかなっ？　ボクだよボク」

　少女は髪を後ろにまとめるような仕草をする。

「あー、食堂の？」

「そうそうココノっ。24時間どこでもおなかが減っている人の元には駆けつけちゃうボクだよっ！　よくわかったねお兄ちゃんイエーイ百点満点ーっ」

　ぴょこんと飛び上がってハイタッチをしてくるココノと手を合わせる。

　ココノは微笑ほほえみながら、胸の前で手をこすり合わせ、俺の顔を下から覗のぞき込んできた。なんだか恋する乙女のような眼まな差ざしだ。

「ねーねー、ここの料理はもう食べてくれたっ？　ほとんどボクひとりで作ったんだよっ！　腕によりをかけたから、よかったら感想を聞かせてくれると嬉うれしいな～？　あはは」

「いや一口も食べてないけど」

「ふぁぁぁぁぁぁぁ～～～！」

　ココノはよろめき、たぷんと揺れる胸を押さえた。

「さ、さすがだね、お兄さん……一筋縄ではいかないっ……そうまでして、そこまでしてボクの料理を食べてくれない人、初めて見たよっ……つらい、苦しい……でもこれがなんだか、気持ちよくなってきちゃう……っ」

　ダイエット中なんで……。

　つか、言っとくけど、俺だって食えるもんなら食いたいんだからな。

　さっきから舌鼓を打っているやつら、マジで羨ましいからな。

　くっそう、他の魔法使いみたいに魔法を使えば瘦せられるなら、今頃は好物の肉を冬眠明けのヒグマのように貪り食っていたのに……。

　そんなことはつゆ知らず、瞳に淫いん靡びな光を宿したココノは俺のたるんだ腹をたぷたぷと叩たたく。

「そんなにボクを焦じらしてっ……お兄さんってば、ほんっといやらしいんだからっ……はぁ、はぁ……興奮してきちゃう……」

「なんでだよ!?　いやらしいのはお前だろ!?」

「年下の女の子相手に容赦ないなあ！　いいんだよいいんだよっ！　いつか絶対ボクの料理を胃袋が破裂するまで食べさせてあげるからねっ！　負けないからねぇ！」

「なんの勝負だよ……お前が素直にブッコロリー料理作ってくれるんだったら、いくらでも食べるぞ」

「ううう～……それだとなんかすごく負けた気になるぅ……」

「前に『お客さんの注文に応えるのが自分の使命』とか言ってたよな!?」

「いつの話をしているのさっ！　もうボクとお兄さんの勝負は、そんな次元じゃないんだよっ！　ボクにとってお兄さんは超えなければならない壁なんだよっ！　だからボクの料理人人生をかけて、ただ全力でぶつかるのみなんだからっ！」

　ひとり勝手に興奮したり燃えたりするココノをあしらっていると、アリーチェが取り巻きを引き連れながら山盛りのピザが載った皿を持ってこちらにやってきた。

　思わずギクッとしてしまう。

　だが、彼女は不思議そうに首を傾かしげて。

「のう、そなた。先ほどから一皿も口にしていないようじゃが、いったいどうかしたかの？　よもやわらわの用意した食材が口に合わぬとは思えぬが」

　口調は穏やかだが、人を獲とって食うことに躊ちゆう躇ちよなさそうな目をした女である。

　俺はビビリながらも、両手を振る。

「えっと、こ、ここに来る前に家で食べてきちまってさ。腹一杯なんだよ」

　適当にごまかすと、隣のココノが「が～～～～～ん」とすごいショックを受けていた。すまん。

　アリーチェは眉をひそめる。

「わらわの開いた会食会前に食事じゃと……？　ふうむ、一分一秒も我慢できなかったというのか。なるほどのう。それはそれで魔法使いとしての資質じゃな。喰くいたいときに喰らい、眠りたいときに眠り、欲しいものは力で奪い取る。まさに真理よ。なかなか見どころがある男じゃな、そなたは」

　ねえよ、なんだよその獣みたいな生き方……。

　上品な口ぶりで話しながらも、アリーチェは片時も休まずにガツガツとピザを食らっている。みるみるうちに皿の上の料理が消えていった。

　給仕が差し出してきた皿を摑み、さらに食う。食う。胃袋の中に料理が消えるマジックのようだ。

　デブとピザの鮮やかなコントラストを前にしていると、莉緒が俺にどうしてダイエットをしてほしかったのか、よくわかる気がする。まさに反面教師というか、他人ひとのふり見て我がふり直せというか……。

　うん、ちゃんと瘦せよう。ダイエットがんばろ。

　改めて決意を固めていると、四皿目を片付けたアリーチェはいったん食べるのをやめた。手と口を拭くと長い髪をかきあげて、俺をジロジロと眺める。

　カマキリのメスに値踏みされているような気分だ。

「では、そろそろ本題に入るとしようかの。そなた、わらわについてまいれ。ココノ料理長、こやつを借りるぞ」

「えっ、あっ、はい、わかりましたっ！」

　ココノが勢い良く頭を下げる。俺は嫌な予感がしてならない。

「え、なに、俺どこに連れてかれるの」

「フフ、好いいところに決まっておろう」

　いいところ。どんなに食べても太らないかつ丼が生なっている南の島とかだろうか。

　どうやら違うようだ。俺は二階の個室へと連れてゆかれるのだった。




　部屋の半分を占めるほどに大きなベッドが、中央に置かれている。

　俺は他に座るところもなかったのでベッドの縁に腰掛けていた。待っているように言われたのだ。なんなんだよいったい。

「待たせたの」

「いえいえ……って、え!?」

　思わず吹き出すところだった。

　アリーチェはさらに大胆なボンテージのようなドレスに着替えていた。

　背中が丸見えで、前もうっすらと肌が透けて見えるような薄い生地のドレスだ。だ、大胆──。
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　アリーチェは好物を前にしたスモウレスラーのような顔で俺ににじり寄る。

「どうじゃ、わらわの格好は」

「そうですね……とても美味しそうだと思います……」

　ボンレスハムみたいで……。

　思わず敬語になってしまった俺の言葉を聞いて、アリーチェは満足げにうなずく。

「旨そう、か。フフ、よもやそれほどの賛辞を贈られるとは、悪い気はせん。そなたも少しは美の真髄というものがわかるようじゃの。好いぞ」

　アリーチェが俺の頰ほおを撫なでた。

　デブふたりがこんな密室で顔を寄せ合っているのに、背筋が寒くなる。

「えと……話っていうのはなんでしょーか……」

「ふむ。どこから話すとするかの……。そうじゃの、わらわは言うまでもなくこの国最強無敗の魔法使いとして今日までの三年間、君臨しているわけじゃが」

　三年間ってことは、13歳からってことか。

「国家の戦力差は歴然だというのに暴食俱く楽ら部ぶがおいそれとヴィテッロ王国を滅ぼすことができずにいたのも、ひとえにわらわが居たからである」

　とにかくすごい自信だ。

　しかし「じゃが」とアリーチェは首を振った。

「さすがに、ひとりで戦い続けるにも限度というものがあろう。我ら魔法使いはどんなに飲み喰らったところで、身体に溜め込んでおける魔力は限界があるのじゃ。このままではいずれ押し切られてしまうかもしれん。ここ最近とみに思うようになっての」

　なるほど。事情がわかってきた。

　パーティー会場で威風堂々としていたアリーチェとは違い、今の彼女は毒々しい色の液体が入ったグラスを傾けながら、ほんの少しだけ暗い顔を見せていた。

　アリーチェはアリーチェなりに、この国の行く末を憂えているのだ。だから俺と協力して帝国をやっつけようだとか、ふたりきりでそういう相談をしたかったのだろう。

　服を着替えたのはちょっと意味がわからないけど……まあ、彼女なりのサービスだと思えば。

「そこでじゃな」

　膝に手を置かれる。俺は一瞬ゾッとしてしまった。

　なぜ鳥肌が立ったのか。──その理由はすぐに明らかとなる。

「この王国を存続させるために、わらわは優秀な魔法使いの血統を作ろうと思っての」

「はい。……はい？」

「そなたはわらわほどではないにしても、それなりに腕が立つようじゃからな。フフ、悦よろこぶが好いぞ。わらわの目に適かなった初めての男よ」

「いや、あの」

　それって。

「わらわは強い男が好きじゃ。心から楽しみじゃの。そなたとわらわの子が、どれほどの力をもって生まれてくるのか……。そのときこそ、わらわが侯爵家も最盛を迎えるじゃろうて。フフ、くくく」

　やっぱりそうだ！　マジかよ！

　こいつそういうつもりで俺を部屋に呼んだのか！

「いやでも俺たちまだお互いのこともよく知らないし！」

「そなたは異世界から来た魔法使いで、わらわはアリーチェ侯爵じゃぞ。それ以上なにを知ることがあるというのじゃ？」

　俺を逃さないようにか、アリーチェはぐいと手を引いてくる。その体重からくりだされるパワーはゴリラのようだった。

「いやちょっと強引すぎるっつーか、ちゃんと段階を踏んでいきたいなっつーか！」

「この会食も、わらわがそなたと婚約を交わしたことをお披露目するために開いたものなのじゃからの。そなたがよほど礼儀知らずで醜く不潔であれば、無論取とり止やめるつもりであったが……ま、見た目は及第点をくれてやっても好いじゃろう」

　俺もお前もただのデブだよ！

　隅に追い詰められる。逃げ場がない。

　アリーチェは舌なめずりをした。その目は完全に捕食者のそれであり──。

　俺は直感した。喰われる。

「まってまってまって！」

　俺は首を振って必死の抵抗をする。

「なんじゃ、男のくせに往生際の悪い……。わらわと結婚できるということは、この柔肌に触れさせてやっても構わぬと言っておるのじゃぞ。まさしく男冥利に尽きるであろうが。これ以上の幸せがあるとでもいうのか？」

　死ぬほどたくさんある。莉緒とじゃんけんして遊ぶとか。

　アリーチェはスッと目を細める。

「それともなんじゃ？　あの女──ロッセッラに懸想しているという噂うわさじゃが、まさかわらわの目の前でそのようなことを認めたりはすまいな？」

「え」

　俺はドキッとした。

　莉緒の名前が出るとともに、その顔がまぶたの裏に浮かぶ。

　もし今みたいに頰を上気させた莉緒にベッドに押し倒されたら……なんて妄想が浮かんできて、俺は思わず頭かぶりを振った。

　確かにそうなったらめちゃくちゃ嬉うれしいけれど、いや、しかし、俺たちは血が繫つながっていないけれど、兄きよう妹だいなんだ。

　肉欲とかそういうのに目覚めちゃうのは、なんか違うんじゃないだろうか！

　俺の莉緒への愛は、もっとプラトニックで、高次元なものなんだ！

　ひとりでそんな葛藤をしていると。

「ま、あのような瘦せっぽちの童わつぱに欲情するような男が居おるとは思えぬがの」

　鼻で笑うアリーチェに、なんだかちょっとイラッとしてしまった。

　なに言ってんだよお前、莉緒は世界で一番かわいいだろ。

「だいたいにしてじゃな、異世界からやってきたばかりの女が姫の代わりになったからといって、うまくいくはずがあるまいて」

　候爵位にあるアリーチェは莉緒が姫の影武者になっていることを知っていた。そして、快く思っていないようだ。

「それなのにいまだ国が瓦解せず、あまつさえ信頼を得ているということは、おそらくなにか汚い手段を使っているに違いあるまい。女の武器を使うなど、下げ衆すなやり方での。魔法の実力だけで成り上がったわらわとは大違いじゃな」

「……」

　こいつ……。

　莉緒がどれだけ苦労しているかを知らずに。

「もっとも、あのままではもって一ヶ月といったところじゃの。ひとりでなんでもできると思っておる辺りが、小娘の度量の狭さよ。己の限界も知らず、飛べない羽を必死で羽ばたかせる雌めん鳥どりのようで、とても見てられんわ。無論、手を貸す気もありはせんがの」

　アリーチェはやれやれと肩をすくめる。

「所詮はわらわと比べるのもおこがましい、取るに足らん女じゃ。さあ、ソウタ、今すぐ契ちぎりを結ぶのがわらわに恐れ多いというのなら、今はただわらわの手を取るが好い。といっても、アリーチェ・ビスチェの求婚を断る男がこの世界に居おるはずもないがの」

　俺に向かってまっすぐに伸ばされたその指先。

　それを見つめながら、俺は告げる。

「断る」

「当然じゃの。わかっておる。それでは下で飲み喰くらいしておる参加者にも伝えにゆこうぞ──って、は？」

　アリーチェは目を見開いてこちらを見た。

　俺はもう一度しっかりと言い切った。

「断る」




「なぜじゃ！　なぜなのじゃ！」

「性格の不一致だ」

「そ、そのようなふざけた理由でわらわの、このわらわの求婚を断るというのか!?　そなた正気か!?　このような機会はもう二度とあらぬぞ！」

「そうか。ま、二度目があってもごめんだな」

　アリーチェは先ほどのきわどいドレスのまま、部屋を出た俺を追いかけてきた。

　騒ぎを聞いて、会食中の人々がこちらを見上げる。

「まさか、求婚を断るって……ソウタさまが、アリーチェさまをフッたのか！」

「侯爵でさえ異界の魔人のハートを射留めることはできなかったか」

　人々の注目を浴びたアリーチェの顔は真っ赤だ。

　ぷるぷると震える彼女は、俺に向けて思いっきり怒鳴ってきた。

「こ、このわらわに屈辱を味わわせるとは……レンジョウ・ソウタ！　ただではすまさぬぞ！　ええい決闘じゃ！　そなたに決闘を申し込む！」

　俺は立ち止まって振り返る。

　決闘？

「……それって、俺とお前が戦うってことか？」

「無論！　まさか王国の切り札として喚よび出された魔法使いが逃げるなどと言うつもりか？　フン、今さら土下座したところでわらわの気は収まらぬ。そなたを我が魔力で屈服させ、その上でそなたを娶めとってやろうではないか」

「ええー……？」

　もちろんこんなもん受ける義理はない。なんでも思い通りになると思っているお嬢様に付き合っていられんからな。

　しかし……。

　少し考えた後、アリーチェに問う。

「俺が負けたらお前と結婚するのはわかったが、もしお前が負けたらどうする？」

「これは愚昧なることを。戦う前から負けることを考えるはずがなかろうて。そんな心持ちでは戦場から生きて帰ることなどできぬわ」

　もっともだ。

「なら、俺が勝った場合はなんでもひとつ命令を聞いてもらおうか」

　アリーチェのまん丸い顔から汗が一筋流れ落ちた。

「なんでもひとつ……じゃと？」

「どうした？　負ける気はないんだろ？」

　その挑発に、鼻息荒くうなずくアリーチェ。

「無論じゃ！　やってやろうではないか！　魔法使いが負けるときは、死ぬときのみじゃ！　そなたは殺さず済ませてやるが、うまく手加減ができるかどうかはわからぬ。最悪、手足の二本や三本は覚悟してもらおうか」

　ひどく凄すごみのある脅しだったが、今の俺も頭に血が上っているので、怯ひるむことはなかった。

「決まったな。証人はこの会食会に集ったみんなだ。日にちは？」

「四日後、町外れの闘技場跡にて」

　アリーチェは大きく息を吸い込むと、こちらに指を突きつけながら叫んだ。

「せいぜい腹を肥やして待っておるがいい！」

　それは『首を洗って』的な意味なんだろうか。







　ということを聞きつけた莉緒が俺の家に慌てて駆け込んできたのは、翌日の早朝だった。

「ちょっとお兄ちゃん、決闘ってどういうこと!?　どういうつもりなの!?」

「おお、莉緒、励ましに来てくれたのか。妹の応援さえあれば、百人力だな」

「違いますー！　すっごく心配してやってきたんですー！　だいたいわかってるの!?　決闘だよ、決闘！　しかも相手は暴食俱く楽ら部ぶに勝るとも劣らないと言われるヴィテッロ一の魔法使い、アリーチェ侯爵って！　このままじゃお兄ちゃん死んじゃうよ!?」

　ぎゅーっと胸にすがりついてくる莉緒の頭をよしよしと撫なでる。

　一晩経たって冷静になった俺は、今さらになってまずいことをしたかな……という気分だったりもするんだが、しかしだからって莉緒の前で弱音をはくことはできない。

「大丈夫だ。あっちも命は取らないっつってたしな。見た目も物言いもすげえ傲慢っぽかったけど、そこまで極悪人ってわけじゃないだろ」

「でもでも、決闘だよ!?　魔法使い同士がばーんどごーんって戦うんだよ！　破片は飛び散るし、モノだってすごく壊れちゃうだろうし、どんな事故が起きるかわかんないよ！　もしお兄ちゃんになにかあったらって考えると、あたし……あたしぃ……」

　めそめそと洟はなをすする莉緒を前に、俺は咳せき払ばらいをする。

　俺の身を案じてくれる妹の愛情は嬉しいが、けれども言っておかなければいけないことがある。

　ルッツの傷だらけの体を見た上で、俺にも思うことがあったのだ。

「あのな、莉緒」

　俺は莉緒の手を握り、子どもに言い聞かせるように。

「王国を守るんだったら、どうせその暴食俱楽部ってやつとも戦わないといけないんだ。だったらここで逃げてもしょうがないだろ。むしろ殺さないというルールの上で実戦経験を積めるんだ。願ったり叶かなったりじゃないか」

「うっ……そ、それはそうかもしれないけど……でも、でも……」

　理屈の上では納得するしかないはずの莉緒は、感情を持て余しているようだった。

「でもそんな、急に決闘なんて……しかも、三日後……いくらお兄ちゃんでも、三日でアリーチェ侯爵に勝てるようになるなんて」

「まあ、やるだけのことはやってみるさ。ここ最近はあまりにもサボりすぎちまってたしな。いい機会だ。ちゃんとこれからを考えて、戦いのことを勉強しないといけないって思ってたんだ」

「うー、うー」

　莉緒は俺の腹に顔を埋うずめてイヤイヤする。しばらく続けていたものの、いつまでもそうするわけにはいかないと思ったのか、抱きついたまま俺を上目遣いに見上げ。

「アリーチェ侯爵は、やると言ったら必ずやるよ。あたしが執務をしてても、いきなり入ってきて文句を言ってくような人なんだから。すごく自分に自信をもっていて、ポッと出で新米王女のあたしが目障りみたい。だから、お兄ちゃんがぴしゃりとしてくれたら嬉しい……けど……絶対、無理はしないでね……？」

「ああ、わかってる。なんたって負けたら結婚しなきゃならないからな。莉緒がお嫁に行くより先に、身を固めるつもりはない」

　えへへ、と莉緒が笑う。

「……ずっとお兄ちゃんがそばにいてくれるなら、あたしはどこにもいかないよ……？　ずっとずっと、いつまでもお兄ちゃんと一緒にいたいんだもん……」

　甘えるように頰ほおをこすりつけてくる莉緒は、大変に可愛らしい。

「そうか。じゃあ一生一緒に暮らそう、莉緒。俺もお前さえいれば他に誰もいらないからな。誰も、誰も……？」

　俺は口ごもる。

　まあ、今俺に仕えてくれている三人の妹メイドぐらいはいてくれてもいいだろう。うん。四人の妹に囲まれた生活。彼女たちは俺を愛してくれて、俺も彼女たちに別わけ隔へだてのない愛を捧ささげる。

　ワクワクお兄ちゃんランドの開園だ。

　そんなことを考えていると、頭の中を読んだみたいに莉緒がジト目を向けてきていた。

「こんなことを聞くあたしもどうかしてると思うけど、まさかお兄ちゃん、メイドの子たちにお兄ちゃんって呼ばれてその気になっているんじゃないよね……？　お兄ちゃんは優しいから、あの子たちに付き合ってあげてるだけだよね……？」

　俺は、はっはっはと声を上げて笑う。

「なにを言っているんだ、莉緒。あいつらが俺を兄と呼ぶ以上、それは妹も同然じゃないか。莉緒は一番上のお姉さんなんだから、しっかり面倒見てやらないといけないぞ？」

「本気じゃないよね!?　本気で言ってるわけじゃないよね!?」

　さっきとは違った意味で心配そうな莉緒の頭をわしゃわしゃと撫なで回まわす。

「ともあれ、俺たちで世界一幸せな家庭を築こうじゃないか」

「う、うん……うん♡」

　なんだかんだ莉緒の機嫌も直ってくれたようだ。

「というわけでお願いがあるんだが、莉緒」

「なぁに？　お兄ちゃんのためなら大抵のことはしちゃうよ？　健けな気げな妹、かわいい？　あたしが一番かわいい？」

「ああ、莉緒が世界で一番かわいいよ。それでな、魔法使いを紹介してほしいんだ。付け焼き刃かもしれないけどほら、なにもしないよりはマシだろ？」

「わあすごい！　努力するお兄ちゃんかっこいい！　あっ、かっこいいお兄ちゃんを見てインスピレーションが湧いてきちゃったあたしはサラサラとペンを走らせて……」

「さあいこうすぐいこう今すぐいこう、時間がないからな！」




　莉緒が紹介してくれたのは、あの塔で出会った魔法使いだった。

　今になって思えば、あの場の魔法使いたちがみんな瘦せていたのは、召喚魔法で魔力を使い切ったからだったんだな。

　外の訓練場に招かれた魔法使いのおっさんは、少し気難しそうな顔で、ふむ、と顎をさする。

「魔法を教えることはできますが、しかし猶予が三日とは……」

「高望みはしない。アリーチェを倒せるぐらいでいいんだ」

　おっさんはクソデカいため息をついた。

「ビスチェ侯爵を倒すなど……それは魔導を極めることと同義です。いくらあの軍勢を追い払ったソウタさまと言えど、少し魔導の叡えい智ちを侮っているのではないですか？」

「はあ」

　別に舐なめているわけじゃないんだけど、そう言われても仕方ないかもしれないな。

「一生懸命がんばるよ」

「それは当然です。であれば、一分一秒が惜しい。早速始めましょう。魔法を自らの手足のように使いこなすためには、何十年という研けん鑽さんが必要なのですから」

　何十年もかかるようじゃ、三日後は棄権だな。

　だが──。

「ふおおおおお！　まさか攻撃魔法をこれほど早く習得するとは！　さすがソウタさま！　百年に一度の天才！　魔法の偉才！　魔法の申し子！　なんという、なんということでしょうか！」

　魔法を自らの手足のように使いこなす俺を前に、おっさんは涙を流さんばかりに震え、悶もだえていた。

　ダイエットはできないくせに、魔法を覚える素質はものすごくあるらしい。

　そもそも通常の魔法使いに比べて、俺の脂肪まりよくは無制限だ。何度も何度も練習ができれば、それだけ修得が早いのもうなずける。

　翌日は防御魔法の修行になった。

「おお、おお……またもやこれほど早く……。まさにソウタさまは千年にひとりの天才……。ソウタさまなら必ずや、この国を覆う暗雲を晴らしてくださることでしょう……」

　さめざめと涙を流すおっさんに多少引きつつも、俺は新たなふたつの魔法を手に入れた。盾の魔法と、鎧よろいの魔法だ。

　前者は目の前に盾のような壁を張る魔法で、後者は全身を覆うドーム状のバリアを展開する魔法。どちらも防御用だ。

　俺は攻撃魔法に加え、二種類の防御魔法を手に入れた。とりあえずの準備は整ったと言ってもいいだろう。

　三日目はそれらの練度をあげることに尽力した。そんな風に三日間は過ぎて──。

　決闘の日は、あっという間にやってきた。







　町外れの闘技場。おそらく普段は閑散としているのだろうが、きょうは満員御礼だ。入場料を取ったらさぞかし儲もうかるだろうに、どうやらロハでやっているらしい。

　控室にいる俺は、試合前のボクサーのように緊張した顔をしていた。三日間修行したとはいえ、相手は百戦錬磨の凄すご腕うで。俺なんて実戦はほぼ初めてだというのに。

　そばにつくセコンドのココノが「さ、試合前だからね！　24時間どこでもおなかが減っている人の以下略っ！　とにかく食べて食べて！　はち切れるまで食べて！」と叫んでいる。

　本日のテーマは試合前のカロリー補給なのだろう。バナナやご飯、豚肉の生しよう姜が焼きやねぎ焼き、わかめと豆腐の味噌みそ汁しるなどなど、ビタミンＢ１が豊富に入っている食事が並んでいた。量も十人前ぐらいある。

　どれもこれもおいしそうだけど、口をつけるわけにはいかない……。

「ありがとうココノ。気持ちだけでも受け取っておくよ」

「はぁぁぁぁん！　まさか決闘前なのに!?　ボクが作った料理をなにも食べてくれないなんてぇ……！　ダメ、もうダメ……！　昂たかぶっちゃうぅぅ……！」

　地面を転がって悶もだえるココノを横目に、俺は空腹に痛む胃を押さえる。

　アリーチェ戦のために、魔法の使い方はいくらか習った。しかし俺は対魔法使い経験がない。使えば脂肪が減るというこの世界の掟おきてにより、模擬戦の相手もいない。

　いきなりの実戦で、相手は王国最強の魔法使い。しかも負けたら即結婚だ。ちょっとハードモード過ぎないだろうか。だいたい俺はまだ17歳なんだ。結婚なんて早すぎる。

　くそ、やるしかないか。

　俺は両手で顔を叩き、闘技場の舞台へと向かう。

　アリーチェは先に来ていた。

　戦闘着なのか、丈の長いドレスを着ている。深いスリットが入っていて、丸太のような足を晒さらしていた。金色の杖つえを手にした彼女は、俺を油断なく睨みつけている。

「来おったな、レンジョウ・ソウタ」

「逃げも隠れもしないよ、アリーチェ」

「よく言った。わらわに歯向かうその度胸だけは褒めてやろうではないか」

　アリーチェは首の見えないアゴを持ち上げて、トドのような巨体で俺を見下ろす。

「そなた、聞いたぞ。戦場に出たのはただの一度きりじゃとな。呆あきれたわ。その程度の経験でわらわの決闘を受けるとは、いったいどのような暴挙か」

「暴挙だなんてとんでもないな。十分に勝算があると確信したから舞台にあがっただけさ」

　そう言い放つと、アリーチェは爬は虫ちゆう類るいのように目を細める。こええよ……。

　とりあえず平静を装うのには成功したようだ。

「いいじゃろう。そなたには血まみれのタキシードを着せてやろうではないか。特注のものをな。指輪交換をするための腕は、残してやろうぞ」

　アリーチェは髪を揺らめかせながら距離を取る。

　どうやら相手を本気にさせてしまったようだ。

　噂うわさのすべてが真実ってわけじゃないだろうが、火のない所に煙は立たない。アリーチェはいくつもの戦場を潜くぐり抜ぬけている猛も者さだ。俺の小手先のテクニックがどれだけ通じるか……。

　ちなみにルッツがこっそり教えてくれた下馬評では、アリーチェの勝率が98％で、俺が２％だという話だ。人気の差すごくないかな。

「それでは、決闘を始めます。両者前に！」

　立会人の男の声とともに、俺とアリーチェが前に歩み出る。

　アリーチェは胸に手を当てて名乗りを上げた。

「アリーチェ・ビスチェ侯爵！　こたびは我が名誉を取り戻すため、レンジョウ・ソウタに決闘を申し込む！　この決闘受けられよ！」

　闘技場にビリビリと響き渡るような勇ましい声だ。

　威嚇するような彼女を前に、俺はいつもの調子でうなずく。

「蓮城蒼太だ。この決闘を受ける。ただし命のやり取りはなし。それでいいな？」

「無論じゃ。しかし、相手の生死に配慮が必要なのは、絶対的強者であるわらわのみであるがな」

「──ではここに決闘の約定は締結された！」

　立会人が腕を掲げると、俺たちは離れたところに立つ。

　10メートルほどの間合いを取ったところで、俺を見るアリーチェの唇が歪ゆがむ。

「覚悟するがいい、レンジョウ・ソウタ。古来より我らビスチェ家の女は、戦いで男を奪い取るものじゃ。そなたの人生もわらわが略奪してやろうぞ」

「途絶えたほうがいいんじゃないかその一族」

「それでは決闘──始めっ！」

　立会人の声が響き渡ると同時に、アリーチェは杖を掲げる。

　杖の先端に紅あかい光が灯ともり、中空にこぶし大の魔法陣が描かれた。

「帝国軍を退けたそなたの、まずはお手並み拝見といこうかの！」

　ここで魔法についてほんの少しだけおさらいだ。

　この世界にはずっと昔から『魔法』がある。

　しかしその魔法は大したことができなかった。人間には生来、魔力が足りなかったのだ。せいぜい小さな火を起こしたり、明かりを灯したり、水中で多少長く呼吸ができるようになったり。その程度のものだ。

　しかし近年、革命が起きた。帝国軍が開発した『血肉魔法』と呼ばれる魔法だ。

　それは自らの熱量カロリーを費やすことによって、今までからは考えられないほど大量の魔力を錬成する技術だった。

　血肉魔法は人間によく馴な染じんだ。古来の魔法は淘とう汰たされ、今はほとんどの魔法使いが血肉魔法を操る。

　もっとも、血肉魔法は人間の手に余るほどの魔力を扱うだけあって、昔の魔法ほど細かい操作はできない。大おお雑ざつ把ぱな攻撃と防御、あとは回復に応用するのが関の山だ。

　だが、威力は絶大。

　よって魔法使いは軍事利用され、帝国軍には『暴食俱く楽ら部ぶ』が誕生した。魔法使いが戦争の覇権を握る時代の幕開けである。

　若い魔法使いが多いのは、古くからの魔法を捨てて血肉魔法に適応できた者が、若人に多いかららしい。あるいは年を取った魔法使いがカロリーを大量摂取したために成人病で亡くなる率が高かったからとか。世知辛ぇ。

『爆撃姫』の異名をもつアリーチェはエネルギーを爆発に変換する魔法が得意だ。彼女ほど有名な魔法使いなら戦法は世界中に知れ渡っている。だが破壊力はそれを補って余りあるほどだ。

　すなわち、この決闘における勝敗の行方は単純。

　俺があいつの魔法を防げるかどうか──。

「我が爆ばく槍そう！　その身で受けるがいいわ！」

　杖の先に浮かんでいた魔法陣が、爆発的にその大きさを増した。半径３メートルほどに広がった魔法陣の中心から光が漏れる。

　俺も奥歯を嚙かみ締しめながら、右手を突き出す。

　眼前に輝く障壁。覚えたてのただ込めた魔力に応じて強固になるだけの『盾』の低級魔法。

「っ、来い！　アリーチェ──！」

「──ルビィガルド！」

　紅い閃せん光こうが走った。

　魔法陣から飛び出した光は俺の創り出した障壁に命中し、炎とともに弾はじけ飛んだ。

　遅れて熱波と衝撃。そして凄すさまじいほどの大爆発。アリーチェの放った魔法は闘技場の気温を一瞬にして上昇させた。

　こんなものが直撃したら、骨すらもバラバラに吹き飛んでしまうだろう。

　だが、障壁に包まれた俺の体は無事だった。

「……ほう」

　片眉をあげるアリーチェの顔は、極悪なセイウチそのものである。

「少しは心得があるようじゃの。安心したぞ。それでこそわらわの伴侶にふさわしい力と言えるじゃろう」

「お前、本当に殺さないつもりでやってんだよな……？」

「さての？　そなた次第じゃろうて。わらわは火を操ることに長たけており、加減も極めておるが、それでも受ける相手が藁わらでは限度があるというものじゃろう？」

　アリーチェはこともなげにそう言い放つ。デブのくせに汗ひとつかいていない。

　くそっ、本当に小手調べだったのかよ。

　ビビる俺に、アリーチェは再び杖を掲げた。

「次はもう少し──気合いの入った一発を浴びせてやろうではないか！」

「ああもう固定砲台かよ！」

　そのどっしりとしたフォルムも含めての叫びは、しかしキュイイイインという魔法陣が巨大化する音にかき消された。

「フレアガルド！」

　慌てて障壁を張る。俺を包み込むようなドーム型のバリアだ。

「芸のない戦い方じゃな！」

　四方八方から降り注ぐ火球は、しかしすべてが障壁に防がれる。

「大口を叩いたくせにそなたは亀のように引きこもるしかできぬのか！　ほらほら、どうじゃ！　ルビィパラム・エクス！」

　真紅の槍が障壁に突き刺さり、爆散する。

　しかしやはり俺は無傷。

「……どうだ、お前もこんなところで蓄えた脂肪をすべて使い切っちまうわけにはいかないだろ？　ここらで手打ちにするってのはさ」

　アリーチェは盛大に舌打ちをした。

「好いいじゃろう……そなたがその気なら、わらわも史上最高の魔法を最大出力、最強威力、本気の本気で叩きつけてやろうではないか！」

「だめだこいつ話聞いてねえ！」

　アリーチェの周囲にいくつもの魔法陣が現れる。あちこちが少しずつ揺れ始めた。闘技場の観客たちが避難を始める。嫌な予感しかしねえ。

　凄惨な笑みを浮かべながら、アリーチェは俺に杖を突き出す。

「きょうがそなたの命日となるか、はたまた結婚記念日となるか、ふたつにひとつ。さて、未来の旦那様よ！　自らの逝く先をどうぞ選ぶが好い！」

　死刑宣告にも等しいその言葉を聞いて俺は──

「どっちもごめんだな！　俺の道は俺自身がウマイと思う直感を信じて決めていきたいんでね！」

「それは残念じゃな……まことに！　ああ、心から！　残念じゃ！」

　すべての魔法陣に紅ぐ蓮れんの輝きが宿る。

「ルビィゼノラ・グロンド！　その魂をも燃やし尽くすまで！」

　集中砲火が俺を襲った。

　爆発と火炎に巻かれて、なにも見えなくなる。俺は熱を感じることすらできず、この体はドロドロに溶けて──ゆくかと思ったのだが。

「……あれ？」

　俺は薄目を開く。

　どこもなんともなっていない。最初に魔力を注いだだけの障壁は、その役目をバッチリと果たしてくれていた。地面は俺の周りだけえぐれているが、障壁に守られた部分はきれいなものだ。

　つまり。

「……無傷、じゃと……？」

　愕がく然ぜんとしたアリーチェの声は、この闘技場に詰めかけていた観客も含めての総意であるように聞こえた。

　俺はぽりぽりと頰ほおをかく。

「……そうみたいだな」

「いったい、どうなっておる……？」

「それはわからないけど」

　脂汗を流すアリーチェに向かって、俺は右手を向けた。

　さんざんビビらされちまったし。

　やられた分は、やり返さないとな。

「今度はこっちの番だな」

「なっ、ちょっ、ま──」

　炎の魔法か。アリーチェみたいに複雑なことはできないが、ただ炎を発生させるだけなら俺にもできるようになった。とにかくたくさん魔力を注げばいいんだ。

「ファイアー」

　視界を覆い尽くすほどの爆炎が、彼女の巨体をかき消し、アリーチェの姿は一瞬で見えなくなった。




　やべっ、と思った。

　俺の繰り出した炎はアリーチェのそれに比べて、あまりにも強大だった。

　まさか自分がここまで強い一撃を放つことができるとは思わなかったのだ。

　アリーチェ相手だからといって、いつも練習でやるより魔力の量を多くしたのが、裏目に出た。

　もしかして自分はアリーチェを殺してしまったのではないだろうか。そんな恐ろしい想像が脳裏をよぎる。

　幸い、アリーチェの後ろにいた観客たちは避難していたから無事だったが、そうでなければ巻き込んでしまっていたところだ。

　とにかく、俺は人を殺す気なんてない。

「アリーチェ！」

　立ち込める炎の熱気ともやで視界の悪い闘技場を、叫びながら駆ける。

　ぷすぷすと煙をあげる地面は、焼けた鉄板のように熱い。

　アリーチェは確かに気に入らないやつだった。莉緒と折り合いが悪いし、勝手に人を結婚相手にしようとするし。それにあの体型も鏡を見ているようでつらかった。

　だが、それでも、できれば──そりゃ、無事でいてほしい。

　俺は先ほどまでアリーチェが立っていた場所に到着し、辺りを見回す。

　一応、障壁を張る姿は確認できたから、消し飛んだというわけではないと思うが……。

「おい、アリーチェ！　どこだ！　どこにいる!?」

「う、うぅん……」

　人影だ。俺は慌てて近寄る。

「アリーチェ、大丈夫か、アリーチェ！」

　倒れていたのは……しかし、俺の知っているアリーチェとは似ても似つかない女性だった。

　長い髪。すらりと伸びた手足。細いウェスト。白い肌。スレンダーな美少女である。目を奪われるほどに美しい。

　人は自分にないものを伴侶に求めると言うが、このときの俺がまさにそうだった。あまりにも細い彼女は俺のタイプど真ん中であったのだ。

　観客席から降りてきたんだろうか。俺はショックを与えぬよう注意して揺り動かす。あまりにも華きや奢しやな肩はガラス細工のようにつついただけで壊れてしまいそうだった。

「なあ、大丈夫か、お前……」

　何度かまばたきをしてから、彼女は目を開いた。それだけで辺りの空気感が変わったような気がする。凄まじい美少女だ。

「む……わらわは……」

　なぜか聞いたことがあるような声だった。

　いやしかしこんな美少女、俺の知り合いには。

「……そうか、わらわはそなたに負けてしまったのか……」

　いったい誰なんだこの子はー！　わからないぞー！

　美少女は乾いた地面にぺたんと女の子座りをしたまま、うつむく。その瞳からぽたりと涙がこぼれ落ちた。

「負けてしまったわらわは、すべてそなたの言うことに従うとしよう……。それが約定であったな……。くっ、このようなみっともない貧相な姿を晒さらしてしまうとは……ええい、これは泣いているのではない！　ホコリが目に入っただけじゃ！」

　よく見ればなぜか服はだぼだぼで、まるでさっきまではジャストの服を着ていたのに体が縮んでしまったかのようだ。

　いや、うん、いい加減認めよう。

　彼女はアリーチェだった。

　魔力のすべてを障壁に注ぎ込んだため、サイズよこはばが縮んだのだ。

　なんてこったい。

「それにしても、なんという男じゃ……。わらわが手も足も出なかった相手など、初めてのことじゃ……。その上、わらわの安否を心配して、駆けつけてくるなど……！」

「うん、まあ」

　殺しちまったら寝覚めが悪いしな。

「途方もなく強いだけではなく、優しさまで持ち合わせているじゃと……？　そなたのような完全無欠の超人がおるなど、知らんかったわ……。ええい、ええい、悔しいのう、悔しいのう……。完膚なきまでに力の差を見せつけられるなど……」

　アリーチェは力なく地面にうなだれた。

　負けてここまで悔しがられるとは思わなかった。

　彼女は負けても、もっと涼しい顔をしているものとばかり。

「これで、ヴィテッロ王国で最強無敗の看板は下ろすことになってしまうの……しがみついていたわけではないが、こうまであっさりと負けてしまうとはな……」

　涙が頰を伝い、土に染み込む。

「……アリーチェ」

　いまだ晴れぬ熱波に包まれてたったふたり。

　アリーチェはごしごし目をこすると、俺を見上げて歯は嚙がみする。

「さあ、なんなりと命じるがいい、そなたの願いを……。どんなものでも、わらわは受け止めるぞ。それが敗者に残された最後の矜きよう持じじゃからの」

「どんなものでも、か」

「……うむ」

　静かに目をつむるアリーチェだが、その手は震えていた。

　そのとき俺は、彼女が無理して背伸びをしていたのだと知って、なんだか今までの傲慢な態度も虚勢だったのではないかと思ってしまった。

　彼女は俺より年下の16歳なのだ。それでヴィテッロ王国を支えてきたのだから、相当な心労を抱えていたはずだ。

　もしかしたら、俺と無理矢理結婚しようとしていたのも、誰かにそばにいてほしかったからなのかもしれない。というのは、いい風に解釈しすぎだろうか。

　ともあれ、今の細い体で沙汰を待つ彼女の姿が、がんばって王女を勤め上げようとしている莉緒に重なって見えてしまった以上、もう冷たくすることはできなかった。

　俺は目を合わせないようにして、告げる。

「あのさ、頼みたいことがあるんだ」

「……何なりと言うがいい。そなたは勝者じゃ、わらわに配慮する必要はあるまいて」

「莉緒のことだ」

「……ロッセッラ姫じゃと？」

　俺の言葉を聞いて、アリーチェは眉をひそめた。

「ああ、あいつの手助けをしてほしいんだ。王宮で色々と苦労しているだろうから、相談に乗ったりさ。どうだ？　ダメか？」

　アリーチェは驚いたような顔で。

「……そなたは、自らの望みはないのか？」

「あるさ。莉緒の苦労が少しでも軽くなってくれればいい。それが俺の望みだ」

「それほどの力をもちながら、自分自身のためではなく、他者のために生きるというのか……？　わからぬぞ、そなたの考えが……。そなたはいったい……？　よもや異界では、聖人や神霊の類であったか……？」

「ンなわけねーだろ！　大おお袈げ裟さすぎるぞ！　……ったく、おかしくねえだろ、妹に兄が尽くすのはさ。大切な家族なんだから」

　とかなんとか言ってると真顔で見つめられていたので、俺は思わず照れて目を逸そらす。

「ていう感じで。どうなんだよ、莉緒のために力を貸してくれるのか？」

「成る程……。そなたは、そうなのじゃな……。わかった。元よりわらわに選ぶ権利などはあるまいて。そなたの力に屈服したわらわは、言う通りにしようではないか」

　嫌い合っているみたいだし、もうちょっと反発されるかと思っていたんだが、アリーチェは素直に従ってくれた。

　ここから約束を反ほ故ごにするようなやつではないだろう。

　うまくいって、よかった。

「……妹のためにか。まったくもって、奇々怪々なご仁よ」

　アリーチェはふっと頰から力を抜いた。

　そのかすかな微笑ほほえみは、今までの彼女のどの表情よりも魅力的だったように思える。いや、瘦せて美少女になったからってわけじゃなくてな？




　煙が晴れたその後、決闘は俺の勝ちだと発表され、締めくくられた。

　アリーチェに勝利した俺を大歓声が包み込む。大番狂わせの決着だった。

　だが──本当に大変なのは、その後だった。







「お兄さまぁ、あのぉ」

「言うな」

　俺は静かに首を振る。

　だがミィルはそちらが気になるようで、先ほどから何度も掃除をする手が止まっていた。よそ見をするたびにすねを机の脚にぶつけて「いたぁ！」と叫んでは「な、なんでもないですぅ、てへへ……」と涙目で首を振るので、だんだん可哀かわい想そうになってきた。

　仕方ない……。ため息をついて俺は玄関に向かった。

「なにやってんだお前……」

「知れたことよ。そなたの力の秘密を探っておるのじゃ。ふむ、日がな一日ソファーに座ってゴロゴロとしておる……。そなたの上質な脂肪は、徹底した怠惰な生活により磨かれたものなのじゃな。さすがの魔法使いっぷりよ」

「違ちげえし！　むしろ逆だ！　俺はダイエットしてるんだよ！」

　三日連続で玄関のドアの隙間から妖怪みたいにこちらを覗のぞいていたアリーチェは、ふむふむと感心したようにうなずく。

「つか、お前がそこにいると、うちの妹メイドたちがビビって仕事にならないから、一刻も早く自分ちに帰ってほしいんだけど……」

「み、ミィは大丈夫ですからぁ！」

　と言うけれど、ヴィテッロ王国最強と名高い『爆撃姫』がずっと自分たちを（というか俺をなんだが）監視しているのだ。そんなの緊張して当たり前に決まってる。

　俺の半眼を浴びたアリーチェは、さらに得心して。

「わかっておるぞ。わらわを追い出してから秘中の秘なる修行を始めるのであろう。じゃが、そうはさせぬ。無敗ではなくなったが、せめて最強の座だけは返してもらおうぞ」

「そんなもんいくらでも持って帰ってくれよ……。むしろトロフィー作って送り届けてやるからさ……。そいつを家に飾って毎日眺めてろよ……」

　ふうむ、とアリーチェはまったくたるみのない細い腕を組む。

　その目が悪戯いたずらっぽく艶あでやかな色を帯びた。見覚えがある。ベッドで俺を誘ったときと同種のものだ。

　だが、あのときと違うものがあるとすれば──それは、アリーチェが俺のことをもうある程度理解しているということである。

　本能が察知した。こいつはなにかやばい隠し玉をもっている、と。

「そうつれないことを言うでない。言ったであろう、わらわは強い男が好きなのじゃ。その強者を我が物にするのはやはりビスチェ家の悲願。いや、女の冥利に尽きようぞ。わらわはいまだ諦めておらぬでな。これからもよろしく頼むぞ──。あにうえよ」

　スレンダーな美少女のその言葉に。

「……え？」

　俺は思わず聞き返す。

　すでに女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの巣に絡め取られているとも知らず。

「どうかしたかの？　あにうえ」

「いや、その呼び名……おかしくない？」

　手応えに満足したかのように、腰のくびれに手を当ててアリーチェは笑う。

「せっかくじゃからの。もう一度、魔法の勉学をやり直そうと思って、ボイルド翁おうに師事することにしてな」

　ボイルド翁。誰だ。

「無論、そなたも知っておろう。魔法塔のボイルド翁といえば、召喚魔法の理論構築を果たした人物として、ヴィテッロ王国では随一の魔法制御力をもつ使い手じゃ」

「あ、ああー、俺を三日間、鍛えてくれたあのオッサンのことか」

　……ん？

　ということは？

「わらわはそなたの、いもうと弟子、ということになるのう」

　いもうと弟子。

　──妹。

　いやいや、俺は首を振る。平静を保て。言葉の響きに惑わされるな。

「へ、へえー、そうなのかー」

「うむ。じゃからの。わらわがあにうえをそう呼ぶのは、なにも不思議なことではあるまいて。……のう、あにうえよ？」

　最後の鼻にかかった色っぽい声は耳元で囁ささやかれた。さらに細い指先で、す～～っと耳たぶを撫なでられ、重い体がはねる。ひゃん！

「やめろ！　つか、妹弟子とか言われても、俺はなんとも思わないからな。そんなのただの言葉遊びみたいなもんだろ？　そもそも、なにかを勘違いしているようだから言ってやるが、俺にとっての大切な妹は莉緒ただひとりだ。わかったらさっさと帰って」

「いけずなことを言うでない、あにうえ。いもうとは悲しいぞぉ？」

「ウオオオオやめろおおおおおおおおお！」

　俺は耳を塞いで叫ぶ。

　洗濯物を抱えて通りかかったレァナが「めちゃめちゃ効いてるじゃん……」とうめく。

　しかもアリーチェひとりならまだ良かったのに。

　俺が及び腰で身を引くと、そこには肉の壁があった。ついでにむぎゅと抱きしめられる。な、なんだ？

　振り返ると、メイド服を着た豊満な胸をもつひとりの少女がいた。

　ルッツでもミィルでも、もちろんレァナでもない。

　噓うそだろ。

　満面の笑みを浮かべたココノであった。

「お兄さん！　ボクもお兄さんに本気でご飯を食べてほしいから、メイドさんになることにしたんだ！　これからもよろしくね！」

「マジかよ」

　いつの間にか近くに立っていたルッツが、見た目だけはうやうやしく頭を下げる。

「これからは王宮料理長であるココノさまが我が家のスペシャルアドバイザーメイドとして、お兄さまの食事を全面的に手がけてくださるそうです。しかもご厚意ですので、ボーナスもいらず……私は炊事の手間が省け……。まるで夢のような話ではありませんです？」

「お前にとってはな!?」

「というわけで、ご主人さまお兄さん、本日のお夕食は脂たっぷりのラーメンにチャーハン添えと、揚げたカツとエビフライとハンバーグを乗せたミックスフライ大盛りカレー、どっちにする!?　どっちがご主人さまお兄さんご主人さまの好み!?」

「どっちも不要だ！　夜はサラダだけでいいんだよ！」

「サラダだけじゃと？　糖も脂肪も摂取せずにその体を維持し続けておるのか……？　ふむ、どういうことなのかますます興味深い話じゃの……。あにうえの秘中の秘、いもうとであるわらわが必ずや、暴いてみせようぞ」

「お前らもうめんどくせえよ！　俺を放っておいてくれ！　頼むからダイエットさせろ！」

　厄介な妹どもに囲まれた俺の異世界生活は、まだまだ始まったばかりである──。
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　蓮れん城じよう莉り緒おこと、ロッセッラ・リオ・ロンバータ・ヴィテッロは多忙であった。

　日々、元老院からの陳情書が山のように届き、それに目を通すだけでも一日が終わってゆく。バローニ通り孤児院近くの下水道が壊れたので国からお金を出してほしい（予算はすでに下りているが全然足りないので少しでも高くくださいよゲヘヘ）というような、そっちで解決してくれよというものが大半だが、近くの街道に帝国軍が出て怖いので速やかに兵士を派遣してくださいといった重要度の高い項目がたまに混ざっているから気が抜けない。

　しかもここ最近は帝国軍に兵士の動きが見透かされているらしく、王国内で悪さを働くやつらを全然取り締まれないのが頭痛の種だ。誰かが情報をリークしているのではないかと疑っているが、一向に犯人が摑つかめない。

　それ以外にも戦争中ということで、今は貴族同士の揉もめ事ごとが非常に多かった。国王の仕事の大半は人と会うことだが、わざわざ王都まで訴えにやってくるだけあって、来る人来る人みんな怒り狂っているので、現代のクレーム処理に似たつらさを感じる。

　先日も、ふたりの貴族がやってきた。

　ひとりは戦争で有力貴族の誰々が死んでしまったから、どこどこの領地を減らすべきだ。代わりにうちの領地を増やしてほしいと言う。

　もうひとりは言う。川からこちら側はもともと爺じいちゃんの土地だった。それをあいつらが奪ったのだこの蛮族め。

　そしてふたりが玉座の間で出会ってしまった。なんなら力ずくで奪い取ってやってもいいんだが？　うるせえ馬鹿野郎殺すぞテメー。ンだオラー、ッスゾオラー！　などという言い争いを莉緒は必死になって仲裁していた。ターヴォラ伯爵がその場に同席していてくれなければ、莉緒がブン殴られていたかもしれない。

　結局その火種は今もくすぶったままである。内紛が起こるのだろうかと心配すぎてきょうは寝られない予感がした……。

　これでは姫の影武者なんて、貴族の緩衝材みたいなものではないか。やってることはただの喧けん嘩かの仲裁ばかりなのだから。おかげですっかり貴族の嫌われ者だ。

　中学校では腕利きの学級委員長としてクラスの問題を解決してきた莉緒だったが、ここはひとつなにかを間違えば人死が出る場所だ。精神のすり減り具合が半端ない……。よくこんな環境で、一ヶ月も耐えてきたものだと自分でも思う。

　本日の激務も夜遅くに終わって、疲れたまま自室へと向かう。

「うう、お兄ちゃん、お兄ちゃんに会いたいよう……。すりすりして、くんくんして、はむはむしたいよう……。ぎゅっとしてあのふかふかのお腹なかを全身で感じてそのまま石になって永遠に添い遂げたいよう……」

　危険な思想に身を焦がしているとだ。足がもつれて転びそうになったところで、誰かに支えてもらった。

「まったくフラフラとしおって、ほれ、まっすぐ歩くがいい」

「えっ、あっ、すみません……えっ!?」

　二度見する。彼女こそ先日兄との決闘に敗れ、スレンダー美少女に大変身してしまったアリーチェだった。

　しかし瘦せたからといって、性格が変わるわけもない。莉緒は今までずっとアリーチェに責められてきた経験から、彼女にとてつもない苦手意識をもっていた。

「な、なにか御用でしょーか、アリーチェさん」

「一国を治める国王代理がそのような弱々しい姿を晒さらしているのでは、民や臣下に示しがつかぬ。それではこの国の行く末もたかが知れたことよ。まったくもって情けない」

「ううう」

　言っていることはド正論で、ぐぅの音も出ない。

　自分が未熟なのは本当なのだ。あたしだってがんばってるのに……。と言い返したいところだが、戦争中のこの国においてがんばっていない人など誰もいないのだから。

「ま、未熟な割にはよくやっていると思うがの」

「……へ？」

　思わず聞き返してしまった。あの、結果以外にはまるで興味がないようなアリーチェが、自分を認めてくれた……？

　アリーチェは腕を組んで顔をそむけたまま。

「インサラータ子爵とブディーノ子爵の件じゃが、わらわが口添えをしておこう」

「ふぇ!?」

　今度こそ変な声が出た。領地を奪い合うふたりの貴族家の争いは、目下、莉緒の悩みの種だったからだ。

「奴らには大層貸しがあるでな。わらわの言うことには逆らえまい。他にも憂慮があるならば、なんなりと申すが好いい。聞いてやるのもやぶさかではないぞ」

　その問題が解決すれば、莉緒の抱えている仕事は相当楽になる。いや仕事の量は大して変わらないけれど、心情的には格段の違いだ。

「あの、アリーチェさん……？」

　だからこそ、どうして急にそんなことを言い出すのかわからない。

　戸惑う莉緒を横目にちらりと見たアリーチェは、静かに首を振る。

「上に立つ者に才知は必要不可欠じゃが、それよりも大切なことがある。人柄じゃよ。そなた自身に何の力もなくても、そなたを大切に想おもう者が居おれば、おのずと仲間は増えてゆくものじゃ。ふん、人に恵まれたことを感謝するが好い」

　そう言い残すと、アリーチェは振り返らずに去っていった。

　莉緒はしばらくぼうっとした後、ハッと気づいて自室へと急ぐ。後ろ手にドアを閉めて背中を預けた。

　頰ほおを押さえる。

「お兄ちゃんだ……」

　間違いない。アリーチェの急な変心には、兄の介入があったのだ。そうに違いない。

「うわ、やばい……うわあ、うわあ……」

　どんどんと体が熱くなってきた。心臓が早鐘を打ち、いても立ってもいられない。まぶたの裏に兄の顔を思い浮かべると、じんわりと涙がにじむ。

「だめ、だめ……。こんなの、嬉うれしすぎ……」

　兄が自分のために苦労してくれたということが、申し訳なくもあり、それ以上に泣きたくなるほど嬉しかった。

　たとえ一緒にいられなくても、兄はいつでも自分のことを想ってくれているのだ。その気持ちが確かに伝わってきて、莉緒はついにしゃがみ込んだ。歓喜に震えて、腰が砕けてしまいそうだった。

「お兄ちゃん、好き……大好き……大好き……」

　ひとりつぶやく。何度も言い続けてきたはずなのに、その言葉は妙に気恥ずかしく、誰にも聞かれてやしないかと辺りを見回してしまう。もちろん誰もいない。

　はぁ……と莉緒は熱っぽいため息をついた。

「……ありがと、お兄ちゃん……」

　まるで兄の温ぬくもりに抱かれているように、体の奥からポカポカとした温かい感情が溢あふれてくる。それはエネルギーとなって、莉緒の小さな体を駆け巡った。

　今ならなんでもできそうな気がする。

　この情熱をそのまま紙に叩きつけてお兄ちゃんの華麗なる姿を絵にしたいけれど、でも、それはまた今度だ。今は体力の回復に努めなければ。

「明日からもがんばろ。うんっ」

　莉緒はベッドに飛び込む。

　体はいい具合に疲れていて、きょうはとても素敵な夢が見られそうだけれど。

　しばらくはこの幸せな気分に浸っているのも、悪くないのかもしれない──。







　　　　　＊＊＊







　腹減った……。

　などと言おうものなら、どこからか妹たちがやってきて俺の口にパンパンに食べ物を詰め込んできそうなので、ただただ悲しくため息をつく。つらい。

　今はとりあえず、王城の庭でのウォーキングをがんばろう。

　それにしてもだ。

「お兄さまぁ、がんばってくださぁい。あんよは上手、あんよは上手ですぅ♪」
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「……」

　ミィルの手拍子に、俺は暗あん澹たんたる顔をした。

　俺がよりかかっているのは、輪っかを縦に並べたような形をして、下の輪っかにはキャスターがついているものだ。

　ジャストサイズで、これを巻いている限り非常に歩きやすい。とてつもない安定感があった。

　それもそのはず。これはルッツが製作した手作り歩行器なのだ。

「なぜ普通に歩かせてくれないんだ……？」

「だ、ダメですぅ。お姉ちゃんが言ってましたぁ！　『この国を守護する役目をお持ちのお兄さまがもし足でも怪け我がされたら、私たちの監督責任が問われて、ミィルがクビにされちゃいますです』ってぇ……」

「なんでミィル限定!?」

「てへへ、ミィはクビにされてもいいんですけど、お兄さまぁには怪我をしてほしくないですからぁ……。お兄さまぁの体はこの国の宝ですぅ。どうぞ大事になさってくださいませぇ」

「そういう儚はかない笑顔、心に来るからやめろ！」

　俺は頭をがじがじとかく。

　このウォーキング、楽すぎて効果があるのかまったくわかんねえ。

　気分げんじ転換つとうひに、俺はカルガモの子どものように後ろをついてくるミィルにうめく。

「ミィルは本当にルッツが大好きだよな……」

「はいぃ♪」

　すごくいい笑顔をされた。

「でもあいつ、けっこうロクでもないだろ……？　平気で噓うそつくし、楽するためには人をこき使うことをなんとも思わないし……。いや、これは悪口とかじゃなくて参考のために聞かせてほしいんだが、あいつのなにが好きなんだ？」

「ん～～～～～」

　するとミィルは急にしかめっ面で首をひねる。で、難しく考え始めるから。

「ふぎゃんっ！」

　となにもないところで転んでしまった。今のは顔面からいったから、めちゃくちゃ痛そうだ。

「だ、大丈夫かよミィル」

「へいきれすぅ～～～～～～」

　手をパタパタと振る。お前こそ歩行器が必要なんじゃないか？

「体は頑丈なのでぇ……で、そうですねぇ、お姉ちゃんの好きなところは、ちょっとよくわかんないですぅ」

「わかんないて」

「お姉ちゃんは生まれたときからお姉ちゃんだったので、どこが好きとかもうよくわかんないですぅ。でも、ミィは世界中の誰よりもお姉ちゃんが大切なので、それだけわかっていれば大丈夫なんですぅ」

　俺は莉緒のいいところなら、５０００兆個でも挙げられるけどなあ。

　でもまあ、そうか。

「そういう形の姉妹もいいな」

「はいぃ」

　ミィルは褒められたと思ったのか、嬉しそうにピースサインを突き出す。

　その頭を撫なでる。ミィルはホント子犬みたいだ……。姉はふてぶてしい大型犬みたいになっているが。

「はあ、それじゃあもう帰ろうぜ。帰って踏み台昇降運動しよう。そっちのほうがカロリー消費できそうだ……」

「はぁい」

　見えない尻しつ尾ぽを振りながらついてくるミィルを従え、俺はガラガラとキャスターの音がする歩行器を引きずりつつ、目と鼻の先の屋敷に帰るのだった。




「ただいま……」

「おかえりなさいソウタさま。こちらタオルと運動後の水分補給にダークモカチップクリームフラペチーノダブルのシュガーマシマシです」

「濃い濃い濃い濃い」

　ルッツが差し出してきたマグカップを押し返す。こいつはきょうも絶好調だ。莉緒の優しさが恋しい。

　俺は歩行器を外し、踏み台昇降運動を三十分ほどこなしてから、汗を拭いてどっしりとソファーに座り込む。膝が痛くなってきたので本日はここまで。

「ふぃぃ、疲れた。だがこれで俺は少しだけでも瘦せただろう……。毎日瘦せていっている……。ふははは、そのことが重要なのだ。俺もいつかはスリムガイに変身するだろう。なぜなら現在進行形で瘦せていっているのだからな」

　俺の手がガサリとなにかを摑む。それを口元に運ぼうとしていたところで我に返った。

「うおう！　なんでテーブルの上に山盛りのお菓子が！」

　ふざけんなよ、デブの心理をえぐるような罠わなを仕掛けやがって！

　舌打ちするルッツを睨にらみつける。てめえ。

　なんて地味で効果的な嫌がらせだ。俺の精神力を如実に削っていくやつじゃないか。

　お菓子をそっとテーブルに戻す。去り際お菓子が『ボクをたべてくれないの？』という目でこちらを見ていたような気がした。幻覚だ。俺は振り払う。

「あーもう……お菓子食べたい……甘いの、しょっぱいの、甘いの、しょっぱいの……」

　知らず知らずのうちに口から漏れ出ていた言葉を聞いたのか、バーンとドアが開け放たれた。

「喰くらいたければ喰らえばいいのではあるまいか？　あにうえ。なぜ我慢をしているのじゃ？　もしやその我慢こそがあにうえの力の秘密というわけか……？　ほほう、成る程、興味深いのう」

「ぜんぜん違うから帰ってくれ。ていうかアリーチェ、毎日ここに押しかけているけど、暇なのかなんなのか」

「ただの優先順位の話じゃな。わらわが強くなれば、ヴィテッロ王国はさらに栄える。ならばわらわが今こうしていることこそ、最上の選択よ。ほれ、諦めてその魔力の秘密を語ってくれれば、あにうえの妹君の力になってやるのも、やぶさかではないぞ？」

「だから秘密なんてねえんだって！」

「いもうとがこれほど頼んでおるのに、いけずぅじゃのう、あにうえは」

「お前は妹なんかじゃないだろ!?　妹じゃ……うう、妹なんかじゃ……」

「あにうえ、あにうえ、わらわは愛くるしいいもうとじゃよ。ほれ、生まれたときから一緒にいたじゃろ？　ほれ、ほれ。あにうえ、のう、あにうえ」

「うう、妹……お前は妹……？　俺の妹なのか……あれ、なんかそんな気がしてきたぞ」

　ちろちろと指で喉を撫でられ、その気になってしまいそうなところで、俺は慌てて首を振った。

「いやいや、なにを言ってんだよお前。危ないところだったわ、もう少しで洗脳されそうなところだったわ……。半分ぐらい妹なんじゃないかって思えてきたわ……」

「フフ、ならばあともう一息じゃのう」

　アリーチェはテーブルの上の菓子を美味おいしそうにつまむ。菓子はどんどんと二分アリの一妹ーチエの腹の中に消えていった。食べることが心から好きなのだろうと感じられるような、いい食いっぷりである。あ、見てると腹減ってきた……。

　そうだよな、こいつもともとデブだったんだよな。しかもそれを俺の目の前でやるとは。

「あにうえ、ずいぶんと物欲しそうな顔をしておるが、どうしたのかの？」

「なんでもねえよ……。妹がおいしそうに食べているから、俺も幸せだ」

「ほほ、あにうえにそう言ってもらえると、いもうと冥利に尽きるわい」

　アリーチェの鼻をつまむ。「ふぎゃー」と鳴かれた。

　そのときだ。厨ちゆう房ぼうのほうからもすっとんきょうな声が聞こえてきた。

「ご主人さまお兄さんー！　おかえりーっ！」

「ああ、またなんか作ってんのか」

　メイド服にコック帽をかぶってやってきたのは、王宮食堂の料理長兼メイドのココノである。こいつも決して暇なはずないのだが……。

「今、晩ごはん作ってるからねっ！　きょうはお兄さんの大好きなステーキだよっ！」

　声を弾ませるココノ。さっきからやたらと肉の焼けるいい匂いがしていたのは、末期状態の俺の幻覚じゃなかったんだな。

「お前、うちで料理するときほとんどステーキな」

「だってステーキが嫌いな男の子なんているはずないでしょっ？」

「そうじゃの。男は媚び肉にくが好きじゃと、相場が決まっておる」

「変な言い方するな……。お兄ちゃんそういうはしたない妹に育てた覚えはないぞ」

「そうじゃったの、失礼した、あにうえ。いもうとたるもの、気品と優雅さは常に最高値を更新し続けなければなるまいな」

　ウンウンと得心するアリーチェ。こうしてまたひとり公認の妹が増えた。来る妹拒まずの精神を体現してしまった……。

　というところで、ココノが皿をもってきた。

「さ、ステーキできたよーっ！」

　ドンッ、とテーブルの上に置く。１キロクラスのステーキが三皿だ。見た目の満腹感がすごい。五感のすべてが『これはおいしいものだ！』と俺に訴えかけている。本能が屈服しそうだ。

　かぶりつきたい……。

「こっちは赤身のステーキだよ。表面を軽く焼いた肉を熱した鉄板の上に乗せて余熱で火を通しているから、ちょうどいい加減になったらお好きなタイミングで召し上がってねっ。この特製ソースがおいしいんだ」

　黒いタレを上からかけると、じゅーという湯気が立ち上った。部屋にジューシーなソースの匂いが立ち込める。

「お次は焼き目のついた骨付きの、特製熟成肉！　旨うま味みの中に甘みがほんのちょっぴりあるから、塩コショウだけでも十分楽しめるんだっ。どう？　骨付きだから見た目のボリュームがすごいでしょっ。ボクのオススメっ」

　マンガの原始肉みたいなのとは少し違うが、ココノの手で仕上げられたステーキはそれよりもずっと美味しそうだ。

　しかも肉は骨の周りが一番ウマいっていうしな。

「最後は一風変わったクリームソースのステーキ！　脂の少ない赤身肉をガーリックバターとか特製調味料で、こってり味付けしてあるよっ！　ひとくち食べたら鼻の奥までガツンと来るパンチ力！　男の人ってこういうの好きでしょっ？」

　ステーキとにんにくの相性の良さは言わずもがなであり、異世界に来たところでそれは共通なのである。

　人間が知的生命体である以上、にんにくステーキを好きになるのは自明の理なのだ……。

「さすがはココノ料理長じゃのう。わらわが認めた唯一の料理人よ。わらわは料理の上手な者が好きじゃ」

　と、アリーチェが満足そうな笑みを浮かべる。

　全力で同感だ。だが……。

「俺、イラナイ」

『えっ!?』

　ふたりが同時に驚きよう愕がくした。

　俺だって言いたかないよこんなこと……。

「今、ダイエット中なんだよ……いい加減、覚えてくれ……」

「じゃあひとくちぐらい、どうっ？」

　ココノが最後に紹介してきたステーキを切って、俺に差し出してくる。肉汁の滴るそれを目の前に突き出されて、思わず喉が鳴る。

　別に、一口ぐらいなら……一口ぐらいならいいのではないだろうか……。

　肉は太りにくいって言うし、たまには美味しいものを食べたってバチは当たらないよね……。

　俺はゾンビみたいにふらふらと顔を近づけてゆく。

　それを見たココノが発情期の猫みたいに息を荒らげる。

「お、おお……お兄さん、もしかして、た、食べちゃう、食べちゃうの……？　ボクのお肉、ボクのお肉、食べちゃうの、お兄さん……はぁ、はぁ……！　ボクの、ボクの食べて、食べて……っ！」

　俺の精神が揺らぎそうになったそのとき、頭の中に声が響いた。

『ダイエット、応援してるからね、お兄ちゃん──』

　最愛の妹の、天使のような眼まな差ざしが脳裏に浮かぶ。

　目を閉じる。じわっとまぶたの裏が熱くなる。

　そうだ、今は莉緒もがんばっているんだ。俺だけ食の誘惑に負けるなんてこと、あっちゃいけないんだ。

　か弱い笑顔を浮かべる。

「いいんだ、ココノ……。お前のその想おもいだけで、俺は胸いっぱいさ……」

「まさかこれでも食べてくれないなんてっ……お兄さんはどこまでボクを弄もてあそべば気が済むのっ!?　鬼畜っ！　ドＳっ！　卑しくない雄豚っ！」

　最後のはなんだかわからないが、とりあえず俺は首を振った。

「さ、その肉厚な上質ステーキは、お前たちで食べてくれ……」

　アリーチェはしばらく怪け訝げんそうな顔をしていたが、「ならばお言葉に甘えて」とステーキにかぶりつく。

「ややっ、一口食べた途端に口の中にじゅうっと肉汁があふれおる！　これほど柔らかく旨味が詰まったステーキを食べたのは初めてじゃ！　ココノ料理長、褒美を取らすぞ！」

　料理を美味しそうに食べる女性を見るのは、決してきらいじゃないのだが、今の俺にとってはなによりも喪失感が勝った。

　くそう、アリーチェめ……。妹なのに憎い……。

　ダイエットは俺の勝手だからな……そうだ、そうなんだよ……人に当たるなんてどうかしているさ……。

「兄さんー、なんかすごいでっかい荷物が届いたわよ。まったく、こんな力仕事を妹にやらせないでよね。罰としてあとでポンポポランに付き合ってもらうんだから」

　見やれば、メイド服の少女レァナが大きな機械を台車で押しながら、こちらにやってくるところだった。

　おお、完成したのか。

「別にいいけど、また連勝記録を伸ばしまくっちまうぞ。そろそろ四枚落としとかでやるか？　もちろん俺が落とすほうだけど。ああ、あとさ、お前取ったコマをすぐに使うのやめたほうがいいって何度言ったらわかるんだ。大事なのはタイミングなんだよ、タイミング」

「ふ、ふんっ、いいわよそんなの！　タイミングなんて関係ないの！　わたしはわたしの好きなときにコマを置くのよ！　生まれつき天才的な本能タイプだし！」

　そうか……。あと百年経たっても、こいつに負けることはないな……。

「なによその顔……まったくもう。で、これはどこに置けばいいの？　二階に運ぶのはムリなんだからね」

「ああ、そこらへんに置いといてくれ」

　その機械は俺がお城の人に頼んで作ってもらっていたものだ。

　天てん秤びんのような機械の片方には皿があり、もう片方は水槽のようなものが備えつけられていた。魔法で水を発生させることによって、乗ったものの重さを測ることができるという装置だ。ちなみにキロリットル表記に合わせて作るのに一番苦労したらしい。

「なんじゃそれは……まさか、これが秘中の秘に通じる兵器……？」

「目をキラキラさせるな。違う。これはな、『体重計』だよ！」

　アリーチェに自慢げに告げる俺は皿に乗る。

　そして魔法で水を発生させた。

　なんだかんだで最近は魔法の使い方も上達してきたので、水は見る見るうちに水槽を満たしてゆく。１００キロを超えた辺りからは、微妙なコントロールが大切だ。

　いったいどれくらい瘦せたか、楽しみだ。

　ここ最近はずっと節制していたからな。

　１１０キロ、１２０キロ……いまだに天秤は傾かない。

　徐々に俺の顔がこわばってゆく。

　いやいや、そんな。

　……ウソだろ。

　ようやく天秤が傾いた頃には、俺の体重は……。

「──こっちに来る前より太っているじゃねえか！」

　肉の焼ける匂いの漂う室内に、俺の叫びが響き渡った。







　俺は部屋に閉じこもっていた。

　アリーチェにもココノや妹メイドたちにも、誰にも会いたくなかった。

　異世界にやってきて、けっこうがんばってきたつもりだ。

　誰の誘惑にも負けず、毎日茹ゆでたブッコロリーばかり食べてきたのに。

　ひょっとしてこの世界で、俺は瘦せることなんてできないんじゃないだろうか。

　俺の脂肪は魔力濃度が濃いと誰かが言っていた。どんなに魔法を使っても瘦せないのはそのためだ。しかしなぜ太る？　俺の体がこれ以上の魔力を欲して、どんどんと脂肪を体に溜ため込こんでいるというのか。この世界で俺は瘦せることはできないのか？

　だとしたら俺はいったいなんのためにがんばってるんだ。

　いったい誰のために……。

　両手で顔を覆う俺は、ため息を嚙かみ殺す。

　……いや、誰のためにだなんて、決まっているよな。

　部屋のドアを開くと、そこには『気が向いたら食べてください』という置き手紙とともに、お皿があった、分厚いステーキが乗っかっている。

　ったく、あいつら、こんなときまで……。

　俺は皿の横を通りすぎ、こっそりと家を出た。

　着の身着のままで、大したものは持っていない。

　俺はこれから旅に出るのだ。瘦身の旅に。

　本当は寺とかに入りたかったのだが、ミィルに聞いてみたら「テラ？　なんですかそれぇ？　すごいたくさんってことですかぁ？　あ、神殿ならありますけどぉ」と怪訝な顔をされたのだ。

　しかも神殿は食の女神を祀まつっているところらしい。満腹こそが幸せに繫がるという教義だとか。それはとても素晴らしいけれど！　今ここで空腹にあえいでいるものは救ってくれないのか！

　とまあそんな感じで、人里では俺は瘦せることができないのだろう。周囲の妨害もあるし。だから旅に出ることにしたのだ。

　人目を忍んで王城の庭を出る。外から中に入る人は厳しくチェックするが、中から外に出るやつに関してはザル並の警護だ。

　広がる城都の町並みは、夜だからあまりわからない。昼間に散歩した時は歩行器が恥ずかしすぎてすぐに帰ってきたんだった。

　あちこちにぽつぽつと魔法の明かりが点ともっている。俺はそれを避けるようにして暗がりを歩き、やがて街を出た。まるで犯罪者みたいだ。

　そうそう、地図で見たとおりだ。城都の近くには湖があって、そこはちょっとした森になっているらしい。

　俺はきょうからここで暮らす。野宿だ。

　ふふふ、これでこそ強制的なダイエット生活……！　食べるものがなければ瘦せられるのは、自明の理……！

　ここが現代なら不審人物が怖いけれど、今の俺は王国最強の魔法使いを倒すほどの使い手だ。俺の自由を阻むものはどこにもいない。

　そうと決まったら、きょうは早く寝よう。街からここまで歩いてきて疲れたしな。

　こうして俺の体を張ったダイエットが始まった。




　翌日、陽ひの光とともに目覚めた俺は、湖水で顔を洗う。清すが々すがしい朝だ。

　木こりのおっちゃんにビビられながらも挨拶を交わしたりして。

　さて、辺りを見回す。

　当たり前だが、都合よく食べられそうなものが実ってたりはしない。どの草が食べられるかわからないし。

　湖の水をふっ飛ばしたら魚ぐらいは採れるだろうが、別に自然破壊をしに来たわけじゃないしな。

　そうだ、これでいいんだ。

　俺は草の上に座って、透き通った眼差しで湖を見つめる。

　うむ、心が洗われるようだ。

　前にも言ったが、デブはミネラル・ビタミンが枯渇しない限り、理論上は水だけでも生きていられる存在だ。

　俺は座禅を組む。湖面のように波打つことのない精神は、もう食の誘惑なんかに負けたりはしないのだ。食べたいものなどなにもない。しいて言えばアツアツのハンバーグぐらいだろう。ナイフを差し込むととろりとチーズが垂れてくるような。

「なにを言っているんだ俺は！」

　叫ぶ。近くで木を伐きっていたおっちゃんがビクッとこちらを振り向く。

「邪念だ！　邪念よ退散！　あばばばごぼぼぼ！」

　頭を湖に突っ込み、顔をあげる。よし、これでもう大丈夫だ。

　決してカリッカリに揚げたポテトと、ふわふわのバンズで挟んだケチャップ味のハンバーガーが食べたくなったりはしない。

　飲み物はコーラで、さらに25ピースのチキンナゲットも加えよう。マスタードソースとバーベキューソースはどちらも必要不可欠だ。ハンバーガーが一個で足りるはずがない。トレイいっぱいに積み上げられたハンバーガーピラミッドを上から崩してゆくのはまさしく盗掘者のような格別の背徳感が──。

「ウオオオオオオオアアアアアアアアアアアアア！」

　湖に頭を沈めて叫ぶ。

　まだ一食抜いただけだぞ！　それなのに俺ってやつはどこまで意地汚いんだ！　こんなんで瘦せようだなんて無理に決まっているだろ！　頭を冷やせ！

　だが振り払おうとすれば振り払おうとするだけ、ジャンクメニューの鎖が俺の脳を締め上げる。ほくほくのマッシュポテトや、ふんわりと甘いビスケット。スパイシーな辛味がたまらないフライドチキン。口の中にヨダレがあふれる。俺は自らの頭を殴りつけた。

　己の心の弱さが恨めしい。情けない。莉緒は今もひとりでがんばっているのに。

　99回もダイエットに失敗してきた俺だ。当然１００回目もあり得るだろう。莉緒のためならたいていのことは耐えられると思っていたのに、ダイエットひとつできないだなんて。

「うう、お腹なかすいた……ひもじい……ごはんたべたい……」

　流れ落ちる湖水が頰ほおを濡ぬらす。俺はぼんやりと佇たたずんでいた。

　気づけば夕方だった。

　知らないうちに眠っていたらしい。

　湖を染め上げるような赤い夕焼けはとても綺き麗れいだったが、それを見て浮かんだのはこってりとした赤あか味噌みそのチャーシューメンが食べたいな、という意地汚い欲求だった。このまま数日間ここにいたら頭がおかしくなりそうだ。

　ただ俺は瘦せたいだけなのに。

　それがどうしてこんなにも難しいんだろう──。

「お兄ちゃん！」

「え……？」

　聞き慣れた声に振り向くと、そこには莉緒が立っていた。なんだろう、もうすでに頭がおかしくなっていたのだろうか。彼女は莉緒の顔をしているが、正体は俺を迎えに来た天使なんだろうか。

　莉緒は息を切らして、俺の前にやってきた。肌の質感も本物っぽい。

「本物？　天使じゃなくて？　ＶＲ妹じゃない？」

「なに言ってるの……。もう、心配したんだから！　もう、もう！」

　莉緒が力なく俺の頰をぺしぺしと叩たたく。

　触れられる。温かい。妹の感触だ。

　なぜだか涙がこみ上げてくるけど、その前に泣いていたのは莉緒だった。

「家出しちゃうなんて、どうしちゃったの。なんでそんなことしちゃうの？　ね、異世界やだった？　お兄ちゃんがいなくなったらあたし……。あたし……」

　悲痛な顔で言う莉緒を見て、俺は自分がしでかしたことの重大さを知る。

「あたし独りぼっちになっちゃうよ……お兄ちゃんがいなくなったら、また……。せっかくお兄ちゃんが来てくれたのに……どこにもいっちゃ、やだよう……。お兄ちゃぁん……」

「莉緒……ごめん」

　えぐえぐと泣く莉緒を抱きしめる。

「でも、このままじゃ瘦せれなくて……」

「瘦せ……ふぇ？　ふぇ？」

　莉緒は俺を見上げ、目を瞬しばたたかせる。

「実は……」

　俺はここにやってきた経緯を語る。家にいるとみんながごはんを食べさせてくるから、なにもないところで野宿をしていれば、自然と瘦せるのではないかと……。

　それを聞いた莉緒はしばらくぽかーんとしていた。

　いつも聡そう明めいで愛らしい莉緒が間抜けな顔を見せるのは、一周回ってすごい可愛かわいかったけれど、今のろけてもブン殴られるだけだろうと思ったから俺は黙っていた。

「そう、だったんだ……」

　莉緒は全身の力が抜けたかのように、その場にへたり込んだ。

「よかった……。お兄ちゃんが、もうなにもかも嫌になっちゃったのかと思って……。あたしがずっとそばにいてあげられるわけじゃないし……。だから、あたし、あたし……不安で、仕方なくて……」

「……莉緒を残してどこにも行くわけないだろ」

　しばらく頭を撫なで続けていると、莉緒はようやく落ち着いてきた。

「泣いちゃってごめんね、お兄ちゃん……。あたし、もっとちゃんとお兄ちゃんのこと信じて、にっこり待ってなきゃだめだよね……。こんな泣き虫な子、やだもんね……？」

「そんなわけないさ、どんな顔をしてても、俺はずっと莉緒のことが好きだよ。それにしても、どうしてここがわかったんだ？」

「それは」

　莉緒が横に避けると、そこには見慣れたひとりの少女が立っていた。ルッツだ。彼女は粛々と頭を下げる。

「お兄さまがコソコソと夜中に家をお出かけになったので、こっそりと後をついていきましたです。その上で私ひとりでは判断がつかなかったので、姫さまにもご報告させていただきましたです」

　さらに後ろには、迎えの馬車やら騎士やらが大勢いた。

　え……？　えっと……。

　俺は先ほどの莉緒の焼き直しのように、ぽかんと口を開く。

「……全部バレてたってこと？」

「はいです」

　なんてこった。決死の覚悟もなにもかも見透かされたような気分になった俺は、力なく膝から崩れ落ちる。これじゃまるで小学生の家出じゃないか。

　それが莉緒まで呼び寄せる大事になって。情けないったらありゃしない。

「ごめんな、莉緒……ふがいない兄貴で、ごめんな……」

「ああっ、お兄ちゃん!?　えっ、ちょっ、お兄ちゃんー!?」

　俺はその場に倒れ込んだ。

　もうお腹が減って、一歩も動けそうになかったのだった。







　その日の夜、家に連れ戻された俺はいつものように茹ゆでたブッコロリーをもさもさと食べていた。

　もういい加減、ダイエットを諦めたほうがいいんじゃないかと思いつつある。

　だから『付け合わせ』のステーキも温めてもらおうかと考えたんだが……なぜだろうか、気が進まなかった。

　こんな八方塞がりな状況なのに、俺はまだ自分がダイエットに成功できるだなんて思っているんだろうか。

　バカな。どんだけ自己評価が高いんだ。できるわきゃない。

　俺に莉緒の期待は重すぎたのだ。

　腹が減って気分が落ち込んでいるのがわかる。この世界の女神の教えは正しい。腹いっぱいの人間の元に幸福が訪れるのだ。俺は今、自分の弱さとみすぼらしさを突きつけられていた。

　自分の腹の肉をつまむ。こんなに肉が余っているのに、どうしてお腹は空すくのだろう。もう一生腹が空かなければいいのに。油とガソリンで生きる機械になりたい。

　コン、コン、と窓がノックされる音がした。

　なんだろうかと近づくと、そこには後ろで髪を縛った莉緒がいた。動きやすそうなジャージっぽい衣装をまとっている。

「り、莉緒？　なんでまたこんなところに。お前、城を抜け出してきたのか？」

「しーっ、お兄ちゃん声おっきい、しーっ」

「あっ、はい」

　慌てた顔で唇に人差し指を当てる莉緒は、辺りをきょろきょろと見回した上で、俺を見て微笑ほほえむ。

「ねえお兄ちゃん、今からお散歩にいかない？　いこ？　かわいい妹と一緒にいこうよ。ね？」

　その誘いはまるで、俺を誘惑しにやってきた夜の精霊のようだった。

「散歩って、こんな真夜中だぞ。しかもその格好は」

「えへへ、たまには妹のわがまま聞いて？　いいでしょ、お兄ちゃん。あたしといいこと、しよ……？」

　手招きする妹のおねだりに、抗あらがえるはずもなく。俺はなんとなく落ち込んだ気分を抱えたまま、着替えてついてゆく。

　月明かりの下、妹とふたりで王宮の庭に抜け出した。

　夕方に会ったときに泣きじゃくっていた莉緒とは裏腹に、今の莉緒はずいぶんと元気そうで、それだけが俺にとっての救いだった。

　前を歩く莉緒の歩調は軽やかで、散歩というよりはあまりにも足早でスタスタとして俺をどんどんと引き離し……。

「ウォーキングだこれ！」

「え、いま気づいたの!?」

　腕を振りながら足を動かすと、体中が汗ばんできた。

　異世界の気候はずっと春みたいで、運動するには適温である。

「いいことって言うから、なんかてっきり」

　その言葉に莉緒は『え～、えっちなこと考えてたんだ～？　えへへ、でもあたし、お兄ちゃんが望むならいつでもオールオッケーだよ……？　ね、大好きなお兄ちゃん♡　ふたりで創世神話、作っちゃおっか？』ぐらいのことを言ってくるんだと思っていたが。

　しかし、莉緒は俺から目を逸そらした。

　えっ!?

「ほ、ほら、あたしも毎日書類とにらめっこで疲れちゃってさ。たまには体を動かしたいなーって……。その、お兄ちゃんもだいぶ頭ゆだってたみたいだし……？」

　な、なんでそんなもじもじしているの、妹よ。

　いつもみたいに真まっ直すぐな愛情表現を求めていたんだよ、俺は。

　そこで気づく。──まさか莉緒は怒っているのではないだろうか。

　少し想像しただけで気が狂いそうになるが、俺はなんとか踏みとどまった。悪いのは俺だ。家出して莉緒に心配をかけてしまったのだから。それぐらいのことはされても当然だ。

　どうすればいいんだ俺は。莉緒に嫌われるのはなによりも恐ろしい。けれど俺は自分の愚かさの代償を支払わなければならないのではないか。

　とりあえず土下座だ。土下座をしたほうがいい。俺がタイミングを見計らっていると、莉緒は自然な態度で「あのね」と振り返ってきた。

「アリーチェさんに口利きをしてくれたのって、お兄ちゃんだよね？」

「え？　ああ、まあ……」

　なんだ、そのことで怒っているのか？

　余計なことをしやがってっていうことなのか……？

　俺は莉緒の気持ちも知らず、なんてことを！

　莉緒は両手を胸に当てて、はにかみながらつぶやく。

「すごく……嬉うれしかったの」

「……え？」

　力が抜けてしまった。

「お兄ちゃんがあたしのこと、想おもってくれてるってわかって、ホントに嬉しかった。離れていても心が繫つながってるんだって……。なんかそんなことを考えながら、毎日お兄ちゃんのことを想ってたら、お兄ちゃんが家出しちゃうでしょ？　だから、もしかしたらお兄ちゃん、アリーチェさんにあたしのことを任せて、自分はどこかに行っちゃう気だったのかな、って」

「そんな」

「ホントは違うってわかってる。でも、もしかしたら、って思っちゃったんだ。だってお兄ちゃんは、いっつもあたしのために自分のことを我慢してくれてるから。あたしの大好きなお兄ちゃんはとっても優しすぎて、いつも自分のことを後回しにしちゃうから……」

「そんなことはない！」

「っ」

　思ったより大きな声が出た。

　びくりと震えた莉緒に咳せき払ばらいし、俺は続ける。

「ごめん。でも、違う。俺は俺のやりたいようにやっているだけだ。俺は莉緒が好きだから、莉緒のためならなんでもしてあげたいんだ。嫌なことなんてないよ」

　本当だ。今だって、昔だってそうだ。

「……でも、逃げ出しちゃうぐらい、ダイエットが嫌だったんでしょ？」

「あれは俺に無理矢理食わせようとしてくる連中がいるから……思うように瘦せられなかったし、それでついカッとなって……」

　情けない。俺はいったいなにを話しているんだ。

　莉緒は俺の手を引いた。

　月明かりに照らされたその微笑ほほえみが、なぜだか今は危うげな魅力を醸し出す。

「お兄ちゃんが本当に嫌なら、逃げちゃおうか」

「え？」

　妹がなにを言っているのか、一瞬わからなかった。

「あたしとお兄ちゃん、ふたりでどこか他の国にさ。元のおうちには戻れなくなっちゃうけど、別にいいよね？　ふたりが一緒なら。どこだっていいよ。あたしはお兄ちゃんさえいれば幸せだもん。もしお兄ちゃんがそれでいいなら、あたしはお兄ちゃんのためになんでもするから。他の国ならあたしとお兄ちゃんが兄きよう妹だいだって知ってる人もいないから、なんだってできるよ。なんでも、して。お兄ちゃんは最強の魔法使いだし、あたしもこの世界のこともっと勉強すれば、きっとふたりで生きていけるから。ね、ね……ね？」

　すぐに言い返すことはできなかった。

　だけど。

「本当にお兄ちゃんのしたいようにしようよ。あたしはお兄ちゃんのために、なんでもするから。あたしのすべてはお兄ちゃんのものなんだから……。お兄ちゃんが我慢することなんてないよ。王国の人なんてよく知らないのに、その人のために戦うなんて嫌に決まってるよね？　気づけなくてごめんなさい。付き合わせちゃってごめんなさい。だから、ね？　お兄ちゃん……ふたりならどこへだっていけるよね？」

　戸惑う俺を見た莉緒。

　最愛の妹は、先ほどまでの危うげな表情を新たな微笑みで覆い隠す。

「ごめん、ウソ。全部ウソだから、気にしないで」

「でも、莉緒」

「困らせるつもりじゃなかったんだけど……お兄ちゃんは、優しいもんね。一度手を差し伸べた人を、見捨てられないよね。新しい妹だっていっぱいできたみたいだし……。ヘンなこと言って、ごめんなさい」

「……お前が、そうしたいのか？」

　莉緒は眉をハの字に傾けて、首を振った。

「ううん、あたしは……。よく、わかんなくなっちゃった」

　その頼りない微笑みを前に、俺の胸が痛む。

「でもお兄ちゃんがそばにいてくれるなら、がんばる。いつまでもがんばれるよ。お兄ちゃんがずっとあたしのためにがんばってくれてたんだから、あたしだってできるよ」

　ねえお兄ちゃん、と莉緒が両手をギュッと握りしめてくる。

「これから毎日、一緒にウォーキングしよ？　ひとりでダイエットするのが大変なら、あたしもずっと付き合うからさ。夜の、おんなじ時間に待ち合わせして、ふたりっきりで、ね？　ね？」

「え、毎日!?　お前、大丈夫なのか？」

「もちろん！　継続することによって筋肉がついてきて、基礎代謝もアップするから一石二鳥っ。大丈夫大丈夫、こう見えてお姫様なんてヒマヒマなんだから！」

　はにかむ妹は、胸に手を当てる。

　もちろん、莉緒がそう言ってくれるのは嬉しい、けれど……。

「無理してないか？」

「違うの。あたしがお兄ちゃんと一緒にいたいの。ねえ、あたしのワガママ……だめ？　毎日知らないおじさんおばさんに囲まれて、ずーーっとお仕事でお城から出られない可哀かわい想そうなあたしを、お兄ちゃん王子様はエスコートしてくれないの？」

　上目遣いで見つめられて、俺は後頭部をかく。

「エスコートっていうか、どっちかというとダイエットに付き合ってもらっている俺のほうが手を引かれてる感じなんだけどな」

「大事なのは雰囲気だから、いいの！　あたしはお兄ちゃんがいないと死んじゃうよー病なんだから！　これは不治の病なんだよ!?　一生完治しないんだから、ずっとお兄ちゃんがそばにいてくれないとだめなんだから！」

「それじゃあいつまでも離れ離れになるわけにはいかないな。ずっと莉緒は俺の手の届くところにいてくれないと」

「もちろんっ」

　莉緒は俺の腕に勢いよく抱きついてきた。

　俺たちは久しぶりに兄妹水入らずの時間を過ごす。

　まるで夜の逢おう瀬せみたいだ。

　──しかしこのことが後に大問題になると、俺はまだ知らなかった。







　　　　　＊＊＊







「お兄さま、きょうのご飯をお持ちいたしましたです」

「……」

　運ばれてきたデカいワゴンの上には、ひとりの少女が全裸で横たわっていた。彼女は両手で胸を隠すようにしながら、顔を真っ赤にしてギュッと目をつむっている。

「おい」

「なんでも、お兄さまの住んでいた地域には『女体盛り』と呼ばれる文化があるそうですね。子どもからお年寄りまで、味だけではなく目で見て楽しむ料理として広く大衆に愛されていると聞きましたです」

　運ばれてきたミィルの上には、魚の切り身が華のように盛り付けられている。きわどいところは見えないように料理で隠されているが、ミィルは今にも泣き出しそうなほどに恥ずかしがっていた。

「狂ってるよ！　ていうかいくら姉の頼みでも断れよミィル！」

「うぅ～～……これでお兄さまぁが食べてくださるならぁ、ミィがんばりますぅ……」

「違うから！　俺、女体盛りじゃないと箸が進まない奇病に冒されているわけじゃないから！　だいたいなんで妹にやらせんだよ！　お前がやれよ！」

「私ちょっと体温高めなので、ナマモノを乗せるには不適切だと判断いたしましたです」

「ミィはこのときのために、冷水に二時間浸つかってましたぁ～……お兄さまぁ、どうぞ柔肌の上のお刺身、召し上がってくださいぃ～……」

「今すぐ風呂入って温まってこい！」

　メイド姉妹を追い返し、俺は盛大にため息をついた。

　さて、部屋でブッコロリーかじって、ウォーキングにいこう……。







『ダイエットなんてそんなに難しいもんじゃない。俺はもう99回もやってる』

　前はそんな言葉が俺の常じよう套とう句くだったが、今は違う。

　ダイエット、ホントつらいです。

　夜の庭を莉緒とふたりでウォーキングする。隣を歩く莉緒はいつものように俺を励ましてくれる。世界で一番よくできた妹だ。

「体が大きいってことは、普通の人よりもたくさんの重りを背負っているってことだから、ちょっと歩くだけで効果が大きいんだよね。むしろこの一点においてお兄ちゃんは普通の人よりダイエットに関して優れているとも言えるわけなんだよ！」

「ポジティブな捉え方だなあ」

　腕を振って歩く俺は、額に流れる汗を拭く。

　家では相変わらずの食料攻め（むしろ逆の意味で）だが、夜にきっちりと運動できることで、俺のストレスは目に見えて減っていった。

　同じように体重も減っていってくれていたらありがたいんだが、そううまいことはいかないな……。

「いかに長い時間、自分と戦い続けられるか。ダイエットは長期戦だからね？　だから野宿とか一気に瘦せるための無茶はしないで、普段から続けられることだけを無理なく続けてね、お兄ちゃん」

「もちろんわかっているとも。なんだその野宿って。どこのバカがそんなことやったんだ笑えねえわ」

　俺がそう言うと、莉緒は可哀想なものを見るような目をした。慌てて話を変える。

「ま、でもそうだな。続けられるダイエットってのは大事だな。納豆だけダイエットとか大変でモチベーションが続かなかったし。これから一生納豆しか食べられないんじゃ外食すらできないからな」

「お兄ちゃん、今もブッコロリーで似たようなことをしているんじゃ」

「カレーかけたりシチューにしたり、味のレパートリーを工夫してもらったりはしてるし」

　半眼の莉緒に、俺は首を振る。

　それに、別にブッコロリー単食ダイエットをやってるつもりはない。ただ単に俺がブッコロリー好きだから、ブッコロリーを食べ続けているだけだ。三食目はちゃんと栄養バランスを意識した食事にもしている。

「とにかく、付き合ってくれてありがとうな、莉緒。お前のおかげで健康的に過ごせている気がするよ。この体いっぱいに溜ため込こんだ愛を少しずつ減らす代わりに、せめて俺は口で愛情を表現しようと思う。愛しているぞ、莉緒」

　そんな軽口を叩きながら張り切って歩いていると、後ろから莉緒がぽつりと言う。

「あたしも、お兄ちゃんのことが……ホントに……ホントに……」

「ん？」

　俺は振り返る。

「なんか言ったか？　莉緒」

「…………う、ううん」

　莉緒は透明な笑顔を浮かべた。

　それは妙に心細くて、思わず抱きしめたくなるような笑顔だった。

　けれども莉緒は遠くになにかを見つけたように「あっ」と声をあげると、俺に向かって急に手を振ってきた。

「えと、そろそろ帰らなきゃ。明日もここでね、お兄ちゃん」

「……え、ああ」

　肩のタオルで汗を拭きながら、ひばりのように去ってゆく彼女を見送る。

　もう少し長くウォーキングしていたかったな……なんて思ったのは、初めてのことかもしれない。







　ルッツが夕食まで雇い主のもとに出かけていたため、翌日の夕食当番はミィルだった。こんな日に限ってココノも来ない。

　ソファーに座った俺は帰ってきたばかりのルッツをちらちらと見上げる。

「あのさあルッツ。俺きょうお腹なかすいてなくて……一食ぐらい抜いてもいいかなーって」

「いえ。ご主人さまの健康管理も私の仕事なのです」

「だったらミィルじゃなくて、今からでもお前が作ってくれよ……」

「なにかおっしゃいましたですぅ？」

　澄ましたルッツの肩越しに、こわごわと厨ちゆう房ぼうから皿を運んでくるミィルの不安げな表情が目に入って、俺は慌てて両手を振った。

「いや、なんでもないよ！　きょうはどんなヘルシーごはんが食べられるのか楽しみだなあ！」

「えへへぇ、がんばりましたぁ」

　マスクをして頭に氷ひよう囊のうを乗っけたミィルは、にへらーとした笑顔を浮かべる。先日の一件で高熱を発しているらしい。アホの子なのかもしれない。

「手伝おうとは思ったんですが、どうしてもご主人さまのためにひとりでやり遂げるんだと発奮していたのです。いかに体調が悪かろうが、自分がご主人さまを飢えさせるわけにはいきませんから、とです」

「お前、実の妹をけしかけるのずるいぞ！」

「なんのことだかわかりませんが、ミィルは責任感の強いメイドなんですよ」

　かすかに微笑ほほえむルッツはまるで妹想おもいの姉のようだ。この野郎。

　ミィルはテーブルの近くにひざまずき、皿を並べてゆく。

「お兄さまぁのお口に合うかどうかわかりませんけどぉ、一生懸命っ！　作りましたぁ！」

　ミィルと俺の間には、謎の黒焦げが乗った皿がいくつも並べられている。

　うん。

　他のメイドたちが俺の食欲を刺激してくるのに対して、ミィルだけは違う。こいつはメイド唯一のメシマズなのだ。

　先週の食事は苦いわ辛いわ甘いわマズいわで、散々だった。三口食べて死ぬかと思った。

　俺はこの見かけ通り、美食家なんて柄じゃない。食えるもんはたいていウマいと感じるお手軽味覚だ。だが、違う。ミィルのメシは食えないのだ。

　嘔おう吐とというシステムが人間の体を毒から守るために造られたように、ミィルの食事を俺の体が受けつけてくれないのだ。

　しかしミィルは俺の目を見上げながら、にっこりと熱に浮かされた笑顔で言う。

「よ、よかったら食べてぇくださぁい……美味しくなかったらぁ、捨てても大丈夫ですからぁ」

　そんなミィルの手にはたくさんの絆ばん創そう膏こうが貼ってある。俺の胃がズシーンと重くなる。

　ルッツがコソコソと耳打ちしてくる。

「本当に無理だと思ったら、吐き出してくださいです」

「…………」

　こいつ……。

　ミィルは犬ならブンブンと尻尾を振っていそうな目でこちらをじっと見つめている。まったく、食欲じゃなくて罪悪感を刺激してくるとは、とんだ料理人だぜ。

　俺は表情だけ笑顔を繕いながらスプーンを取る。

　本日の晩ごはん（のようなもの）は食堂で買ってきたパンに、ミィルが作った謎の黒焦げと灰色に濁ったスープだ。中身がこわい。

　とりあえず俺はいったんスプーンを置いて、パンを一切れちぎって食べた。ウマい、ウマすぎる。どこかの誰かが作ったパンがウマすぎて死にそうだ。

「あ、あのぉ……今回ミィは、スープを作ったんですよぅ……」

「見りゃわかるよ！」

「ぴっ」

　俺が反射的に怒鳴ると、ミィルは涙目になって固まった。

「あ、いや、そういう意味じゃないんだ。なんかこう見た目が……そう、ミィルらしいなーって！　お前の愛情がたっぷりこもっているよ！　うん！」

「あぅ」

　ミィルの顔が真っ赤になった。

「愛情だなんてお兄さまぁそんなぁ……ミィはその、あの、そのぉ……てへへ……」

　恥ずかしそうにはにかむミィルは可愛かわいいが、それでスープの邪悪さが浄化されるわけでもない。

　でも、早く食べないと莉緒との約束の時間に遅れちゃうからな……。

「……じゃあ、いただきます……」

　スプーンをスープに浸し、ゆっくりと持ち上げる。

　匂いは無臭だ。無臭っていうのが一番怖い。なにも備えることができない。

　覚悟を決めて口に運ぶ。

　舌先にしびれが走った。

　なんだこれは。背筋が一気に凍りつく。俺はきっと今、人類史に残るようなとてつもないものを口に入れたのだ。そんな衝撃が全身を貫く。

　だめだ。まだ人間には早すぎた味だ。俺の手の中からスプーンがゆっくりとこぼれ落ちる。ミィルが「お兄さまぁ!?」と悲鳴を上げ、ルッツが顔を手で覆っている姿が見えた。

　それが俺の最期に見た景色となった──。




　──というのは言いすぎだが、気がついたら真夜中だった。

「約束がっ」

　待ち合わせの時間はとうに過ぎただろう。

　体を起こすと、ベッドにもたれかかって眠っているルッツの姿があった。さすがのこいつも、責任を感じて看病してくれていたようだ。

　くーくーと寝息を立てるその姿は無防備で愛らしく、さすがに今ばかりは文句も言わないでおいてやろう。なんだかんだ身の回りのことを全部やってもらっているしな。感謝しているんだよ。

　彼女を起こさないように気をつけて着替えると、いつものように窓から出る。待ち合わせ場所に小走りで向かう。

　まいったな、莉緒はもう帰っているかな。忙しいやつだからな。

　昨日の別れ方が別れ方だったから、ちゃんと会って話をしたかったんだが……。

　しかし待ち合わせ場所に先に到着したのは俺の方だった。

　あれ、莉緒まだ来てないのか。会議が長引いているとかなのかな。

　とりあえずストレッチでもしながら待つか。

　すると、暗がりからこちらに向かって歩いてくる人がいた。俺は一瞬「おっ」と思ったが、しかし莉緒とは背格好がぜんぜん違う。そもそも男だ。

「やぁ、旦那。きょうはいい月夜ですぜ。散歩かなんかですかい？」

　長身の男だ。何度か城で会ったことがある。傭よう兵へいあがりの貴族、サーレ男爵とか言ったか。

「いや、まあ、そんなとこだ」

　黒衣をまとうサーレは鼻にかかった声でへへっと笑う。なんとなく嫌な笑い方だった。

「そういえば旦那のダイエットとやらの調子はいかがですかい」

「え？　まあ、ぼちぼちだよ。体重はそう簡単に落ちないからな。辛抱強く、長く続けていかないとさ」

「普通の魔法使いはすぐ落ちちまうんですけどね。そこが旦那は大違いだ。その脂肪はまさに神の贈り物ですぜ」

「神は神でも、世話焼きの女神の贈り物なんだよな」

　妹の料理を思い浮かべながら返す。エプロンを着けて台所に立つ莉緒は、本当に女神と見間違うほどにきれいなときがあるんだよな。

　しかし、異世界に来てからは妹の料理を一口も食べさせてもらえていない。ココノの料理も美味おいしいは美味しいのだが……。なんだか寂しい。

　一方、不吉なこの男はここから動く気はないらしい。闇色の深い瞳で俺を値踏みするように見てくる。

「旦那はなんでダイエットなんかしているんで？　ここじゃ太れば太るだけみんなちやほやしてくれる。旨うまいモンだって女だって食い放題だ。だってのに、どうしてわざわざキッツイ道を歩こうとするんです？」

「それはあんたたちの価値観だろ。俺には他に大事なもんがあるんだよ」

　するとサーレはいぶかしげに。

「太りさえすれば、誰もが旦那を認める。誰もが旦那を求める。俺は旦那が羨ましくてたまらねえや。命ですら、ほしいものはなんだって手に入るんですぜ。それより大切なものが他にあるんだったら、ぜひとも聞かせてほしいもんでさ」

　まるで試すような言葉だ。どうやってかわそうかと考えた俺は、別に言っても減るもんじゃないしなと思い直す。

「俺が大事なのは……兄貴としての、意地さ。約束したんだよ、莉緒と。心の弱さで約束を破るのは、カッコ悪いことだろ？　俺は妹にカッコ悪いところなんて見せたくないんだ。つっても、もう十分カッコ悪いけどさ。だからせめてこれ以上評価を落とさないようにな」

　俺は自分のでっぷりとした腹をさすりながら語る。

　サーレは皮肉げな笑いをやめて、じっと俺を見つめていた。

「たった、それだけ？　それだけでこの世の富も名誉も捨て去ろうと？」

「そうだよ。でも十分だろ。妹の笑顔があれば」

　サーレは声を上げて笑った。

　今までの笑い方とは違う、少年のような笑顔だった。

「いや、失礼。まさか旦那がそんな面白いやつだとは思わなかったんで。そういえば思い出しちまったよ、俺にも妹がいたのさ。俺もあんたと同じ兄貴ってやつだったな」

　その言い回しに、俺は顔を曇らせる。

「妹がいた、って……嫁にでもいったのか？」

「ああ。純白のウェディングドレスじゃなくて、真っ黒なドレスを着て、俺じゃ手の届かない神様ってやつのとこにな。おっと、そんな顔をしなさんな。もう昔の話だし、それにこんな時代さ。なんとも思っちゃいねえよ。旦那の生きている妹さんを大事にしてやんな」

「ああ……。なんか、悪いな」

　肩をポンポンと叩かれて、俺は少しだけ安心した。この男はそう悪いやつじゃないのかもな。

　だが、あまり長話をしている暇もない。もしかしたら待ち合わせ場所を間違えているのかもしれないから、莉緒を探しに行かないと。

「あっと、すまない。人と待ち合わせをしているんだ、もう行かないと」
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「ああそうかい、引き止めちまって悪かったね」

　歩き出そうとした背に声を浴びせられる。

　それは先ほどまでとはまるで違う、感情の読めない声だった。

「そうそう、旦那。あんたのことが気に入ったから特別に教えてやるさ。ロッセッラ姫に不穏な噂うわさが立っているんですが、知ってますかい？」

「……噂？」

　サーレは再び不吉さをまとい直し、クックッとくぐもった声で笑う。

「なんでもロッセッラ姫は帝国と通じていて、この国を売り飛ばそうと企てているとか」

「へ？」

　おかしな声が漏れた。

　莉緒が？

　そんなことするはずないだろ。

　真顔になった俺を見てなにがおかしいのか、サーレは口の端を吊つり上あげる。

「もちろん流言飛語の類だとは思ったんですが、しかしね、なんでもロッセッラ姫は子飼いの魔法使いをわざと瘦せさせようと協力していたって話じゃないですかい。夜に密会していたのを誰かが目撃したみたいでさ。こいつぁ問題ですよ。現状、戦争でもっとも活躍する最大戦力の魔法使いをこっそり瘦せさせるなんて、自殺行為だ。国防の意志を放棄していると取られても、おかしくないわな」

　頭を殴られたような衝撃が走った。

　まさか、そんな。

「国民にも不安が広がっているそうだから、今度広場で異例の申し開きが行われるとかなんとか。今夜はその対策会議で姫様は寝る暇もないみたいでさ。ったく、なーんでそんなことをしちまったんかね。あの姫様はもうちっと要領のいいお嬢ちゃんだと思ってたんですがねえ。見込み違いってやつでさあ」

　大変なことになってしまった。

　動どう悸きが収まらない。

　サーレは挨拶をして去ってゆき、俺ひとりが残される。

　夜の闇に手足の先が溶けてしまうような、そんな感覚に襲われた俺は、しばらくその場に佇たたずんでいた。

　結局この日、莉緒は現れなかった。







　翌日、アリーチェに話を聞くと、どうやらサーレが言っていたのは本当のことらしい。

「噂が前からあったのは、もちろん知っておったわ。ま、少なくともあやつがそのような謀はかりごとを企てるような、要領の好いい娘だとも思わぬし、放置しておいたのじゃがな。事実はともかくとして……国民に伝わってしまったのが、致命的じゃのう。どうしてそんなことになったのかわからぬが。しかし、今すぐなにがどうなるってことでもあるまいて。元気を出すが好い」

　ソファーに並んで座っていたアリーチェは、俺の膝を優しく撫なでてくる。

　しかし俺が反応できずにいると、ぎゅっとふとももをつねられた。

「え、痛い」

「そなたがそう落ち込んでいても仕方ないではないか。ここで心を砕いていても、状況がよくなることはないぞ。今はやるべきことをやって過ごすが好い」

　励まそうとしてくれている彼女の真摯な眼まな差ざしを浴びて、俺は顔をあげる。

「……俺のやるべきことって」

「決まっておる。わらわが最強に近づくために、その魔法の秘密を一切合切、包み隠さず喋しやべり尽くすぐらいじゃな」

「だからそんなのねえって！」

「フフ、もしそうだとしたらなおさら面白いの。そなた自身も知り得ない己の力を、わらわが解き明かす。これぞ歴史にビスチェ家の名を刻む偉業と呼ぶにふさわしい行いじゃ。のう、あにうえよ」

　アリーチェはえっへんと胸を張る。こいつはどんなときでも前向きだな……。

　だが、そうか。

　俺のやるべきことは決まっているよな。

「なんかありがとな、アリーチェ」

「なあに、あにうえのために一番利用価値の高いいもうとでありたいと、常日頃から思っておるでな。さてと、わらわはそろそろ行かねばならぬ。どうも領地の近くに、久しぶりに帝国軍が現れたとのことでな」

「えっ……その体で大丈夫なのか？」

「フフ、わらわを見くびるでないぞ」

　アリーチェはぷにっとした二の腕をつまむ。

「ここ数日間、あにうえの家でずっと怠惰に寝転がっていたからの。ようやく、見えないところがふっくらしてきたわい。これほどの魔力があれば、烏う合ごうの衆など恐るるに足りん」

　それはもしかしたらアリーチェが俺に心配をかけまいとついた噓うそだったのかもしれない。けれど、俺はその笑顔を信じることにした。

「わかった。けど、無茶はするなよ。お前も俺の大切な妹のうちのひとりなんだからな」

「おや。ついに認めることにしたのかえ？　あにうえもわらわの魅力にコロリンと転んだかの？」

　俺は顔をそむけた。

「……大切な、妹弟子のひとり、だ。そう言ったんだ」

　けらけらとアリーチェが笑う。

「いけずぅじゃの。ま、それではまたしばらく来れなくなるやもしれんが、寂しくなったときは、今度はあにうえが逢あいに来てくれても構わんぞ。それじゃあの」

「ああ」

　立ち上がった少女の背に。

「負けるなよ、アリーチェ」

　アリーチェは軽くびっくりした様子で振り返ってくると、自信満々に微笑ほほえむ。

「無論じゃ。かつてヴィテッロ王国最強と謳うたわれたわらわに土をつけることができるのは、この世界でも唯一あにうえだけじゃからの」




　莉緒は、明日にはもう国民の前に出て、演説のようなものを行うらしい。

　お城には行ってみたけれど、忙しいからという理由で会わせてもらえなかった。

　次の日までなにをするべきか考え、俺は計画を練った。そして決めたのだ。

　──妹を守る。

　なによりもそれが俺のやるべきことだ。







　城都の広場を使った集会場には、たくさんの人が詰めかけていた。

　誰も彼も心細そうな顔をしている。自分たちの暮らしがどうなってしまうのか、不安で仕方ないのだろう。

　帝国軍に襲われた国境付近の村は、たっぷりと略奪に遭ったとか。そんな話を俺も妹メイドたちから聞かされていた。

　国を背負って立つ者が自分たちを守るどころか、国を売り払おうとしているだなんて、彼らにとっては許せない事態だろう。

　もっとも、本当にそうだったとしたらこんな会見なんて開く必要はない。国民の声なんて無視して、勝手に上だけで話を進めればいいのだ。

　つまり、こうして人々の前に姿を現すことこそが誠意だと、莉緒は思ったのだろう。

　だから俺もここに来たのだ。

　確かに普通の魔法使いを瘦せさせようとしているのなら大問題になるのかもしれない。しかし俺は違う。脂肪を消費せずに魔法を使える唯一無二の男なのだから。

　計画はこうだ。

　莉緒が演説をしているその最中、舞台に乱入する。帝国軍を追い返した俺がみんなの前で魔法を使い、莉緒の潔白を証明するのだ。

　俺がトクベツな魔法使いだとわかったら、この事態も収まるだろう。

　群衆に紛まぎれ、莉緒が現れるそのときを、今か今かと待つ。

　来た。

　影武者だということがバレないようにか、顔にヴェールをかぶった莉緒が皆の前にやってくる。騎士を左右に置いたその姿は、まるで連行されてきた罪人のようだ。

　ヴェールをかぶっているからその表情は読み取れない。いったいどんなことを考えているのだろうか。

　人々は莉緒の声を今か今かと待ち望んでいる。

　その機運が高まったところで、莉緒がよく通る声を出した。

「私はロッセッラ・ロンバータ・ヴィテッロ。この国の実務を任せられております」

　俺は違和感を覚える。

　これは……？

「このたびはあらぬ噂がはびこっていると聞いて、やって参りました。ここで改めて私自らが噂の真相についてお話しさせていただきます」

　毅き然ぜんとしたその立ち姿は、王族の礼儀を叩たたき込こまれた彼女の修行の成果だろう。

　だが、続く言葉に集会場は騒然となった。

「──帝国軍と通じているのは、事実です」

　そんな馬鹿な。

「暴食俱く楽ら部ぶに追い詰められた我が国は、もう逆転の手段などありません。このままでは国民のすべてが上位民たる帝国軍に殺されてしまうでしょう。したがって、私は降伏勧告を吞のみました。条件は武装解除。ですから私は、我が国の魔法使いたちを瘦せさせようとしていたのです。今まで皆様に黙っていて申し訳ございません」

　壇上に立つ女は羽ばたくように両手を広げた。

「ですが、おかげで帝国さまは私たち王族を生かしてくれると約束してくださいました。重税や初夜権を差し上げることに加え、帝国さまに一切逆らわず絶対服従さえすれば、私たちはこの大地に生きていてもいいのです。これは破格の条件です。野良犬とて、一度餌を恵んでもらえればその恩義は忘れません。我々は帝国さまの寛大な御み心こころによって、新たなる命を与えられるのです」

　その言葉の異質さに、目がくらみそうだ。

　あの女は莉緒ではない。

　いったいなにがどうなっているんだ。

「ふざけるな！」

　誰かが叫んだ。

「そんな馬鹿げた話があるか！　帝国軍は俺たちの仲間を殺したんだ！　そんなやつに服従だなんてありえない！」

「そうよそうよ！　うちの夫だって戦争にいって帰ってこなかった！　これ以上帝国軍に奪われてたまるもんですか！」

「あんたたちはそれでいいかもしれないけどなあ！　俺たちの生活はどうなるんだ！」

　不満の声が爆発した。

　しかし壇上に立つ女は超然とした佇たたずまいで、その声を平然と受け止めている。

　暴動が起きそうになるムードを察したのか、騎士たちが前に出て人々を押しとどめる。そのためにたくさんの騎士がやってきていたのか。

　人々は壇上に石を投げつけ、それに対抗した騎士たちが剣を抜く。

　辺りはもう一触即発の状況だった。

　なんでこんなことに……。

「おい！　なんなんだよ、お前！　莉緒をどうしたんだ！」

　俺は叫ぶが、民衆に阻まれて壇上の女には手が届かない。

　ダメだ。俺はなにをすべきか、考えるんだ。

　莉緒がこんなことを許すはずがない。あいつは帝国から王国を守ると誓ったんだ。やると決めたことを諦めて、屈服する道を選ぶなんてあるわけがない。

　──だとしたら、莉緒はどうなった？

　奥歯を嚙かみしめる。父と母の事故を知った時のように、体が冷える。

　いや、まだだ。まだ最悪の未来が訪れたと限ったわけではない。

　俺は走り出した。人の波をかきわけて、王城へと。

　もし莉緒が捕まっているとしたらそこだ。転びそうになりながらも駆ける。今は妹の身がなによりも心配だった。

　しかしせめて案内がほしい。王城の構造に詳しいやつなら最適なんだが。

　そんなことを思っていると、門を越えた辺りでひとりの女の子を見つけた。道の掃き掃除をしていた彼女は、俺を見ると手を振ってくる。

「お兄さまぁ～、先日は風邪で倒れてしまいまして、すみませんでしたぁ～。でも大丈夫ですぅ、ミィ、本日から復帰ですぅ」

　にま～と微笑む彼女の手を取る。

　そうだ、こいつは王城でもメイドをやってた。ミィルならなにかを知っているかもしれない。

「ミィル！」

「えっ、えっ、ど、どうかしましたですかぁ？」

「城の中で、人ひとり監禁できるような場所はないか!?」

　俺の言葉に目を白黒させながらも、ミィルは真剣に考え出す。

「そうですねぇ～……ミィもあんまり詳しくないですけどぉ。う～ん、う～ん……。あっ、例えば、あそこならピッタリだと思いますよぉ」

　仰ぎ見たそこには、ヴィテッロ城のシンボルにもなっている、高く伸びた尖せん塔とうがあった。なるほど。

　今はミィルを信じるしかない。大丈夫だ。こいつも俺の妹なんだから。

「すまん、急いでいるんだ。理由はあとで説明するから、案内してくれるか？」

「お兄さまぁのためなら、まっかせてくださぁい」

　ミィルは嬉うれしそうに胸を張った。

　なにも聞かずに身を差し出すその献身、妹の鑑かがみである。

　新米メイドなんてとんでもない。ミィルは妹メイドとして『ご主人さまのためにがんばる』という一番大切な資質をもっている少女だ。

「ではちょっとはしたないですけどぉ、走っていったほうがいいですかぁ？」

「ああ、頼む。緊急事態でな」

「わっかりましたぁ！　ではではミィ全速力で参りますぅ！」

「あっ、もうちょっとゆっくり走ってください！」

　スカートを翻しながら風のように駆け出すミィルの背に、俺は叫び声をあげた。
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　莉緒は「よし」と顔を上げた。

　部屋のあちこちに赤黒いシミがこびりついている。この部屋で起きた陰惨な出来事を物語っているかのようだった。呼吸するたびに、負の気配が体内を浸食してくる。

　けれど、もう大丈夫。

　落ちていたチョークを使えばほら、部屋の床はキャンバスに早変わり。

　そこには一面に大好きなお兄ちゃんのイラストが描かれた。

　さっきまではずっとめそめそ泣いていたけれど、ようやく自分の気持ちに落とし所を見つけることができた。涙を手の甲で拭ぬぐって、うん、とうなずく。この絵さえあれば、自分はどんな場所でも寂しくなんてないのだ。

　今回のは力作だ。朝からずっと時間だけはあったから。自分が兄をとても愛しているということがよく表現できている。できれば兄にも見てもらいたいけれど、それは贅ぜい沢たくな話だろう。

　ここは高い塔の上にある小部屋だった。

　突然執務室にやってきた騎士に両手を捕まれ、幽閉されたのがきょうの朝の出来事。

　罪状は国家反逆罪。

　今考えれば、その兆しはずっと前からあったのだ。

　突如として現れ、貴族たちの間を取り持つお姫様は誰からも反感を買っていたし、そこにアリーチェの口添えが入ったことによって見える不満はなくなったが、陰ではますます目の敵にされてしまっていたのだろう。

　こんな強引な手段に出るとは思わなかったけれど。

　でも、もういい。

　自分の役目は終わったのだ。

「なんだかんだ、いい人生だったと思う。うん」

　ベッドの上にあがり、こわばったほっぺたを手で揉もみ込む。

　生まれたときから父はいなくて、好きだった母も小学三年生のときにはいなくなってしまったけれど、そこからはずっとお兄ちゃんがいてくれたし。

　お兄ちゃんはこんな自分にも、惜しみない愛情を注いでくれた。

　まぶたを閉じれば、兄に優しくされたことだけが思い出されて、莉緒の胸は温かくなる。これが幸せじゃなくて、なんだというのだ。

「このまま閉じ込められ続けるのか、あるいは処刑されちゃうのかわかんないけど、ま、しょうがないかな。お姫様の末路ってだいたいそんなもんだもんね。あーあ、まさかあたしがホントに悲劇のヒロインになっちゃうなんて。普段から言ってたから、夢が叶かなっちゃったな」

　微苦笑を漏らす。再び零こぼれ落おちそうになる涙を、莉緒は我慢した。

「大丈夫、お兄ちゃんはなんだかこの世界に馴な染じめそうだし、新しい妹もいっぱいできたし。平気平気。あたしがいなくなってもお兄ちゃんは大丈夫。むしろ、心配の種がひとつ減るからそっちのほうが断然ハッピーでいい感じ。お荷物がいなくなったお兄ちゃんは今よりもっと気楽に生きられるはずだもん」

　先日、兄が部屋に戻るのを見送って、莉緒は少しだけ話をすることができた。兄の専属メイド、ルッツとだ。

　家の窓からこちらを監視していたルッツを手招きすると、彼女は素直に外に出てきてくれた。

　開口一番に、『お兄ちゃんのこと、よろしくお願いします』と頭を下げた。ルッツはひどく戸惑っているようだったけれど。莉緒は微笑ほほえんだ。

『あたしは王宮暮らしで、しばらくお兄ちゃんの面倒を見ることができないから、そばにいて身の回りのことをやってくれている人がいるのは、すごく感謝しているんだ』

　ルッツは首を振る。

『私はただ仕事だから、しているだけです』

『でも、お兄ちゃんが夜のウォーキングに行くの、見逃してくれてるんだよね？　野宿だって。ルッツさんには止めることだってできたのに』

『それは……私の勤務時間外ですから。私の仕事はソウタさまにごはんを食べさせることであって、ソウタさまが瘦せようとすることを止めることではありませんです』

『うん。でも、大丈夫だよ、ルッツさんがお兄ちゃんを見る目が時々すごく優しいって、あたし知ってるからさ。これからもお兄ちゃんのことをよろしくお願いします』

『……誤解です。ですが、ソウタさまのことは引き受けますです。私の大切な……いえ、そう、大切なお金のなる木ですから』

　言葉を交わしたのはそれだけだったけれど、今になって思えばよかった。

　最期に兄のことを託すことができたのだから。

　自分はラッキーだ。

　莉緒はお兄ちゃんの絵を眺めて微笑む。

「大丈夫、大丈夫。こわくなんて、ない。あたしがいなくなったら、お兄ちゃんはどこへでもいけるし、なんだってできるんだもん。そう考えたら、これが一番。むしろラッキー。悲劇のお姫様が泡となって消えても、王子様は結婚相手と幸せに暮らすの」

　昔から、たくさん努力をしてきたつもりだった。

　でも、それはすべて裏目に出る。

　料理だって、兄に褒められて、料理大臣に任命されて、それがなによりも嬉しくて。

　図書館で本を借りたり、知り合いのお母さんに教わったり、時間さえあればとにかく料理の勉強をしていた。

　人生で一番がんばったことだったのに、それは結局、大切な兄の健康を害しただけだった。

　王女となってこの国の人のために働いても、自分はなんの役にも立たなかった。

　だからもういいんだ。

　結局、兄にもらったものを返しきれなかったけれど。

　好きだって、大好きだって、愛してるだって、何度も何度も伝えてきたから。

「幸せになってね、お兄ちゃん……」

　それだけが、莉緒の想おもいだった。

　そのときだ。

　ドンドンと扉がノックされたのは。

　自分を連れてゆく人がついに現れたのかと、莉緒は後ずさりして扉から離れる。

　だが、外から聞こえてきた声は彼女がよく知るものだった。

「莉緒！　ここか、莉緒！　この部屋か!?」

　思わず叫び出しそうになる。

　全身は驚喜に包まれた。まさか兄が自分を見つけ出してくれるなんて。

　──だけど莉緒は口を手のひらで押さえた。

　もしここに自分がいるってわかったら。

　お兄ちゃんがもし自分を助けだしたら。

　そのときは、お兄ちゃんが国を敵に回してしまうかもしれない。

　そんなのはダメだ。

　莉緒は口を塞いだまま、気配を殺す。幸い、ドアの覗のぞき窓からこのベッドの位置は死角になって見えないはずだ。だからこのままやり過ごせば。

　お兄ちゃん、大好きなお兄ちゃん。一目顔を見れれば、どんなに幸せなことだろう。もう一度抱きしめてもらえれば、それだけで昇天しても悔いなんてない。

　だけど、だけど、ダメだ。お兄ちゃんの重荷になりたくない。お兄ちゃんは自分がいなくても幸せになれるはずだから、だから自分はこのまま息を潜めて──。

「そこにいるんだろ、莉緒。わかってる、バレてるんだよ」

　莉緒は心の中で首を振る。

　しかし──。

「あいにくな、見えてんだ、しっかりとこの角度からはな……。どこの異世界にやってきたところで、こんなイマジネーション溢れた独創的な絵を描くのは、うちの妹ぐらいしかいねえんだよ！　おら、割れろ！」

　直後、赤い光が走る。

　ドアに亀裂が入り、それは外側から真っ二つに破壊された。

　そこにいるのは夢にまで見た──。

「お兄ちゃん、お兄ちゃんだ……」

「ああ、遅くなって悪かったな」

「床に描いた絵にそっくりな、本物のお兄ちゃんだぁ……」

「お前の目からは俺がどういう風に見えてんの!?」

　叫び声をあげる蒼そう太たに、莉緒はたまらず抱きついた。
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　空間の断裂とかいう魔法で、カギの掛かった扉を引き裂く。

　消費魔力が多すぎて普通の人には使えないらしいが、俺の場合は簡単な魔法だと規模が大きくなりすぎて周囲に被害が及んじまうからな。

　中に足を踏み入れると、話に聞いていたロマンチックな部屋とは程遠い内装だった。

　こりゃひどい。こんなところにしばらく押し込まれていたら気が滅め入いってしまうだろう。

　というわけで、抱きついてきた莉緒の頭を撫なでる。

「莉緒、大丈夫だったか？　なにもされていないか？　健康か？　お腹なか空すいていないか？　水飲むか？　お昼寝する？　先にシャワー？」

「う、うん、大丈夫だよ……。でもでも、お兄ちゃん、どうしてここがわかったの……？」

「途中までミィルと一緒だったんだ。俺のメイドだよ。でもお城の人に見つかりそうになったから、囮おとりになってくれたんだ。あいつならきっと大丈夫さ」

「そっか……そうなんだ……。ごめんね、お兄ちゃん、ごめんね……」

　莉緒の様子がおかしい。やはり閉じ込められていたからか。

「あのね……お兄ちゃん」

　そう言って、莉緒はそっと俺の体から離れた。後ずさりする彼女は、なにかに怯おびえているかのようだった。

「助けに来てくれて、ありがと……。でも、あたしはもう、大丈夫だから。最期にお兄ちゃんに会えて、幸せだったから」

「いやいやいやいや、なに言ってんの莉緒。思い詰め過ぎだよ。ここから早く脱出するぞ。美味おいしいものいっぱい食べて元気になろう！」

　俺の励ましにも、いやいやするように首を振る。

「あたしがそばにいると、お兄ちゃんの迷惑になるから」

　その表情を見て、俺は思い出す。

　部屋に引きこもって出てこない莉緒の様子は、父さんたちが死んだあのときみたいだった。

　なにがあったかわからないけど、莉緒の今抱えている悩みは彼女にとってとても大切なものなのだろう。

　俺は慎重に口を開く。

「迷惑なんてなにひとつないよ。俺はお前と一緒に暮らして、とても幸せだった。ひとりだったら頭がおかしくなっていたところだ」

「でも……もう、お兄ちゃんは、独りぼっちじゃなくなったでしょ？」

「それは」

　妹メイドやアリーチェたちのことか。

　もしかして嫉妬しているのだろうか？　と一瞬考えたが、それは違うようだ。

「だから、あたしがいると、お兄ちゃんを困らせてばっかりだから……。昔からずっと、あたしのそばにいるとつらいことばっかり起きるから……」

「そんなこと、思ったこともない」

　莉緒は髪を押さえて、叫ぶ。

「お父さんとお母さんが死んだのだって、あたしがお土産にケーキを買ってきてってねだったから！　だから、普段通らなくてもいい道を通って！　全部あたしのせいで！」

　今度は言葉に詰まらなかった。

　俺はすぐに否定する。

「違う。そんなことを考え始めたら、キリがないだろ」

　あの日以来、莉緒はクリームの乗ったケーキを見るのが駄目になってしまった。

　だから俺たちが誕生日を祝うときは、いつもドーナツや和菓子だ。

「いいか？　莉緒」

　俺は両親が死んだあのとき、まだ子どもだったから、気の利いたことはなにひとつ言えなくて。莉緒がただドアを開けてくれるのを待っていることしかできなかった。

　でも、今は違う。

　あの日からずっと胸に傷跡を隠している莉緒に、してあげられることがあるはずだ。

「俺たちはたったふたりの家族だ。家族は支え合うものなんだ。どっちかがどっちかを支えるだけじゃない」

「だけどあたしは、お兄ちゃんに寄りかかってばかりで」

「それも違う。いや、確かに俺の体格なら寄りかかってくるほうが楽だろうが。そういうことじゃなくて……。あのな、ミィルに前に聞いたことがあるんだ。お姉ちゃんのどこが好きかって問いに、そいつは好きとか嫌いとかじゃなくて、お姉ちゃんだから大事って答えたんだ」

　ミィルから聞いたことを話す。

「そのときにはあんまりわからなかったんだが、今の俺には理解できる。莉緒は俺にとって、かけがえのないやつなんだ。どこがいいとか、悪いとかじゃなくて、もうお前は俺の一部なんだよ。俺たちは長い時間、悲しみを分け合ってきたじゃないか。どこがお互いの境界線かわからないほど、たくさんの思い出を共有してきただろう？　俺の景色にはいつでも莉緒がいて、莉緒の隣にはずっと俺がいる。ただそれだけでいいじゃないか」

　莉緒の瞳に涙が浮かぶ。

　ようやく、あのとき抱えていた想おもいの欠片かけらを口にすることができた気がした。

　子どもだった俺はきっと、悲しみを分かち合う人を求めていたんだ。

　ひとりじゃ抱えきれないつらさを、莉緒が半分もってくれたから、今俺たちはこうして歩いてゆける。

　それが、家族が支え合うって意味なんだ。

「莉緒がいなくなったら、俺はまたひとりだ。耐えられない。破裂して死んでしまう。断言しよう、絶対に幸せなんかになれない、と」

　ぐす、と莉緒は洟はなをすすった。

「お兄ちゃん……でも、お兄ちゃん……。あたしが一緒に居ても、お兄ちゃんは不幸になっちゃうよ……。だって、だって、お兄ちゃんこんな体になっちゃってっ！」

　俺にしがみつきながらぽろぽろと涙をこぼす莉緒。

　こんな体て。その台詞せりふはなんか胸に来るものがあるぞ……。

　俺は莉緒の頭を抱きながら、赤ん坊をあやすように言う。

「……いいか、莉緒。俺はお前のメシで太ったことを、これっぽっちも不幸だなんて思っちゃいない」

「うそだよ……しなくてもいい運動したり、おいしいものを目の前にして我慢しているのに……お兄ちゃん、すっごくつらそうだもん……」

　ずっと気にしてたのか、莉緒……。

　責任を感じるぜ……。

「ダイエットは正直言ってけっこうしんどいけどさ。でも太ったのはただの結果だ。莉緒は俺をデブ死させようと思ってメシを作ってたわけじゃないだろ？　純粋な好意で作ってくれた料理はさ、本当に嬉うれしかったんだ。お前が俺に救われただって？　バカなことを言うなよ。俺こそお前に救われたんだよ。あの初めてのおにぎりと卵焼きでな」

「うそだよ……あんなの、ぜんぜんおいしくなかったでしょ……」

「ああ、ひどい味だったね。その場では褒めたけど、もうしょっぱいやら苦いやらでさ。卵焼きには殻がたっぷり入ってたし」

「お兄ちゃんのばか……そこまで言わなくても……」

「でも、心がこもってた」

　改めて、ギュッと莉緒を抱きしめる。言葉でも伝えたいが、言葉じゃないことも伝えたかった。せめて想いが伝わるように、莉緒の細い体に力を込める。

「俺の脂肪が特別なのは、お前がたっぷりと愛情を注いで育ててくれたからなんだよ。受け止めすぎてちっとデブっちまったけど、なあに、こんなの瘦せりゃいいだけだろ。長い人生において、大したことじゃねえよ。今がつらいのなんて、お前の手料理を独り占めしてた五年間を考えれば、天国みたいなもんさ。終わっちまえばすぐに忘れるよ」

「お兄ちゃん……」

　莉緒はようやく泣き止やんで、俺を見上げる。

「……ほんとに？　ほんとに、そう思ってくれてるの？」

「当たり前さ。お前が疑いなく心から信じられるようになるまで、何回でも言ってやるよ。俺は莉緒に救われたんだ。莉緒は最高の妹だ。そりゃ生きていくだけならカップラーメンでもビタミンサプリでもなんでもいいけど、俺の悲しみを埋めて愛で満たしてくれたのはお前の料理だったんだ。お前がもう二度と引け目を感じなくてもいいように、俺はダイエットを成功させてやるよ。そしたらさ、また気兼ねせずに思う存分料理を作ってくれよな。これからはちゃんと太らないように体調管理もするし、運動だってやるからさ。だからもうちっとだけ待っててくれな。すぐにちゃんと瘦せて、お前の努力にひとかけらの無駄もなかったんだって、証明してみせるからさ」

「お兄ちゃん……」

　俺の腹に莉緒は頭を預けた。

「……ありがとう。あたし、お兄ちゃんの妹になれてよかった」

「おう」

　改めてそんなことを言われると、なんか照れるな。

　ま、さんざん恥ずかしい台詞を言っちまったからな。今更か。

　莉緒は本当にかわいいし、いいやつだ。

　こっちこそ、俺の妹でいてくれてありがとう、だよ。

「あたし、いっぱいいるお兄ちゃんの妹たちの中で、一番になれるようにがんばるね♡」

「ぶっ」

　吹き出した。莉緒は不思議そうに首を傾かしげている。

「どうしたの、お兄ちゃん？　ひょっとして、もう無理……？　そっかぁ、だったらちょっと残念だけど、何番目でもいいからね♡　あたしがお兄ちゃんを一番愛してることには変わりないもん。えへへ♡」

「なに言ってんだよ莉緒……。例えるなら莉緒はほら、白米みたいなもんだから、な？　なくてはならない存在なんだ。莉緒がいないなんて考えられない」

「そっかぁ、うん、わかった！　おかずはあるだけたくさんあったほうがいいよね♡」
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　にっこりと微笑ほほえむ莉緒は、なにかを勘違いしているのかもしれない。そんな立場に身を置いても嫉妬してきたりしないのは、もともと悲劇のヒロインっぽく振る舞うのが大好きだったからなのだろうか……。

　この話に深く突っ込むと自分が嫌いになりそうなので、俺は話を変える。

「そういえば伝えなきゃいけないことがあるんだ。お前の偽物が出たんだよ」

「え……なにそれ？」

　莉緒に改めて集会場の話をする。

　俺自身、偽物にはだいぶ腹が立っていたけれど、落ち着いて冷静に語る。

　するとだ。さすがに莉緒も驚きを隠せないようだった。

　その後、難しい顔をして。

「……そんなことになってたなんて。だから拘留されたんだあたし。もしかして今回の事件は、あたしに不満をもった貴族が起こした反乱じゃないのかも……」

「どういうことなんだ？」

「王国に帝国軍の間者──つまり、裏切り者がいるんだよ。王国の情報が漏れてたから、末端の兵士や騎士がやっているのかと思っていたんだけど、どうやら違うのかも……。いろんな人に協力してもらって炙あぶり出だそうと考えていたけど、あたしのほうが逆に罠わなにはめられちゃったみたい」

　真剣に考えを巡らせる莉緒めっちゃかわいい……。

「ねえお兄ちゃん、あたしの偽物が集会場で宣誓したってことは、早くしないと帝国軍が城都に来ちゃうよ。このままじゃ無血開城されちゃう。城を明け渡したらおしまいなんだから、あたしたちも急がなきゃ！」

「わかった。って、待て待て、莉緒！　ひとりで走り出さないでくれ！　俺は機動性に乏しい体型をしているんだ！」

「お兄ちゃんのことは愛してるけど……ダイエットもしよっか……」

「してるよ！　ずっとしてるよ！」







　俺はひたすらに足を動かす。前を走る莉緒を追いかけるので精一杯だ。

　だいたい、莉緒を探すのにだいぶ体力の限界を超えてしまった感があるので、一刻も早く布団に潜りたいのだが、そうも言っていられない状況だろう。

　何度も転がり落ちそうになりながら階段を駆け下り、玉座の間に着いた。

　そこでは莉緒が凍りついたように立ち止まっていた。

　ようやく、休める……？

　いや、妹の視線の先には──。

「おお、これは姫さま、よくぞご無事で。申し訳ありません、お見苦しいものを。ただ今、城内に潜入した手合を始末したところです。さあ、どうぞこちらに」

　ひとりの男がいた。

　彼はガーゴイル戦のときに指揮をしていた男。──ターヴォラ伯爵だ。

「ターヴォラ伯爵……まさかあなたが……？」

　後半部分は俺にだけ聞こえるようなかすれ声だった。

　莉緒の視線は、彼の足元に釘くぎ付づけになっている。

　赤く濡ぬれた剣を握りしめたターヴォラ伯爵の足元には、血まみれのメイドがひとり、倒れていた。

　ミィル──。

　なんでもないところで転ぶようなあいつが、刺客なんてできるはずがない。莉緒は俺に目配せをし、可能な限り平然とターヴォラに向かって足を進めようとする。

「ご苦労です、ターヴォラ伯爵。では、早速私の偽物とやらを捕まえに」

「ふむ」

　ターヴォラはミィルを踏みつける。かはっとミィルが血を吐いた。

「──っ」

　駆け出そうとする俺を威圧するように、ターヴォラは剣の切っ先を向けてくる。

「そうか、お前たち兄きよう妹だいが繫つながっているのならば、このような茶番は無意味であったな。まったくもって度し難い。よくもまあつくづくタイミングの悪い奴らだ」

　莉緒はたまらず叫んだ。

「ターヴォラ！　どうしてこんなことをしたの！」

「なぜ？　すべては貴様たち兄妹のせいだろうが」

　光のない瞳が俺たちを見据える。

「王国軍は、あのガーゴイル軍団によって此こ度たびの戦争に敗北する予定だった。その手はずだったのだよ。万全の準備が整えられていた。だがしかし、番狂わせが起きた。急きゆう遽きよ召喚されたソウタ殿が、絶対に敗れるはずだった戦争に勝利したのだ。よって、すべては狂ってしまった。異界人になにができると高をくくっていたが、どうやら私の認識が誤っていたようだ。お前たちは有能だったよ。自らの命を縮めるほどにな。国境に待機していた帝国軍も、いつまでも食料は持たぬ。多少強引な手段を取ってしまったが、致し方なし。もはや時間がないのだ」

「……おいおい、そのありえない必敗をひっくり返したデブの魔法使い相手に、たったひとりで戦いを挑むってのか？　よほど命が惜しくないと見えるぜ、オッサン」

　前に出た莉緒をかばい、額から汗を流しながら俺は精一杯の強がりをはく。

　虚勢だって構わない。こいつの目に俺は莫ばく大だいな魔力をもつ異界の魔人として映っているのだから。

　しかし、ターヴォラは微み塵じんも動揺していなかった。

「私がこうして姿を見せている意味がわからないのか？　愚かな魔法使いよ。私の剣はたった一呼吸の間に貴様の厚い脂肪を容易に斬り裂くぞ」

　なんだこいつの自信は。

　俺とターヴォラの距離は約10メートル。瞬まばたきひとつの間に鎧よろいを作り出せるこの俺相手に、勝てるっていうのか……？

　ターヴォラは徒手の左手を掲げた。俺はなにがあっても対応できるように、その一挙一動に目を凝らし──。

「ただし、私の剣は二本あるがな」

「──っ」

　冷たい刃やいばが、俺の喉元に突きつけられる──。

　ターヴォラが瞬間移動したわけではない。俺の喉元に短剣を突きつけているのは、少女だった。

　彼女は莉緒とまったく同じ格好をしている。髪を黒く染めて、その上からヴェールをかぶっていた。

　集会場で演説を行った、偽物の莉緒だ。

　これが、ターヴォラの剣。

　やつは自分に注意を引きつけるために、あえて姿を晒さらし続けていたのだ。

　やられた。喉に短剣が突きつけられていては、もう防御魔法も間に合わない。初手で喉を斬り裂かれては魔法も使えなくなる。魔法使いの戦い方を十分に知っているやつの犯行だ。

「動くなよ。そいつは生粋の暗殺者だ。たとえ姫と呼ばれる女でも殺すことにためらいはない。これからは新たなロッセッラ姫がヴィテッロ王国を受け継ぐ。多少のイレギュラーはあったが、ようやく──これで元通りだ」

　つまり、もともと影武者になるべき女もいたってことだろう。しかしその座に莉緒が滑り込んでしまった。だからターヴォラの計画が狂った。

　ならば正面からの戦争で敗北してしまえばいい。そう考えた結果の戦いで、今度は俺が勝ってしまった。そのためにターヴォラは実力行使に出たのだろう。

「ようやく私も祖国に帰れる。こんな平和ボケした怠惰な国を引き払って、な。知っているか？　帝国に帰れば私は英雄になる。名誉も、富も、女も、なにもかもが私の思うままだ。こんな小国で民どもの機嫌を窺うかがう必要などなくなるのだ」

　そうかいそうかい。

　確かに俺たちは、請われるまま人様の事情に勝手に首を突っ込んだ無粋な輩やからだよ。

　十分に計画を立てて、王国を乗っ取ろうと画策していたてめえにとっては、もううんざりだろうな、ターヴォラ。

　だがな、もはやこうなっては当事者だ。

　──こいつが絡んでるんだったらな。

　俺は苦虫を嚙かみ潰した顔で、言う。

「お前もそれを望んでいるのかよ。──ルッツ」

　俺の口から、低い声が出た。

　短剣を突きつけている女は、びくりと震えた。

「……どうして」

「わかるに決まってんだろ、お前がどんな格好をしてたって。どんだけ一緒に暮らしていたと思ってんだよ。お兄ちゃんみくびんなよ」

　ロッセッラ姫の影武者りおの影武者るつつは、無表情だ。

　けど、それがいつものすまし顔と違うことぐらいわかる。

　四六時中、俺の周りで家事をしててくれたんだから、当たり前だ。

「ったく……しっかし、まさか帝国に送り込まれた暗殺者だったとは思わなかったよ。俺のことを殺すつもりだったら、いつだってチャンスはあったろ？」

「……私に与えられた任務は、ご主人さまの監視だけです。害するつもりはありませんでした……です」

「そうかい。にしてもひどいな。お前の妹はターヴォラの足元で血まみれで倒れているぞ。今すぐ手当をしてやらないといけないんじゃないのか。それとも、ミィルは仕事上の付き合いだったからどうでもいいってか？」

「違います、です！」

　ルッツは自ら出した声の大きさに驚き、改めて冷静に言い直す。

「……ミィルは、本当になにも知りませんでした。この件に関わっているのは私だけです。なのに、幼稚な正義感を掲げてターヴォラさまに逆らうだなんて……、本当に要領も悪ければ出来も悪くて、料理の腕も悪い、未熟な妹……です」

　あまりにも歯がゆそうにそんなことを言うものだから、俺は気が抜けてしまった。

　ルッツは見捨てたくてミィルを見捨てたわけじゃない。

　他にはどんな汚いことでもやれるのかもしれないけれど、こいつは本当に妹が大切なんだ。

　だったら。

「あれをやったのはターヴォラなんだろ。それじゃあ剣を向ける先が違うんじゃないか？」

「……私は、あの人に雇われた暗殺者です、から」

　弱みを握られているのか、はたまた人質でも取られているのか。

　それを問いただそうとしたところで、短剣がグッと俺の皮膚に食い込む。「お兄ちゃん！」と叫び出す莉緒を俺は手で制した。大丈夫だ。

「それ以上は、元ご主人さまには関係ありませんです！」

　ルッツが声を荒らげるところを初めて見た。

　ターヴォラは俺たちのやり取りを前に、まるで喜劇を見物しているかのように笑う。

「私とその娘の間には確かな絆きずながあるのだ。心幼きお前には見えるはずもないだろうがな」

「ありもしないものは見えないな。脅されて無理矢理やらされているんだろ」

「バカなことを」

　一笑に付す。

「戦争孤児だったその娘を拾って育ててやったのは私だ。妹と一緒にいられるようにしてやったのも私だ。そいつには一生かかっても返しきれないほどの恩が、私にあるのだ」

　まるで呪文のようだ。

　その一言ごとにルッツの感情が凍りついてゆく。

　すでにそこには、普段見慣れたルッツの姿はなく。

「……ええ、その通りです。お父さま」

　ルッツは芯から冷えるような声を出した。

「今すぐこの兄きよう妹だいを始末し、お父さまの役に立ってみせますです」

　満足そうにターヴォラはうなずく。

「もちろんだとも。家族は支え合うものだからな」

　──。

　なにを、なにを言っているんだ、こいつは……？

　怒りが爆発する。

「娘の目の前で、そいつが一番大切にしているものを壊して、家族だって!?　ふざけんなよ！　お前はただ金を出しただけだろう！　だからいらなくなったら棄すてる！　邪魔になったら殺すんだ！　そんなものが家族であってたまるかよ！」

　喉に刃物が当たるのも構わず怒鳴る。

「俺はルッツのことを家族だと思っていた！　短い間だったし、こいつには迷惑をかけられっぱなしだったけどさ！　ボーナスボーナスうるせえし、俺をからかうわ、騙だましてメシ食わせようとするし、ホントとんでもねえ女だよ！　絶対に仲良くなれないって思ったね！　なんで仲良くなっちまったかなあ！　お前が俺をお兄さまとか呼ぶからだけどさ！」

「……それは、あなたの懐に潜り込むのが楽になるからと、お父さまの命令です」

「じゃあ傷を見せるのを恥ずかしそうにしてたのもあいつの命令か!?　そんなわけねえだろ！　お前、チョロい仕事がしたいっつってたじゃねえか！」

　俺の熱情を、ルッツは氷のような声で受け止める。

「私は間違っていませんです。たとえやりたくないことでも、それが家族のためになるなら。元ご主人さまだって、ダイエットはそうなんでしょう。あんなに苦しんで、あんなにつらそうにして、それでも姫さまのために耐え忍んでますです。私となにが違うんですか」

　言うに事欠いてそう来たか。

「全然違うね」

　俺は笑みさえ浮かべて言い切った。

「……なにが、違うんです？」

「決まってる。俺はダイエットが楽しいからやってるんだ」

『……は？』

　こんなときだってのに、莉緒とルッツの声が重なった。

　到底そうは思えない。ふたりはそんな顔をしている。

「お兄ちゃん、あんなにつらいつらいって言ってたのに……」

「つらすぎて、野宿までしましたです……」

　俺はふたりの動揺を笑い飛ばす。

「楽しいに決まってるだろ。俺がダイエットしたら、莉緒が喜んでくれるんだ。その顔を想像するだけで、三日間は断食できる。そりゃ心の弱さにたまには理性が吹っ飛んじまうけどさ、同じことなんだよ。メシを食うと喜んでくれた莉緒が、今度はメシを食わないと喜んでくれるようになっただけだ。つらいときは励ましてくれるし、泣きたいときは手を握って、一緒に歩いてくれる。俺の苦労を分かち合ってくれる。これが楽しくなくてなんだっていうんだよ」

「お兄ちゃん……そんな気持ちでいてくれたなんて……」

　感極まった莉緒が涙声を漏らす。

　いや、まあ、強がりも多少は入ってるけどね？　ま、今ぐらいはいいだろ。

「わかち、あって……？」

　ルッツは理解できないとばかりにつぶやいた。

「そうだよ、ルッツ。お前の苦労も、悲しみも、喜びも、嬉うれしさも、寂しさも、分かち合ってくれるのは誰だ？　少なくとも、そこのドヤ顔で命令するだけのオッサンじゃないことは確かじゃないか？」

「もういいだろう、娘よ。これ以上耳を貸す必要はない」

　ターヴォラが静かに告げる。

「今すぐ男と女の首を刎はねろ。これからはお前がロッセッラ姫となって、帝国との調印式に出席するのだ。そうすることが、お前が俺に恩を返すための、唯一の方法だ」

　その言葉で、ルッツはまるでスイッチが入ったかのように迷いを振り払うと、短剣を構え直す。いよいよ執行の時か。

　俺の言葉が届かなかったとは思わない。ともに過ごした時間は本当だから。

　だが、まだなにかが足りないんだとすれば──。

「……おねえ、ちゃん……」

　ターヴォラに踏みつけられていたミィルが、ゆっくりと顔をあげた。

「みぃのことは、へーきだから……おねえちゃんの、したいように、してね……てへへ……」

「──ミィ」

「だって、みぃは……おねえちゃんのこと、せかいでいちばん、だいすき、だから……」

　その瞬間、ついにルッツを覆っていた氷の檻おりが砕け散る。

「私は──」

　ルッツは腰だめに構え直し、その目をターヴォラに据えた。

「あなたのことを家族だと思ったことは、一度もありません──です！」

　反逆の意志を受け止めたターヴォラは剣を真下に向けた。

「下らぬ娘よ。ならばまずは妹の脚を斬り落としてやろう。それでもまだ私の言うことに従わぬというのなら、次は腕。その次に耳。さらに目と鼻。どこまで意地がもつか最期に私を楽しませてくれるがいい」

「ミィル──」

　瞬間、ルッツが跳んだ。

　俺も同時に魔法を唱えようと腕を伸ばす。けれど、あの位置に盾を発生させたことはない。ぶっつけ本番だ。やるしかない！

　だが、そのどちらも届かず──。

　間に合わない。

　──けれども、すくい上げるような剣撃が、ターヴォラの剣を弾はじき飛ばす。

　地を駆ける体勢で滑り込んできたのは、柱の陰から飛び出してきたメイド服。俺の妹のひとり、レァラだった──。

「わたしも前からアンタのこと、気に食わなかったんだから！　ミィ子に手を出すとか、ありえなさすぎ！　だいたい兄さんが死んだのだって、元はと言えばアンタが捨て石のように扱っていたからじゃないの！」

　ターヴォラは激高し、飛とび退のく。

「レァラ、貴様まで私に逆らうというのか！」

「あたしの家族は、ポンポポランで遊んでくれる兄さんだもん！　ね、どう？　今のコマを使うタイミング！　なかなかやるでしょ！」

　柱に隠れていたレァナが早く飛び出しても遅く飛び出しても状況は好転しなかった。これ以上のタイミングはない。

　俺とのポンポポランの試合の成果が出たんだったら、すっげー嬉しいな。

「ああ、バッチリだ。これ以上はないな。次は六枚落としで遊んでやるよ、レァナ」

「平手戦にしてよ！　バカ、バカ、兄さんなんて大嫌い！」

　そんなこと言いながらも、褒められて顔はしっかりにやけていたりするレァナである。

「くそう、バカな、バカな、こんなところで私が！」

　というわけで、彼女が呼んできた衛兵によって、ターヴォラは御用となった。あっちはレァナに任せておけば大丈夫だろう。にしても、あいつもちゃんと剣とか使えたんだな……。

　一方、ルッツはミィルに駆け寄る。

「ごめんなさいです、ミィル……。私がバカだったばかりに、あなたをこんな目に遭わせて……」

　沈鬱な顔でその髪を撫なでると、ミィルは口元だけで笑みを浮かべた。

「これでまた、おにいさまぁ、と……いっしょに、くらせるね……」

「ええ、それは…………そうですね」

　その言葉を聞いて、安心したようにミィルが目を閉じる。彼女が気を失ったことを確認してから、ルッツは立ち上がる。俺から目を逸そらしながら。

「……申し訳ありません、元ご主人さま、姫さま。今回のことは謝っても、償いきれるものではありませんです。私もレァナも覚悟はできておりますです。ですが、どうかミィルだけは……。この子は本当になにも知らなかったんです。元ご主人さまの元に置いてやってくださいとまでは言えませんです。けれど、どうか命だけは……」

　俺はルッツの頭に手を当てた。

「なに言ってんだよ、ルッツ」

「……元、ご主人さま？」

「そんな他人行儀な言葉遣いはいらねえ。お兄さま、だろ？」

「…………」

　ルッツが俺を見つめて言葉を失うさまは、なかなかの見ものだった。

「お兄さまは」

　絞り出すようにして。

「妹を……拷問したり、断頭台にかけるのが、趣味なんです……？」

「ちげえ！　今回の件は不問にするって言ってんだよ！　なあ、莉緒！」

「そうそう」

　莉緒も微笑ほほえみながらルッツに何度もうなずく。

「だいたいあたしとお兄ちゃんだって、兄きよう妹だいになってからせいぜい五年しか経たってないんだもん。全然、新婚兄妹なんだよ。それだったら二ヶ月だけしか兄妹じゃないあなたたちだって、似たようなものでしょ。ね、お兄ちゃん？」

「ああ、そうともマイスイートシスター。いや、そうなのかな？　それでいいのかな？」

　まあいいか。この国の王女さまがいいって言ってるんだから。いいってことにしよう。

　ルッツは俺と莉緒をしばらく交互に見つめて。

　それから長い時間をかけてようやく、頰ほおを緩めた。

「……私はこういうときになんて言えばいいかわからなくて、想おもいを伝えられないかもしれませんが……本当に、心から、ありがとうございます。私たちの家族になってくれて、とても嬉しいです。お兄さま。そして……お姉さま」

「わ、あたしお姉さまだって。お姉ちゃんになるの初めてだから、嬉しい」

「よかったな莉緒。一気にたくさん妹ができて。俺たちの妹だ、大切にしようぜ」

「うんっ♡」

　と、一件落着のムードを出しているとだ。

　ドタドタドタと城の入り口から駆けてくるものたちがいた。先ほどまで広場に集っていたこの城の大臣や貴族たちである。

「姫さま！　姫さまはご無事ですか！」

「ややっ、これはなんと、姫さまがふたり!?」

「どちらが本物の王女さまですか!?」

　ルッツが後ろに隠れ、莉緒がおずおずと手を挙げる。

「あの、あたしですけど～……」

「おお、これは無事で本当に良かった！　この爺じいや心配しましたぞ！」

「リオさまはこの国の宝！　失われることがなくて本当に良かった良かった！　オーイオイオイオイオイ！」

「影武者と言わず、ずっとこの城にいてくだされ！　これは我々の総意ですじゃ！」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと、そんなこと言われても！」

　たくさんの人々に囲まれてもてはやされる莉緒を、俺は輪の外から眺める。

　きっと、莉緒は莉緒の思っている以上に人から好かれているのだろう。莉緒は常日頃から、自分のことを過小評価しすぎだよな、まったく。

　ちゃんとこの国の人に大切にしてもらってるじゃないか。

　当たり前だよな。俺の自慢の妹なんだからさ。

「旦那、今回はありがとさん」

「んあ？」

　俺の横にはいつぞや会った不吉な男、サーレ男爵が立っていた。

「いやね、ターヴォラが国を売ろうとした証拠を摑つかもうとしてる間に、お嬢ちゃんがやられたらたまったもんじゃねえって護衛はつけてたんですけどさ。広場の騒ぎは完全に予想外で、どうもこっちは一手遅かったみたいでさ。旦那が守ってくれたから、助かりましたぜ」

「お前……いいやつだったのか。全然そう見えなかったぞ」

　俺の視線を浴びたサーレは、いつか見た少年の笑顔で照れくさそうに笑う。

「ま、亡き妹のためとありゃあね。あんときはからかって悪かったな、旦那」

「……まさか、莉緒を囮おとりにしてたってことはないよな？」

「まさかまさか。怖い顔しなさんなよ。俺がそんなことするように見えるかい？　あ、見える？　ま、だったらしょうがないな。身の潔白は、ターヴォラを締め上げることで証明してみせらあ」

　肩をすくめてサーレが歩き出す。向かうは大勢の人々に囲まれ、後ろ手に縛られたターヴォラの元だ。

「では形式通りにやりますかい。えー、もしかしてとは思いますが、ターヴォラ伯爵は先ほどの集会場での姫さまの言動に、なにかお心当たりがあるんじゃないですかねえ？　だとしたら、こいつは大問題ですよ。なんせ、国王の意向に関わらず、勝手に国を売り飛ばそうとしていたってことだ。処刑されても文句は言えませんよなあ？」

　獲物を追い詰める蛇のような言葉に、ターヴォラの額から汗が垂れる。

「違う、私ではない！　ロッセッラ姫がやったのだ！」

　そこでターヴォラが顎で差したのは、莉緒だった。

「えっ……？」

「私があのふざけた演説を行った女を取り押さえようとしたところ、この異界の魔法使いに邪魔をされたのだ！　だいたい、女が魔法使いを瘦せさせようとしていたことは本当だろう！　それが覆らない限り、女の潔白は決して証明できんぞ！」

　苦し紛まぎれの言葉は、思った以上に効果があった。

　そうだ、確かに莉緒が魔法使いを瘦せさせようとしたことは紛れもない事実だったのだ。

「そんな、あたしは違いますっ！　あたしは、その……お兄ちゃんを……あの……」

　莉緒の叫びは場に混乱をもたらすだけだった。

　ターヴォラが罪を莉緒になすりつけようとしているのは、あまりにも無茶だ。論理が通っていない。だがその一方で、莉緒の疑いも晴れてはいないのだ。

　このままでは道連れだ。

　莉緒が売国奴として処刑されるのを待つだけなのか？

　そんなことはありえない。

　他の誰でもない、この俺が許さない。

「違いますです！　姫さまに罪はありません！　すべては、私が……」

　ルッツがそう言い出そうとするのを、俺はその肩を摑つかんで止めた。

「大丈夫だ、ルッツ。お前が身代わりになる必要はない。罪は罪のあるべきところに返すんだ」

「お兄さま……？」

　さらに歩き出す。

「あたしは……ただ、あたしは……」

　俺は震える莉緒の手を握った。

「おにい、ちゃん……あたし……」

　揺れる瞳を見つめて、俺はうなずく。

「心配するな、莉緒。俺を誰だと思っている。俺はお前の兄貴だぜ」

　思い出してみるといい。なぜ莉緒が疑いをかけられたのか。

　それは──彼女が、『魔法使いを瘦せさせようとしていた』からだ。それが絶対であり、不動の証拠として取り沙汰されている。

　そりゃそうだ。

　脂肪＝魔力の魔法使いを、わざわざ瘦せさせようとする理由なんて、本来は存在しない。『ダイエット』なんて文化がないこの国でそんなことをするのは、戦争に負けようとしているやつぐらいだ。

　ならば──。

　莉緒がハッと息を吞のむ。

「だめっ、だめだよ、お兄ちゃん……そんなのだめっ……」

「言ったろ？　俺は瘦せている途中なんだってさ。これも道程のひとつさ」

　彼女は俺がなにをしようとしているのか、わかったのだろう。

　みんなの前で魔法を使って『俺は瘦せないから大丈夫です』だなんて、そんな回りくどい真似まねをする気もなくなった。俺はターヴォラに腹が立っているんだ。

　腹が立つと、腹が減るよな。

　見せつけてやろうじゃねえか。

「そもそもなにを勘違いしているんだ、お前たちは」

　俺は意識して厳かな声を出した。

「莉緒が俺と夜のウォーキングをしていたのは、わざと腹を空すかせて──その後の食事を最高に美味おいしくいただくためなんだぜ？」

『え？』

　この異世界の思い出が脳裏をよぎる。

　つらく苦しい、ダイエットの日々。

　正直、今からやろうとしていることを考えると、足が竦すくむ。

　アリーチェと決闘したとき以上の恐怖が身を襲う。

　だが俺は、一番大切なもののために、自分を犠牲にするのだ。

　悔いはない──。

　俺は指を鳴らした。

　そうだよ、ここの食堂にはいるんだろ。24時間どこでもおなかが減っている人の元には駆けつけちゃうようなコックさんがさ。

「今すぐ俺に！　お前の全力の料理を届けに来い！　喰くらい尽くしてやるよ！」

　直後だ。

「はーーーいっ！」というとてつもなく嬉うれしそうな返事が、どこからか轟とどろいてきた。




　一同は食堂に移動していた。

　なぜなら、俺がメシを食っているからだ。

　テーブルに並べられたありとあらゆる料理。とんかつ、ハンバーグ、ステーキ、カレー、ラーメン、コロッケ、やきそば、焼き魚……そのすべてが俺の腹の中に収まってゆく。

　箸で、フォークで、スプーンで、ナイフで、あらゆる食器を使って、俺が並んだ食べ物を片っ端から食い尽くしてゆく。

　舌が味で満たされる悦よろこびに、俺は涙さえ流す。

　うまい。

　うますぎる。

　最高のひとときだ。

　積み上げられてゆく皿はまるで神へと近づこうとするバベルの塔のよう。

　これほどの暴食は俺の人生でも初めてだ。

　我慢し続けていた分、今なら皿も食えそうである。
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　しかし、ここまでの大食いは、俺ひとりでは叶かなえられなかっただろう。ココノ料理長の手腕があってのものだ。味も量も一流で、その上、作るスピードが凄すさまじい。

　俺が食うのと同等の速さでテーブルに並ぶ料理。それらが一瞬にして搔かき消きえてゆく様は、さながら銀河のきらめきのようだった。

　いつしか異世界からやってきた男が、王国中の食い物を喰らいつくそうとしているという噂うわさが流れ、食堂には見物客が押しかけていた。

　俺の食う様を見て、熱狂して拳を突き上げるもの、気持ち悪そうに胃を押さえるもの、涙を流しながら神に祈るもの、様々な感情がテーブルを彩る食材のように溢あふれていた。

　ついでに俺の食っている様は魔法で城都にも投影されていた。塔のおっさんがやっていてくれたのだ。しかも実況付きだ。

『ふおおおおお！　ここにおわすのは食の神さまだ！　なんという食べっぷり！　ソウタさまの胃はまさしくどこまでも続く深しん淵えん！　これほどの魔力ならば帝国軍など恐るるに足らず！　姫さまはやはり帝国軍に屈する気など毛頭なかったのだ！』

　などと囃はやし立たてる声に、いつしか王国民の暴動は収まっていた。俺の食いっぷりはそれだけ多くの人を魅了したのだった。きっと湖のほとりで木を伐きってる木こりのおっちゃんにも届いていただろう。

　そんな一方で、ココノはもはや絶頂の顔だ。

「たべ、たべて、たべてりゅ……お兄さんが、ボクの料理、たべてりゅ……ハァ、ハァ、も、もっとぉ、もっともっと食べてほしいのっ……もっとっ、たくさんっ、いっぱいいっぱいになりゅまでっ……ふぁぁぁぁぁ……！　だめっ、だめっ、ボクもきちゃうっ……！」

　厨ちゆう房ぼうから響いてくる嬌きよう声せいに、戦々恐々とするわ。

　変なもん入れてねえよな、ココノ……。

「ば、バカな」

　ターヴォラは俺の食う様を見て、その場に崩れ落ちた。

「私はルッツから報告を受けていた！　ありとあらゆる美食を投げ打っていたのだぞ！　だが、なにひとつ食わなかったというではないか！　あれほどの食の誘惑に耐えられる男がいるはずない！　やつが瘦せるには、とてつもない特別な事情があるのではなかったのか！」

　俺はメシをかっ喰らいながら笑う。

「ああ、そうともさ。だがそんなもんより莉緒のほうが大切だ」

「意地が有るんだってさ、兄貴にはな」

　サーレが肩をすくめる。おい、お前が俺のセリフ取るなよな。

　ターヴォラは愕がく然ぜんとした。その顔は何十年も一気に年を取ったようだ。あの歴戦の騎士といった雰囲気はもはやどこにもなかった。

「バカな、意地、意地だと……？　わけが、わからない……。ええい！　貴様！　その姫がほしいというのなら、私と共にくるがいい！　こんな小国の姫など、貴様にくれてやる！　好きにすればいい！　私と共に！」

「ふざけんな、莉緒はものじゃねえよ。それにてめえに貰もらわなくても大切なものはとっくにもってるさ。莉緒だって離さないようにいっつもちゃんと握りしめてんだよ。な？」

　話を振られた莉緒はなぜか顔を真っ赤に染める。

「う、うん……、そう、なんだ……？　あたし、お兄ちゃんの……。うん、そうだね……だから、いつまでも離さないでね、お兄ちゃん♡」

「？　おう」

　妙に嬉うれしそうに頰ほおをかく。なんだろうか。

　俺はナプキンで口を拭き、立ち上がる。まあまだ腹八分目といったところだが、そろそろこいつに引導を渡してやらないとな。

「で、あとはお前だけだな、ターヴォラ」

　俺が詰め寄ると、ターヴォラは蒼あおい顔になってうめいた。

　もはや罪をなすりつける相手もいない。

　年貢の納め時だ。

「しかし、今ここで私を倒したところで、国境にはたくさんの兵士が配備されている……。帝国軍から国を防衛する力はもう残されていまい……」

　騎士に両腕を摑つかまれながら、壮絶な表情で語るターヴォラ。最後まで憎まれ口を叩たたくとは、案外その教育方針がルッツに受け継がれているのかもな。

　サーレは唇を嚙かむ。

「確かに、先ほど帝国軍に動きがあったのは事実だ。民衆の暴動はなんとかなりそうだが、そこに帝国軍の侵略も加わるとな……。畳み掛けてきやがるぜ。アリーチェ侯爵が足止めに向かってくれているが、長くはもたねえだろうよ」

　俺はそのふたりの会話を笑い飛ばした。

「お前たちはなにを言っているんだよ」

　ターヴォラが俺を見る。

「いいか？　今、誰がメシを食っていると思ってんだ？」

　その目が絶望に染まった。

「あ、ああああああ……」

　俺は不遜な笑みを浮かべ、腹を叩く。

「ここに腹いっぱいになったばかりの──最強の魔法使いがいるじゃねえかよ」

「異界の魔人──！　貴様が！　貴様さえいなければ！　私の望みは思うがままに叶ったというのに！　貴様が私のすべてを奪ったのだ！」

　騎士を振りほどき、ターヴォラが殴りかかってくる。しかしもうこいつはなにひとつ怖くない。

　俺は堂々と手のひらを突き出す。

「なにを言ってやがる！　てめえがてめえで捨てただけだろうが！　てめえみたいなやつがな、がんばっているやつの足を引っ張ってんじゃねえよ！　俺の目の黒いうちは、この国にも、誰にも、もちろん俺の妹にだって、指一本だって触れさせはしねえからな！」

　ターヴォラは俺の魔法によって弾はじかれて吹き飛んだ。

「お前さえ、お前、さ、え……うう、うううう……」

　ターヴォラは改めて連れて行かれた。こいつはそこで悪事のツケを支払うことになるのだろう。

　そこで騎士が台車を用意してきた。

「いやあまさか俺が二度も魔法使いさまを運べるなんて！　実家の婆ちゃんに自慢できるなあ！」

「ああ、さんざん自慢してくれよ。おっとココノ、そこらへんのは全部包んでくれ。弁当だ。移動中に食う。積み込み忘れるなよ。全部食うからな」

「ふぁぁぁぁぁぁぁ～～～わかぁったよぉぉぉぉぉ～～～！」

　うるせえ。

「お兄ちゃん、あの、これも」

　莉緒が渡してきたのは、おにぎりと卵焼きの入ったお弁当箱だ。

「今度はうまくできたと思うから、だから……これ食べて、絶対に帰ってきてね♡　あたしのところに♡」

「ああ」

　俺は満面の笑みで受け取る。

「お前の料理が、俺にとって最高のカロリーだ」

　台車に乗る俺を、食堂にいたみんなが拳を突き上げて応援する。

『魔法使いさま！　ご出陣！』
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　アリーチェは腕を組み、荒野のド真ん中に仁王立ちしていた。

　吹き抜ける風が彼女の赤いローブを揺らす。睨にらみつける先には、地平線を埋め尽くすような帝国の軍勢が整列していた。

　ここは先日レンジョウ・ソウタがガーゴイル軍団を掃討した防衛線。そこにひとり立つアリーチェは目を細める。

「今度はゴーレム兵団か。よくもまあ制御の難しい魔導兵をあそこまで揃そろえたものじゃ。本気で我が国を滅ぼすつもりなのか、かの者たちは」

「なのでしょうな」

　隣には、アリーチェの新たなる師、ボイルド翁おうが立つ。

「さて、本来のアリーチェさまならばともかく、今のあなたさまには荷が重いのではありませんか？」

「そうやもしれんな」

　アリーチェは強がらずに認めた。魔力は全盛期の何分の一かもわからない。

「じゃが、ま、わらわがこの場を離れる理由にはなるまいて。戦いが始まったらそなたはここを離れるがいい。わらわ以上に魔力のない者が居おったところで、何の役にも立たぬからの」

「……口くち惜おしいですな。私もあと二十年若ければ」

「その分、わらわが敵を打ち倒せばいいだけであろう。見くびるでないぞ。一度は敗れたからこそ、栄誉を再び取り戻す好いい機会ではないか。フフ、腕が鳴るの」

　だが、ゴーレム兵団の先頭に位置取る馬上の騎士たちは、アリーチェの姿を確認して次々と笑い声をあげた。

「あれがヴィテッロ王国にその名ありと轟とどろいたアリーチェ侯の末路か！」

「魔力を使い切ったとの話は誠であったか！　ヴィテッロ王国、恐るるに足らず！」

「以前は謎の怪物にやられたが……今度こそ、蹂じゆう躙りんしてやるわ！」

　今まさに決戦の火蓋が切られる。そのときであった。

「ふむ」

　アリーチェは風になびく髪を押さえ、ふと空を見上げる。春の到来を予感した巫み女このように、口元に笑みを浮かべ。

「本来ならばわらわが相手をしてやりたかったものじゃが、仕方あるまい。また次に譲ろう。どうやら真打ちが来おったみたいじゃからの」

「おお、おお……！」

　ボイルド翁は振り返ると、喜悦を顔ににじませた。そう、遠くから砂煙を巻き上げながら凄すさまじい速度でこちらに近づいてくる影があった。

　猛進する一台の台車を見た騎士たちは「まさか」と目を見開く。

　そう、彼こそがヴィテッロ王国に喚よび出された異界人であり、最強無敗のアリーチェ侯爵を一蹴した究極の魔法使い──。

「聞くが好い！」

　アリーチェは腕を払いながら叫ぶ。

「我らがヴィテッロ王国に仇あだ為なす者よ！　生き残ったならば必ずや祖国に帰り、そして伝えるが好い！　そなたたちが如何いかほどに愚かな戦を仕掛けてきたのかを！　我らは逃げも隠れもせぬ！　ただ侵略者を爆撃し、打倒し、粉砕してみせようぞ！」

　敵軍に怯おびえが走る。それでも相手の将軍はゴーレム兵団に突撃命令を出した。大地を揺るがすほどの大行進。ときの声すらも聞こえなくなるほどの地響きは、おそらく城都にすら届いていただろう。

　しかし──我らにはこの男がいる。

「ずいぶんと盛り上げたじゃないか、アリーチェ」

「にいさまの威光を示すためには、これでもまだ足りぬからの」

　青い顔でフラフラになりながらも台車から降りた男は、もっていたおにぎりを口の中に放り込むと、飲み込んでから「うん」とうなずいた。

「じゃあ、やっちまっていいんだな？」

「無論。世界にその存在を見せつけるがいい。いもうとはその姿をしかとこのまぶたに焼き付け、後から思い出したときにムフフと悦に入るとしよう。あと、魔法の発動を間近で見れば、なにかがわかるやもしれんしな」

「はいはい、わかったわかった。ちょうど腹もいっぱいだったし、食後の運動もしたかったところだ。フルパワーでぶちかますとしようじゃないか」

　蒼そう太たはあくまでも自然体で歩み出ると、こちらに向かって進軍を続ける意志なき兵士たちに右手を突きつけ、そして──。

　魔法を解き放つ。

「尊き妹マイス・たちをイート・護る愛ラブシの陽よ・スター」

　蒼太の手のひらから放たれた赤熱の光は大地に突き刺さり、地と空の間にもうひとつの境界──炎の支配域を創り出す。

　発生した巨大な炎はそのまま膨れ上がり、大軍をいともたやすく覆い尽くした。

　決して燃えることのないゴーレム兵団が次々と蒸発し、気化してゆくその景色は、人間が抱く原初の火に対する根源的な恐怖を呼び覚ます。

　蹂躙と名付けるのすらも生ぬるい。これは神罰だ。ただ一方的に下される裁決に他ならない。すなわち生存か死滅か。究極の二者択一は、ひとりの男の意志によって決定づけられている。

　これが──腹一杯になった魔法使いの、本当の力だ。

「た、退却だああああああああ！」

　一度の魔法は、秩序をも粉々に破壊し尽くした。散り散りになって逃げてゆく帝国兵は獣よりも生存本能に忠実で、愚かしく醜かった。

　その超爆発を引き起こした少年は、腰に手を当てて「ふう」と息をつく。

　変わらず魔力を帯びた脂肪をまとった体で伸びをすると、隣に立つ妹へと笑いかけた。

　まるで、たった今待ち合わせ場所に現れたような気安さで。

「帰ろうか、アリーチェ」

　少女はその手を取り、華麗に微笑ほほえんだ。

「ええ、あにうえ」

　その後ろでは、あまりの大魔法を目撃したボイルド翁が仰天のあまり卒倒し、随伴した騎士に必死の介護をされていたのだが──それは戦争の被害と呼ぶにはあまりにも軽微な一幕であった。
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「さて、親おや父じ殿、無事帝国軍は追い返したわけだが、これからどうなることかな」

　ベッドの脇にひとりの男が立つ。

「暴食俱く楽ら部ぶも黙っちゃいないだろう。あの新米お姫様の苦難はこれからも続くんだろうね。でもま、心配はいらんか。あんなに頼りになる兄ちゃんがついているのならさ」

　男は髪をかいて、目を閉じたまま眠り続ける老人を見下ろし。

「ともあれ、ロッセッラの名を継ぐ女の子を、悪いようにはしねえよ。不肖の息子だが、俺なりにできることをやるだけやってやるからさ。安心して、寝ててくれ。親父殿」

　サーレは部屋を出る。

　ここは誰も知るところのない、国王の療養所。

　サーレ・ヴィテッロは妾めかけの子であり、本来は表舞台に現れるような人物ではなかった。その日暮らしの傭よう兵へい稼業に勤いそしみ、せいぜい死ぬまでの時間を長引かせることぐらいしか能のない若くして朽ちた男である。

　だが、王女がそうそうに身み罷まかり、また国王も病に臥ふせったとあり、王宮に呼び寄せられたのだ。

　といっても、目立って暗殺の憂き目に晒さらされるのはごめんだ。のらりくらりとやっていようと思っていたところで、あの女──ロッセッラ・リオが現れた。

　妹と同じ色の髪をもつ少女をせめて陰ながら助けてやりたいと思うような気持ちが、まだこんな落ちぶれた自分に残っているとは。サーレは苦笑しながら城に向かう。

　王宮に帰ってきたところで、そわそわと誰かを待つ莉り緒おの姿を見かけた。

　声をかけようかと手を挙げたところで、しかしサーレは首を振る。

「いや……いいさ。あいつの兄貴は、他にいるからな」

　ほら、誰かを見つけた莉緒が嬉うれしそうに顔を輝かせる。その太陽のような笑顔を眩まぶしそうに見つめ、サーレはその場を立ち去るのだった。
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　莉緒に呼び出されて、俺は王女の部屋にやってきた。

　ここに入るのは、見舞い以来だから二度目だけど、相変わらずバカでかいなー。

「ねえ、お兄ちゃん、座って座って」

「ん、ああ」

　ぽふぽふとベッドを叩たたく莉緒の隣に座る。アリーチェとのことが一瞬脳裏に浮かんでしまう。あのときのアリーチェは本当にひどかった。

　ちなみにあれからルッツとレァラは多少の取り調べがあったものの、今では解放され、無事に妹メイドの職に復帰している。ミィルも傷が治れば戻ってくる予定である。

　一方でココノは俺に料理を食べさせたことで理性が吹き飛んだのか、あの日のことをなにも覚えていなかった。もう一度食べて食べてとせがんでくるので、付け合わせのブッコロリーだけ食べて皿を突き返すと崩れ落ちて泣いていた。

　もうじき、穏やかな日々が戻ってくるだろう。

「お兄ちゃんがすごい力で帝国軍も追い返してくれたから、とりあえずはしばらく王国も平和になったみたいなんだよね。それで、あの……」

　莉緒はもじもじと体をくねらせる。頰ほおが薄桃色に染まっており、きょうの莉緒はなんだかほのかに色気が香っていた。いやいやなにを考えているんだ。莉緒は妹だぞ。

「く、口で説明するの恥ずかしいから！　こ、これ見て！　絵に描いたから！」

「えっ」

　突きつけられた紙を見る。うむ、わからん。ふたつの円柱が地面に倒れている。円柱からは線のようなものが伸び、互いに絡み合っている。邪神復活の儀式だろうか。

　だがここで「なるほど、邪神を復活させるんだな？」なんて答えてはいけない。莉緒が傷つくからな。俺は俺なりにこの絵を解釈しよう……。

　ええと……。

　わからん。

「つまりこれは、人の絵、だな？」

　莉緒の目がきゅるんと輝いた。合っているらしい。

「ふたりの人がいる、そういうことだろう？」

「うんっ、うんっ」

　嫌な汗が流れる。正解に向かっているはずなのに、追い詰められている気がしてならない。俺はさらに深く考え込んだ。

　いや、ダメだ！　この絵からの情報ではなく、莉緒がなにを伝えたがっているのかを考えるのだ。間違いなくそっちのほうが早い。

「ってことは、俺と莉緒か？」

「そうだよ。上手でしょ？」

　ここまで寄せればいいだろう、俺はそろそろ白旗を揚げることにした。

「ああ、ひと目でわかったから……。でもごめんな、お兄ちゃんこの絵がなにを示しているのかわからないんだ。莉緒の絵はオンリーワンで個性的だけど、だからこそ幾通りもの解釈方法があってひとつに絞れないというか」

「あーそっかぁ、そこまで考えてなかった……。ごめんねお兄ちゃん、次からはもっと気をつけて描くね♡」

　よし。軽く拳を握る。だが今回の危機は脱したけれど、次からさらに難易度が跳ね上がってしまったような気もした。まあいい。今は莉緒の笑顔が見れたのだから。

　莉緒は指と指を絡ませながら、俺を上目遣いに見つめる。なんだその乙女顔かわいい。

「あのね……。ほら、今ってあたし、お姫さまでしょ？」

「そうだな。といっても、我が家に暮らしていたときから、お前はずっと俺だけのかわいいお姫さまだったけどな」

「きゃっ♡　恥ずかしい♡　うん、それでねそれでね、だからお姫さまとして、この国の将来を支えるのも、お仕事なんだって」

　莉緒がベッドについた俺の手の上に、そっと手を重ねる。柔らかくて温かい感触に、俺は笑顔を浮かべながらもドキドキしてしまう。

「う、うん。莉緒は明るくて聡そう明めいでパーフェクトな女の子だからな。なんだってできるさ」

「でも、こればっかりは、女の子ひとりじゃできないことだから……♡」

　莉緒の目が俺を覗のぞき込んだそのとき、俺は瞳の奥にピンク色のハートマークが浮かんでいるのを見た気がした。

　これはいったい──。

「あのね、お兄ちゃん♡」

　莉緒は俺の腕に胸を押しつけるようにして身を寄せてくる。

　サラサラの髪から漂うのは石せつ鹼けんの匂いと、莉緒のわずかな汗の匂い。緊張をしているのか、あるいはもしかして興奮をしているのか。俺は思わず想像して、身を固くした。

　莉緒は腰を傾けながら俺にさらに体重を預ける。柔らかくてきめ細かな肌が密着して、頭がぼーっとしてくるようだ。

　妹にこんな気持ちを抱くなんて間違っている。俺はそう理性で必死に押しとどめようとしていたのに。

　けれども莉緒は中学生には似合わないような、淫いん猥わいな笑みを浮かべ──。

「あのね、お兄ちゃん……。あたしね、きょう……♡」

　──手のひらを俺の耳に添えて、甘美なささやきを。

「お世継ぎ♡　……作ったらいかがですか、って、言われちゃったの♡　……こんなの、すっごく困っちゃうよね♡　ね、お兄ちゃん？」





つづく















　あとがき







　ごきげんよう、みかみてれんです。

　突然ですが、わたしは生きてきて『ダイエット』というものをしたことがなかったんですよ。すみません、石を投げないでください！　２ページ以内にオチがありますので！

　なので滅多に体重計に乗る習慣もなかったんですけど、ある時ふと気づいたわけですね……あれ、わたし太ってきてね……？　と。ぽちゃってきてね……？　と。

　デスクワークがメインでロクに運動もせず、好き勝手にごはんを食べていれば自明の理です。なんてこったい。そこからわたしのささやかなダイエット生活が始まりました。

　そうして思ったんです。

　好きなものを好きなように食べられない暮らしって、こんなにつらいものなのかと……！

　コンビニでは常にカロリー表記を気にして、食べたいものではなく食べてもいいものを選ぶ日々。そういう生活になってから、『夜中のポテチはやばい』とか『ラーメンは死』とか様々なダイエット格言が矢のようにわたしの胸を貫くことになりまして。

　人は苦しみを知るたびに、人に優しくなれると言います（ここからオチに入ります）。

　ダイエットの苦しみの片へん鱗りんを味わっただけの、いわば全30階建てダイエットビルの５階辺りの階段をひーこら登っているわたしですが、けれどいつかは頂上目指してがんばっていきたい所存です。主人公、蓮れん城じよう蒼そう太ただって毎日がんばっているんですからね──。

　──ってキレイに締めようと思ったけど、わたしだってかわいい妹キャラがそばで励ましてくれるんだったら、いくらでもがんばるよ！　ちくしょうが！　ハゲろ！




　それでは気を取り直して、謝辞を。今回快くイラストを引き受けてくださったパルプピロシさん、誠にありがとうございます。衣装がみんな可愛かわいすぎ……。天使……。

　編集Ｉさんには、たくさんご相談させていただきました。ひとりではこのお話は完成できなかったと思います。また、この本を作るためにかかわってくださった多くの方々。さらに普段からわたしを支えてくださる各作家方。ツイッターでよく遊んでくださっている方々。そしてこれから支えてくださる方々に、改めて感謝を！

　では二巻でまたお会いできることを願って！　みかみてれんでした！
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